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自転車でミナハサをたずねた馬鹿なヤツ

坂本　裕保

この稿は著者が2006年7月に日本から持参した自転車でミナハサ地方をジャランジ

ヤランした記録です。

2006年7月1日　朝7時。　昨夜のワールドカップ、アルゼンチン・ドイツ戦で睡

眠不足の起床となるも、インドネシアンコーヒーで目を覚ます。軽い朝食のあとさっそく

自転車にのりこみ、トモホンはコロンガンの友人宅を出発した。

トモホンから南へむかう道は思ったよりフラットで穴もなく、順調に行程をこなす。

トモホンからカワンコワンを経てランゴワンへむかう道は、過去に自動車で何回かとお

っているが、いつも現地の友人がいっしょであった。今回は一人で、しかも自転車でジャ

ランジャランとあって、私自身少々心細くもありメナドの友人たちも驚いていた。あえて

行動予定も作らなかった。作らなかったというより「作れない」というべきか。トコプク

で貰った地図はあってもいいかげんな地図で、付々の名前はわからず距離もわからない。

ホテルがあるのかないのかもわからない。以前に車で通った記憶をたよりにいきあたりば

ったりのサイクリングであるが、何とかなるだろう。

トモホンの市街地をぬけて南ミナハサ地方に入る。しばらく進むと、上り坂の途中に温

泉がある。経済危機の際はあれはてていたが今は整備されたのだろうか。入り口に食堂と

料金所がある。一休みすることにしてコーラを所望したが冷たいのはなくてホットコーラ

であった。

まだ元気。恐れるものはない。

坂を下るとレイレム村にはいる。左手に見える小山の裏側にはリノウ湖がある。（本道か

らは見えない）。わき道へ入り急坂を上ると視野がひらけ、道路わきから硫黄が噴出してい

る。おそるおそるそこを過ぎるとリノウ湖にでる。湖底から硫黄が噴出している。湖畔の

駐車場が整備され、管理小屋らしきものがある。聞くところによると、湖の周囲を中国人

が買い占めて将来はリゾート化する予定だという。ここにも開発の波がおしよせてきたよ

うだ。

（＊　2009年に休憩施設が完成。入場料飲み物つきで1名2万ルピア）

レイレムを過ぎてラへンドンにはいる。そろそろ息があがってきた。ラへンドンは「木

工の村」である。通りにそって木製家具、ベンディ（馬車）の車輪など、製作・販売の木

工所がならんでいる。木材はこの近辺で算出されるチーク材であろうか。私は若い頃クル



ーザーヨットを持っていた。残念ながらＦＲＰ製で、チーク材はほとんど使われていなか

った。ここで材料を調達して手製のヨットができないものだろうか、と考えながら長い上

り坂にさしかかる。曲がりくねってとにかく長い。自転車を手押しするしかない。

ソンデルに入る。ソンデルは先の大戦中日本陸軍部隊の駐屯地でもあった。そのせいか

日本法対する心情はきわめてよいところである。盆地にひろがる町並みは整然としており

歴史を感じる。

ソンデルバワ。ここには元州知事が個人の敷地内に作ったというプール、池、遊歩道の

ある小山があって釣り、ボートで遊べ、恋人達にデートの場所を提供している。（1ｂａｒ

ＬｕｍｉｍｕｕｔＲｅｓｏｒｔ）

ソンデルアタス。戦時中はここに陸軍の本部があり、多くの円本陸軍将兵が駐屯してい

た。兵士はキアワにむかって左側の山の中に、竹組みにヤシの典をかぶせただけの粗末な

兵舎に駐留Ｌｒいたという。青木次郎さんが勤務していた牛」㌢工場もこの近くであり、将

校のたまり場であこがれの君のいた喫茶店もここにあったという。

ソンデルをすぎると、まもなくして谷にはいり、左側の建に‖川本雛が加った防空壕の

あとがある。谷からあがるには長い上り坂がまっている。やむなく徒歩であがりつめてキ

アワの町にはいった。現在、多くのキアワ人がＨ本で不法就労している。

「キアワ」とは、日本語の「脇和」からとったという説があるが本当だろうか。町の入

り口にはワールドカップですでに敗退している日本の国旗がはためいていた。教会があっ

たのでそこで一・休み。教会の祭儀のまえで女の！・が5人音楽に合わせて踊っている。近々

に結婚式でもあるのだろうか。

若1∴下り勾配のある呵一並みをあとに、カワンコアンへむかう。カワンコアンはカチャン

タナー（ピーナツ）の産地である。町の入り口にはコンクリート製の巨大などーナツが鎮

座しており、道路沿いにピーナツのみやげ物店がならんでいる。豚肉、ゆでたまご、その

他を包んだ中華餞頭もここの名物である。

カワンコアンを南に抜けるとまもなくキリスト教アドフェン派の学校区にさしかかる。

アドフェン派はキリスト教でも戒律のきびしいことで有名である。酒、たばこ、コーヒー、

肉類は一切ご法度。ベジタリアン集団である。

このキャンパスに居住している友人がいる。おそらく炎天下40度はあろうか。それま

でがんばっていた気力がぬけ、彼の家の前でへたりこんだ。つｌ随と思いタバコに火をつけ

たところ、近くにいた男が「オパ、ここは禁煙」。あわてて消した。しばらくすると外の異

変に気がついたのか友人の奥さんが私のところへ来て顔をのぞきこむように、「サカモトさ

ん、シラカンシラカン」、家の中に案内された、



ランゴワンの手前に小さな村があり、道端に巨木があって削除をつくっている。目陰の

部分は芝がはえており、半死状態の私は芝の上に捌転んだ。10歳くらいの男の子が私の

自転車の車軸系と同じ大きさの自転車で近づいてきた。

「オパ、なにしているの」

「死んでいるよ。　ライターがないな」

「かってきてあげるよ」

5，000ルピア渡すと近くのキオスで買ってきた。電子式のライトが点く代物で今で

も使用している。

「釣りはいらないよ」

「テリマカシ。オパ、　自転車交換しない？」

「？？？？」。困った。

まもなく母親らしい女性が買い物袋を持って現れた。お礼をいってそこで別れた。

ランゴワンの町並みの手前の交差点で左折し、左手にパサールを見てまた左折。トンダ

ノ湖をめざす。午後1時30分。

ランゴワンからトングノ湖畔のカカスまでゆるやかなくだり坂になる。65年前（昭和

17年1月）、太平洋戦争の努頭に、当時のオランダ軍のカラウイラン飛行場に日本海軍の

落下傘部隊が急襲して激戦のすえ占領した。その激戦地のあとは田んぼがひろがって牛が

1匹2匹のんびりあそんでいる。広いトンダノ湖の周辺は広大な水田地帯である。自動車

でのドライブならのんびりと田園風景をたのしむところだが、自転車で半死状態の走行で

は風放どころではない。

カカスの水上機基地跡から湖岸にそってしばらく走ると、左手に墓地が見える。ここは

数年まえに一度きた。戦前、ここに出稼ぎにきた坂口正成さんのお墓があるので参拝する。

そこから湖畔をはなれて内陸部を走る。まもなくレンボケン村へ入り右折。しかし疲れ

た。暑さ、坂道、高齢、悪条件が重なり最悪の事態になってきた。

夕暮れも近くなった。湖岸沿いにトンダノまで行くか、山越えでスマルエンドまで行く

か、少し迷ったが思い切って山を越えることにする。山の向こう側に国立メナード大学が

ある。そこまでたどり着けば学生用のドミトリーがあるので今夜のねぐらは何とかなるか

もしれない。しかしこれはまったく甘い考えであった。

山越えの坂道は両側から木に覆われて薄暗く、見通しもきかない。どこまで行けば峠に

出るのか見当もつかない。疲れが極限にきたのか精神的にも参ってきた。耳のそばで悪魔

がささやく。「行き来する車をとめて乗せてもらったら？ｊ Ｌかしたまに通るミクロはいず

れも満員。

とうとう精も根もつきはてて道端に自転車を倒して寝転がった。午後5時。あたりは完



全に暗くなり、小雨も降り出した。心細いことこのうえもない。「タクシーでも通ってくれ

ないかな」

15分くらいのびていただろうか。十から車のライトが近づいてきた。タクシーだ。道

端に座ったまま手をあげると止まった。私は天にも登る気持ちであったが、タクシーの運

転手は山中で行き倒れ状態の人間をみて驚いたかもしれない。ドアをあけて降りてきて「ト

アン、どこまで？」とっさに「トモホン」と叫ぶ。トモホンのどこか、コロガンだ。「ＯＫ，

リマプルリブ（5万ルピア）でどうか」。

運転手は私の自転車を折りたたんで後部座席にのせてくれた。外は暗闇につつまれてい

る。タクシーのシートにもたれかかった私は、死人が息をふきかえした気分であった。

かくして私のたった1日のジャランジャランミナハサは終わった。
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この稿は、「よろずインドネシア」に掲載されたものを、筆

者上月洋明さんの承諾を得て転載しました。「白蝶貝の海に

潜る」と併せてお読みください。

ご　南洋真珠事情

ご　インドネシアでは、「木材屋、商社の行くところ、真珠屋あり。」と言われるほど、南洋真珠の養殖場

開拓の歴史は古く、畷開されている地域もほとんどインドネシア全国と言っていいほどです。戦前
からスラウェシのブー「トンという地域で始まり、現在、もっとも南洋真珠の養殖場の多い地域はド
ボ、ロンポック、スラウェシという順です。インドネシアの水産総局に登録されている養殖会社の数
だけでも約80社（日系、現地系）にもなります。

長くインドネシアに住んでおられる方でも、インドネシアで南洋真珠が生産されていることは知って
いても、その真珠にお目にかかる機会は少ないと思います。それは、すべての真珠の加工、卸売
のマーケットが神戸と香港にあり、インドネシアで販売されることなくほとんどが輸出され、神戸、
香港に買い付けに来る世界中のバイヤーによって各国に再輸出されるためです。

バリの空港やジャカルタの町の真珠屋で見かける真珠は、インドネシア産と思っておられるなら、
ご注意の程を。私の見る限り、殆どの商品は中国産の安価な淡水真珠です。特に、たちが悪いの
がバリの空港の土産物屋、からかいついでに、店員に「これはどこ産？」と尋ねると、「これは、ド
ボ産の南洋真珠。」と言ってのけるありさま、そこで悩んで、よ－く考えると、この商品がどこ産かな
んてどうでもいい気のいいインドネシア人だと気づいたのでした。

1．養殖域の風袋

7



南洋真珠事情 2／4ペーシ

「フローレスにあるとっても美しい養殖場の風景です。」

南洋真珠の養殖は、水深20～70ｍ位の波が静かで、潮が適度に入れ替り、白蝶貝の生息や、
餌になるプランクトンの確認される湾や海峡で行われています。

もちろん、日本の真珠養殖でも経験したことですが、一つの養殖場に貝をたくさん置き過ぎたりす
ると自然のバランスを狂わせて、何年も掛けて育てた貝と真珠を自ら失うことになります。

2．養殖の過程

養殖の過程をご紹介します。もし、あなたが今年から南洋真珠の養殖事業を始めようと思われる
なら、真珠ができるまでにどれ位期間が掛かるのか、それぞれのプロセス毎に（括弧）の中に年月
を示しておきます。いかに気の長い事業かご理解頂けると思います。

ａ．人工採苗＝・天然の白蝶貝を研究室のプールの中で掛け合わせて稚貝をつくります。（19
97年8月）

ｂ，稚貝育成・‥栄養、健康管理を行い、肉眼で確認できる大きさまで育てます。
Ｃ．稚貝沖出し‥稚貝を研究室のプールから海に出します。沖出し後、貝が5ｃｍ位になるまで

乳幼児と同じく死亡率が高く、時には全滅ということもあります。（1997年10月）
ｄ．稚貝分散‥・稚貝の成長に従い収容しているネットの数を増やしていきます。
ｅ．稚貝剥離‥・成長のいい貝だけを選別し、冒頭の写真のようにネットに整理して収容しま

す。（1998年2月）
ｆ．母貝育成・‥この頃から母貝と呼ばれるようになります。寄生虫や海草などが付着して成長

を阻害しないように定期的に貝掃除を行います。一ケ月に平均して1ｃｍ位成長して行きま
すので、貝の大きさに応じたネットに交換していきます。多少潮の流れがある場所の方がど
んどん成長します。

ｇ．抑制作業‥・具も12ｃｍ以上に成長し、真珠を抱かせる手術に備えるため、静かな入り江
に移したりネットにカバーを掛けて潮が直接当たらないようにして、貝の活動を抑え眠ったよ
うな状態にします。（1999年3月）

ｈ．挿核手術…貝を海から引き上げ、真円な真珠を作るためのドブ貝と言われる貝の貝殻か
ら成形した球形の核と、真珠層を核の周りに形成させるための細胞片を一緒に母貝に手術
挿入し、海に戻します。（1999年4月）

ｉ．転倒作業日・真円でキズのない真珠を作るためには、核が貝の体内で適当な位置に留まる
ことがポイントです。そのため、挿核手術後、転倒寵に入れて貝を何度か転倒して核の位置
が定まるまで調整します。

」．玄具沖出し‥挿核手術を終えた貝を玄具（くろがい）と呼びます。手術後の回復状況を見な
がら、再度、沖出しします。

ｋ．玄貝育成・＝貝掃除、ネット交換を定期的に行こないます。
Ｌ　浜揚げ・‥・真珠の採取のことを浜揚げと呼びます。9～15ｍｍの南洋真珠が出来上がり

9
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南洋真珠事情 3／4ページ

ます。しかし、養殖の期間中の海の状況、養殖の方法が悪ければ歩留まり50％以下という
こともあります。（2000年10月）

浜揚げ後、真珠を取り出した貝に、再度、挿核をする場合があります、それを直入と呼びま
す。

3．南洋真珠の種類、品質

南洋真珠の種類には白蝶真珠、黒蝶真珠があり、白蝶真珠はインドネシア、オーストラリアで、黒
蝶真珠はタヒチで養殖されています。

インドネシアで生産される白蝶真珠の品質（属性）を分類してみましょう。サイズ、形、色、テリ、巻
き、キズという6つの属性の組み合わせにより品質が決定されます。価格は、品質により規定され
ますが、卸売り市場での相場で上下します。

サイズ

9ｍｍ、10ｍｍ、11ｍｍ、12ｍｍ、13ｍｍ、14ｍｍ、15ｍｍ、16ｍｍ、17ｍｍ、18ｍｍ

その他の属性が同じであればサイズが大きいほど生産するのが難しく価格も高くなります。

さらに小さなサイズでは、ケシという、核の代わりに異物の周りに真珠層が巻いてできた真珠もあ
ります。

さらに大きなサイズでは、直入という方法で15ｍｍを超える真珠を作ることも可能です。。

形

ラウンド：真円

オーバル：均整のとれた楕円形

ドロップ：月の涙といわれる形

ボタン：真円を少し押しつぶした形

サークル：周囲に直線的な筋の入った、コマのような形

バロック：動物など何かにたとえることができるような個性的な形

色

シルバーピンク、ゴールド、シルバー、シルバーグレー、クリームピンク、イエローがあり、好みの

問題です。

テリ

真珠表面の境面性、真珠層の均一性に起因し、視覚的判断でテリ、中テリ、ボケと大まかに分類
されます。

巻き
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齢洋真珠事情 4／4ページ

袈輝の厚さに起因し、深みや重量感といった視覚的判断で良し悪Ｌが決定されます。

キズ

自然の産物ですので、人の顔の表面と同じように、多かれ少なかれ、必ず、どこかにキズがありま
す。その度合いで良し悪Ｌが決定されます。

4．インドネシアの南洋真珠養殖の抱える問題

インドネシアでは、日系と現地系と比較して品質に著しく差があります。現地系の経営者は中華系
が多く、目先の利益に走り、自然とのバランスを考えた生産量の調整、品質の追求の為の技術研
究、従業員の教育といったことを怠っているためです。

海面養殖業の許認可制度が整っていません。地方政府が、もともと、漁業許可をベースに推薦状
を乱発していた経緯があり、海面養殖業が適地を決定するまでにいかに多くの試験養殖場が必
要かということ、また、都市汚染、近接する海面養殖場により大きな影響を受けるため、いかに広
大な領域が必要かということが理解されていない結果です。

ご質問、ご意見等は以下のメイルにお送り下さい。

ｅｒｍ∂〟‘ｉ・布仰山／わ鞄〃7∂〟Ｃ（フｍ

用
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●
プ
ト
ン
島
津
】
匿
壱
斌
検
湯
●

●プトン島●プトン島はインドネシア筋だレベス島（現スラウェシ島）の南東部の沖合に浮かぶ、面積的4225平方キロ（沖縄

本島の約二倍）ばかりの鳥である。第二次世界大戦前にはこの島で、世界に先がけて、日本人の手により、白蝶貝での真珠養

殖が行なわれていた。

Ｉつ



●
プ
ト
ン
黄
珠
養
殖
試
験
蟻
●

で
、
ブ
ト
ン
島
で
私
が
何
乏
や
っ
て
い
た
か
と
い
う
ｋ
テ
ィ
バ
ー
で
す
…
・
、

潜
っ
て
ご
恩
珠
養
殖
用
の
白
蝶
只
あ
れ
と
採
っ
て
い
た
…
…

プ
ト
ン
鵜
‖
叫
高
の
蘭
細
東
イ
ン
ド
、
今
は
ィ
ン
ド
ネ
シ
了
と
い

っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
セ
レ
ぺ
ス
高
－
ス
ラ
ウ
ェ

シ
島
）
　
の
す
ぐ
南
に
あ
る
鳥
な
ん
で
す
。
若
い
．
頃
、
私
は
そ
の
鳥
に

行
っ
て
い
ま
し
て
ね
、
行
っ
た
の
り
昭
仰
九
年
だ
っ
た
か
な
…
…
。

そ
れ
か
ら
戦
争
が
始
ま
る
ま
で
ず
っ
ー
と
、
そ
の
プ
ト
ン
高
に
い
た

ん
で
可
よ
。

で
、
ソ
ト
ン
出
で
何
を
し
て
い
た
か
、
と
い
い
ま
寸
と
、
ダ
イ
バ

ぺ

・

．

‥

∴

．

ー
を
や
っ
て
い
た
。
潜
水
夫
で
す
ね
。
白
蝶
Ｈ
と
い
う
の
を
ご
存
知

で
し
ょ
う
、
あ
れ
を
採
っ
て
い
た
…
…
。
」
時
の
プ
ト
、
／
鳥
に
は
、

′

　

ヽ

，

．

′

「
胤
敦
真
珠
養
殖
試
験
場
」
と
い
う
の
が
∵
六
日
∵
哀
人
目
査
会
社

の
山
賛
し
た
余
れ
だ
っ
た
の
で
寸
が
、
あ
り
ま
し
て
、
・
〓
蛛
1
㍍
し
克

珠
の
遊
姉
を
や
っ
て
い
た
…
‥
・
。

・
星
珠
養
姉
と
い
う
と
、
あ
な
た
方
は
す
ぐ
ア
」
ヤ
〓
‥
を
思
い
汀
か

べ
る
で
Ｌ
Ｌ
う
が
、
南
洋
で
は
自
耽
貢
元
丘
珠
養
殖
の
り
〓
∵
ノ
）
し
て

伸
二
ノ
で
い
た
。
」
：
．
二
「
．
セ
ン
ナ
も
あ
る
大
き
な
〓
∵
し
わ
‥
　
　
そ

り
ゃ
あ
∴
＝
日
か
大
き
い
だ
け
、
大
き
な
亘
珠
か
で
き
4
人
で
す
ヰ

実
ｕ
7
∴
」
ヤ
日
日
以
外
の
Ｒ
よ
し
咲
珠
養
殖
を
始
め
た
の
り
、
う
ち
の

会
仕
が
初
め
て
な
ん
で
す
。
う
ち
の
会
日
日
の
岩
崎
小
弘
大
か
理
学
博

十
の
藤
川
帆
匪
さ
ん
の
真
珠
養
鱗
の
研
究
を
接
助
－
∵
止
し
て
ね
。
藤

川
Ｊ
人
は
東
京
帝
国
入
学
の
理
学
部
を
出
た
人
で
寸
が
、
西
川
雌
上
＝

さ
ん
の
弟
「
だ
っ
た
。
西
川
藤
吉
は
揖
珠
の
養
他
方
法
を
発
明
し
た

人
で
」
リ
．
．
確
か
、
御
木
本
辛
雷
の
娘
婿
だ
っ
た
と
思
い
謙
す
よ
。
そ

の
西
川
さ
ん
の
ト
に
い
た
の
が
藤
間
さ
ん
で
、
藤
川
さ
ん
〓
日
本
で

養
姉
を
や
る
の
は
面
目
／
、
な
い
…
‥
・
。
南
方
で
、
〓
蠍
日
で
や
れ
ば

さ
ぞ
立
派
な
填
珠
が
で
き
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
人
で
、
〓
轢
〓
示
し
の

近
珠
義
姉
の
研
究
を
始
め
た
ん
で
す
ね
。

そ
こ
で
藤
川
さ
ん
は
、
大
正
五
年
か
・
㌧
1
ン
ド
、
ス
リ
ラ
ン
カ

ア
．
／
ダ
マ
・
／
諸
鳥
、
・
‥
．
水
川
の
木
曜
鳥
、
ブ
ル
ー
ム
、
「
ン
ド
、
千
ン
γ

Ｊの
∵
ル
ー
誹
鳥
の
ド
ド
レ
一
句
ぐ
・
り
い
か
か
た
の
で
∴
や
む
∴
∵
か

な
．
在
珠
長
姉
の
適
地
を
捜
し
て
歩
き
回
っ
た
そ
う
ソ
ー
サ
レ
今
の
ト
ナ

う
に
成
行
機
の
な
い
時
代
で
す
か
・
リ
、
石
船
を
塵
り
糾
い
こ
れ
Ｈ

Ｈ
へ
が
あ
∴
′
て
ら
、
逓
小
城
に
過
し
て
い
る
か
ど
う
か
示
間
題
こ
す

か
・
リ
桓
ノ
海
峡
の
地
彬
が
Ｌ
′
＼
こ
も
海
が
濁
る
⊥
う
じ
－
∵
養
柚
予

ｊ
．
小
向
き
で
す
．
〓
定
し
骨
理
」
る
た
め
に
は
、
日
が
は
え
左
目
ハ
∵
け

そ
し
て
ｌ

ブ
ト
十
が
理
想
的
だ
し
し
「
∴
レ
一
∴
八
二
」
＝
、
ノ
‖
1
．
勺

ヽ
．
・
．
Ｌ
・

に
養
殖
試
験
所
有
聞
い
た
ん
∵
す
い
バ
ウ
．
・
日
中
有
り
・
．
Ｉ
Ｌ
！
′
ｌ
㌧
軸
ハ
．

た
リ
ン
7
－
一
ナ
と
い
う
レ
∵
日
子
で
ィ
。
こ
こ
に
藤
川
1
∵
り
バ
思
念
柵

か
あ
っ
た
人
で
」
。
軌
竹
が
始
ま
る
と
回
示
函
－
勇
∵
者
′
有
人
巨
∵
や
な

い
か
し
∴
い
う
ん
‥
聴
1
一
れ
二
、
今
日
′
ソ
「
だ
∵
ノ
一
二
∴
∴
」

白
蝶
〓
∴
Ｙ
具
五
㌢
尭
仙
∵
∴
し
．
！
－
今
月
′
う
∵
ノ
沌
小
首
点
せ
す

か
、
昔
、
7
ラ
フ
ウ
源
で
員
を
確
る
の
は
、
鞍
で
の
も
の
ケ
硬
う
た

め
に
圧
っ
ト
㌃
∵
∴
十
ソ
∵
の
甲
産
物
し
。
て
㌧
‥
同
価
左
ｌ

1
1
▼
へ
珠
が
出
た
人

で
寸
。
オ
ラ
ン
ダ
の
方
の
－
．
ノ
／
リ
ラ
油
で
日
を
採
る
＝
ｍ
拠
地
が
ア
几

十
岬
Ｈ
の
ド
ポ
八
人
Ｃ
勺
．
ト
高
ら
自
云
正
㍉
丁
目
Ｌ
“
“
有
利
川
Ｊ
る
く

そ
し
て
目
元
の
ケ
生
長
誓
芸
六
た
ら
、
子
牛
霊
豊
上
し
て
い
た

豪
州
の
方
は
、
木
曜
鳥
レ
′
ノ
ル
ー
ム
が
似
拠
地
で
寸

白蝶只（右）と
日本産アコヤ貝

※
白
蝶
貝

ア
コ
ヤ
貝
頒
中
で
黄
玉
の
貝
　
殻
の

長
径
か
三
十
セ
ン
チ
く
ら
い
に
な
る
．

ノ
ｒ
リ
ピ
ン
Ｊ
覇
の
　
1
．
ン
ト
パ
、
入

社
汗
に
公
布
す
る
が
、
土
て
も
イ
ー
ス

ト
二
フ
リ
ア
の
上
蔀
海
域
の
ア
ラ
ノ
ラ
港

に
苺
∴
∵
　
辞
意
で
は
贅
珠
養
殖
の
冨
Ｐ

と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
．
ま
ト
二
　
蔚
着

固
く
．
芙
し
い
た
の
て
芸
品
や
云
タ
ン

の
侍
り
料
と
し
て
使
わ
れ
、
戦
前
は
ア

ラ
ブ
ラ
海
に
多
数
の
巨
本
人
ダ
イ
バ
ー
ｔ

が
採
取
に
出
甜
け
て
い
た
．

は



イ
ｔ
ｌ
∫
ん
で
こ
ん
な
こ
も
を
加
っ
と
る
か
と
い
う
と
、
当
時
、
プ
ト
、
／

で
Ｈ
を
接
る
日
本
人
ダ
イ
バ
ー
は
、
全
部
、
木
嶋
高
や
ア
ル
ー
誹
鳥

か
・
り
流
れ
て
き
た
ん
で
す
。
初
期
に
は
ダ
イ
バ
ー
が
い
ま
せ
ん
か
ー
リ
、

ア
ル
ー
あ
た
り
か
ら
人
を
呼
ん
で
使
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
れ
で
私
が

－
7
ト
、
／
に
行
っ
た
頃
日
、
プ
ト
ン
の
ダ
イ
バ
ー
は
、
み
ん
な
木
曜
鳥

や
ア
ル
1
諸
島
あ
た
り
の
ダ
イ
バ
ー
の
軽
強
者
な
ん
で
す
。

も

で

け

当
時
の
人
で
ん
い
人
に
坂
外
事
助
っ
て
い
う
人
が
い
ま
す
Ｕ
紀
州

の
潮
岬
の
出
身
で
す
。
こ
の
人
な
ん
か
は
日
清
戦
争
に
行
っ
て
い
る
。

日
露
峨
争
に
も
や
っ
ぱ
り
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
木
曜
点
∵
」
油
∵
ノ
た

ん
で
し
ょ
う
。
豪
州
の
人
が
、
東
郷
、
来
郷
っ
て
い
う
ん
で
、
〓
分

の
「
供
に
来
触
っ
て
少
目
前
を
つ
け
た
な
ん
て
い
っ
て
ま
し
た
。

私
が
プ
ト
ン
に
行
っ
た
と
き
に
は
六
「
歳
占
じ
ゃ
な
か
っ
た
で
Ｌ

Ｊ
う
か
。
す
で
に
オ
ジ
イ
さ
ん
だ
っ
た
か
∴
∴
里
．
板
持
高
二
∴
ン
イ
さ

ん
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
．
い
た
っ
て
人
が
し
∵
∵
崇
、
Ｔ
1
．
、
一
＝
う
二

レ
′
小
正
直
で
．
血
∩
∴
∵
今
で
す
ト
ご
隼

ル
Ｊ
ト
〃
助
は
、
糾
謂
れ
に
次
ぐ
会
社
の
大
恩
人
な
′
八
∵
∫
　
′
て
ハ

功
帖
に
む
く
い
て
プ
ト
ン
に
い
る
な
ら
ご
赦
食
べ
さ
せ
∵
、
〓
」
・
瑞
・
、
ノ

出
寸
と
い
う
こ
と
で
、
会
社
の
屋
敷
内
の
整
埋
整
頓
、
除
目
い
∴
ン
こ
て

丁
・
勺
地
中
の
監
督
を
し
な
が
ら
、
昭
和
‖
士
年
頃
ま
で
い
ま
ｌ
一
∴
′
㍉
∴

そ
．
㍉
り
・
リ
日
本
へ
帰
り
よ
し
た
。

撮
坪
あ
オ
デ
イ
さ
ん
は
、
母
貝
の
あ
り
場
術
を
知
っ
て
い
た
ん
で
、

す
か
、
オ
ラ
㌫
ダ
肘
白
組
員
の
あ
る
と
こ
ろ
を
、
こ
の
セ
レ
ベ
ス
か
ら

吏
方
竜
公
理
珊
敬
Ｔ
た
と
き
に
、
そ
の
勃
蜜
団
の
Ｔ
1
．
だ
っ
た
か
ら

知
っ
て
ー
ろ
ん
ぐ
、
了
ン
　
ド
村
で
白
銀
貝
を
敬
っ
て
い
た
オ
ラ
ン
ダ
の

森
組
が
呵
畢
管
や
，
′
宅
ん
｛
す
。

啓
り
が
オ
い
さ
ん
、
寸
ト
き
ん
と
呼
ん
で
い
京
町
音
次
郎
も
紀

1

　

ヽ

．

州
、
甘
味
出
身
の
ダ
イ
バ
ー
で
す
。
オ
ト
さ
ん
は
、
7
ル
ー
諸
島
の

ド
ポ
で
潜
っ
て
い
て
、
そ
の
後
、
豪
州
へ
密
航
し
た
ん
で
す
よ
、
ア

ル
ー
諸
島
は
蘭
領
で
し
た
か
ら
、
豪
州
へ
行
こ
う
と
思
う
と
密
航
と

い
う
こ
と
に
な
る
…
…
。
あ
の
頃
は
密
航
す
る
人
間
が
た
く
さ
ん
い

ま
し
て
ね
。
と
い
う
の
も
、
当
時
の
康
州
は
日
豪
主
義
と
い
う
か
、

板
端
に
悪
い
一
．
・
．
ｎ
い
〃
を
す
る
と
、
‖
人
に
あ
ら
ず
ん
ば
人
に
あ
ら
ず

と
い
う
よ
う
な
主
瀬
で
し
て
．
な
か
な
か
白
人
以
外
の
入
国
、
移
住

を
認
め
な
か
っ
た
ん
で
す
い
　
た
だ
、
例
外
は
あ
っ
た
。
ダ
イ
バ
ー
だ

け
は
日
本
人
で
も
入
国
を
認
め
て
く
れ
て
い
た
。
日
本
人
ダ
イ
バ
ー

は
そ
の
頃
は
優
秀
だ
と
評
判
で
し
た
し
、
ア
ラ
フ
ラ
海
で
の
〓
蝶
〓

探
り
に
日
本
人
ダ
イ
バ
ー
ｕ
不
可
欠
で
し
た
か
ら
ね
。
そ
れ
で
も
、

▼

木
棚
島
と
か
ブ
ル
ー
ム
と
か
、
白
蝶
〓
採
集
の
基
地
を
出
て
は
い
け

な
か
っ
た
ん
で
す
。

で
、
オ
ト
さ
′
八
は
‥
家
相
へ
何
で
密
航
し
た
の
か
、
私
は
詳
し
い
こ

と
は
知
ら
ん
の
で
す
が
、
レ
ｌ
ら
か
ノ
、
密
航
し
て
、
ダ
イ
バ
ー
を
や
ら

ず
に
サ
ト
ウ
キ
ビ
畑
に
語
り
．
込
ん
た
。
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
農
蘭
で
働
い

て
た
ん
で
す
。
駆
工
摂
以
外
の
人
間
は
、
い
ノ
、
・
㌍
木
川
人
で
も
別
に
密

航
者
が
い
て
も
ワ
ァ
ー
ウ
γ
－
髄
ざ
ま
せ
ん
か
ら
ね
‥
…
㌧
　
と
こ
ろ

が
あ
る
時
、
町
に
出
て
、
と
う
と
う
鷲
宮
に
捕
ま
っ
た
ん
で
す
ね
ぐ

そ
・
れ
て
ド
ポ
に
強
制
的
に
逐
還
さ
れ
て
、
ド
ポ
か
ら
日
本
に
帰
る
途

中
つ
て
カ
ッ
サ
ル
で
、
う
ち
の
会
社
に
雇
わ
れ
て
、
プ
ト
ン
畠
に
来

一
ｌ
　
二
二
－

ま
た
、
元
ダ
イ
バ
ー
の
品
田
麟
蔵
と
い
う
の
も
い
ま
し
た
。
彼
は

バ
ウ
ベ
′
笠
・
ケ
ー
ク
桝
な
ぞ
、
！
／
ド
ネ
、
ン
ア
の
物
産
を
商
っ
て
い

ま
し
た
二
▼
農
民
に
も
仙
由
人
に
も
悲
華
人
商
学
の
あ
っ
た
人
で
、

り
っ
ぱ
な
大
き
な
家
に
偲
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
の
人
は
紀
州
、
息

の
出
身
で
し
た
一
．
日
本
人
の
奥
さ
ん
が
い
ま
し
た
が
、
奥
さ
ん
を
帰

し
た
後
、
向
こ
う
で
結
婚
し
て
子
供
も
何
人
か
あ
り
ま
し
た
。

※
ア
ル
ー
諸
島
と
オ
ラ
ン
ダ
の
会
社

ア
ル
ー
諸
島
は
モ
ル
ツ
カ
満
の
兼
、

ア
ラ
ブ
ラ
海
の
北
部
海
域
に
位
置
し
て

い
る
ｔ
約
八
1
の
島
々
か
ら
な
‥
リ
、
絨

勤
頬
桁
八
千
五
ヨ
シ
月
キ
ロ
っ
　
ド
ポ
は

そ
の
中
、
Ｕ
の
町
で
ｉ
九
三
〇
年
代
の
人

口
は
約
一
千
二
百
人
、

誓
領
時
代
に
は
こ
の
ド
ホ
に
Ｃ
Ｔ
Ｃ

ｌ
、
ヒ
レ
ベ
ス
・
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
カ

ン
パ
ニ
ー
）
　
と
い
う
、
白
蝶
貝
探
集
会

礼
が
あ
っ
た
。
Ｃ
Ｔ
Ｃ
は
木
曜
島
の
白

援
貝
採
集
会
社
数
軒
が
共
匠
で
設
立
し

た
も
の
で
、
第
一
次
け
束
大
戦
前
に
は

約
五
色
名
の
日
本
人
ダ
イ
バ
ー
が
働
い

て
い
た
が
、
甑
後
は
七
1
数
名
に
減
っ

て
い
た
　
中
林
さ
ん
の
会
っ
十
坂
井
手

助
、
前
田
苫
次
郎
は
、
こ
の
Ｃ
Ｔ
Ｃ
で

働
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
、
し

※
ブ
ル
ー
ム

ノ
ル
・
－
ム
は
、
才
！
ス
ト
ラ
リ
ア
北

西
部
、
丙
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
の
北
部

に
位
置
す
る
港
町
し
　
木
曜
恩
と
同
じ
よ

う
に
真
珠
貝
採
集
の
根
拠
地
。
ト
レ
ス

海
譲
の
木
晦
島
に
次
い
で
巨
本
人
ダ
イ

バ
ー
が
多
か
っ
た
．
、

一
九
三
〇
年
代
の
ノ
ル
ー
ム
の
人
口

は
、
約
一
四
〇
〇
名
、
う
ち
Ｆ
本
人
は

二
六
〇
名
ほ
ど
だ
っ
Ｌ
。
し
か
し
、
一

九
一
〇
年
代
に
は
、
二
丁
名
を
超
え
る

日
本
人
が
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

噛
一

／午
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パ
ウ
パ
ウ
に
は
無
線
や
電
話
局
が
あ
っ
た
の
で
、
旭
川
さ
ん
は
う

ち
の
八
人
址
の
嘱
託
と
し
て
や
っ
て
も
ら
っ
て
お
り
ま
し
た
。

昔
の
ダ
イ
バ
ー
レ
一
い
う
人
は
、
ア
ル
ー
で
も
木
曜
鳥
で
も
ほ
と
ん

ど
潮
岬
一
帯
の
人
だ
っ
た
人
で
す
。

●
魚
野
川
で
育
っ
た
少
年
時
代
●

生
ま
れ
は
新
潟
県
の
山
の
中
…
…
。
書
は
ダ
イ
バ
ー
と
い
え
ば
紀
州
の
人
で
し
た
。

私
の
Ｊ
う
な
山
で
生
言
れ
た
ダ
イ
バ
ー
は
珍
ら
し
い

私
は
明
治
四
ト
年
、
新
潟
県
南
魚
沼
郁
堀
之
内
と
い
う
村
の
生
ま

れ
で
す
。
私
の
よ
う
な
山
の
中
の
生
ま
れ
の
者
が
ダ
イ
バ
ー
を
や
る

の
は
珍
ら
し
い
ん
で
す
よ
。

堀
之
内
の
、
私
ら
の
す
下
島
は
戸
数
在
し
．
Ｐ
で
し
た
か
。
当
時
は

九
分
九
厘
農
家
で
、
粁
小
作
人
だ
っ
た
。

私
の
家
も
、
そ
れ
こ
そ
〝
士
の
一
合
。
ｂ
持
っ
て
い
な
い
。
ル
首
は

そ
う
い
う
人
が
多
か
っ
た
。
幾
家
な
ん
て
い
っ
て
も
．
実
際
に
川
畑

を
持
っ
て
い
る
人
が
何
人
い
ま
し
た
か
。
ほ
と
ん
ど
が
小
作
人
で
す
ら

今
、
考
え
る
と
、
村
全
体
が
み
じ
め
な
ｂ
人
で
し
た
。
第
一
、
服

装
が
ま
る
っ
き
り
違
う
。
今
の
服
装
な
・
り
肯
た
い
と
か
塞
い
な
ん
て

い
う
二
と
は
、
田
舎
へ
行
っ
て
も
感
じ
ま
せ
ん
が
…
‥
㍉
　
止
す
ほ
み
じ

め
だ
っ
た
。

私
・
り
の
子
供
の
頃
か
・
り
戦
前
ま
で
、
〃
い
た
い
、
次
の
は
小
学
校

を
出
た
ら
、
す
ぐ
東
京
へ
放
り
出
さ
れ
る
し
　
昔
は
、
高
等
小
学
校
へ

石
く
人
間
だ
っ
て
何
人
も
い
な
い
ん
だ
か
ら
ｌ
‥
家
を
挙
げ
て
出
て

行
く
人
も
多
か
っ
た
で
す
。

東
京
に
出
て
何
を
す
る
か
っ
て
い
う
と
、
ｒ
に
職
は
な
い
か
・
り
、

越
後
の
人
間
は
、
ほ
と
ん
ど
豆
幡
屋
で
し
ナ
つ
。
そ
の
か
わ
り
、
良

面
目
に
骨
を
折
る
の
を
苦
に
し
な
い
か
・
㌧
　
缶
を
残
甘
ん
で
す
も
み

ん
な
、
缶
を
残
し
て
悠
々
た
る
も
み
で
す
。
だ
け
ど
、
世
間
的
に
如

学
木
嶋
鳥
と
紀
州
人
ダ
イ
バ
ー

木
曜
烏
は
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
虫
と
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
北
岸
の
ヨ
ー
ク
岬
半
島
に

は
さ
ま
れ
た
ト
レ
ス
海
産
の
な
か
の
小

串
．
長
さ
は
二
・
四
キ
ロ
、
幅
は
「

六
キ
ロ
し
か
な
い
．

こ
こ
ｌ
二
一
八
六
〇
年
代
嚢
蛛
貝
漁

業
が
起
こ
り
．
巨
祢
人
ダ
ィ
．
ハ
ー
が
多

彩
簸
ま
つ
一
∴
　
｛
溝
鼠
で
最
期
の
日
本

人
ダ
イ
ド
ー
年
該
鳴
県
入
野
波
小
次

郎
て
杢
ノ
た
　
六
七
五
豊
の
噴
蛤
七

豊
の
こ
こ
で
を
勺
。
楓
は
ト
レ
ス
鴇

螺
盲
　
も
つ
い
㌻
㌧
肴
≠
た
ダ
イ
げ
1

と
の
菅
と
っ
た
。
晩
ｌ
こ
組
ご
昌

本
人
タ
く
バ
ー
も
各
珠
取
に
雷

電
成
鰯
を
布
し
た
の
で
、
螺
貝
貴
名
か

白
本
人
ダ
イ
ハ
ー
を
雇
う
ナ
十
の
、
．
匝
息

に
来
る
よ
う
に
な
っ
Ｌ
一

－
八
九
三
年
額
聖
革
へ
告
に

は
、
木
岨
島
の
日
本
人
は
三
哩
九
人
に
＝

達
し
て
い
た
▼
”
二
㌢
∵
′
◆
尾
州
出
番

ダ
ィ
。
↑
が
も
っ
と
も
為
～
ｌ
五
呼
人

を
占
め
て
い
た
1

中
林
さ
ん
か
、
サ
ト
ン
島
長
㌢
た

一

九

三

〇

年

憑

莱

響

翠

墜

日

本

人
妻
±
∴
を
準
え
て
い
た
　
し
か

し
　
」
本
人
ダ
イ
バ
ー
Ｊ
Ｌ
ち
の
滝
超
は
、

反
面
、
多
′
＼
の
禄
埼
考
を
出
す
こ
と
に

も
な
っ
た
一

！6



者
度
の
あ
る
人
は
出
な
い
。

そ
れ
で
∵
「
供
の
頃
は
堀
之
内
で
す
ご
し
ま
し
た
が
、
私
は
魚
野

川
で
育
っ
た
よ
う
な
し
ん
で
す
「
魚
野
川
は
水
量
が
蝉
ｌ
か
ち
八
二
了

福
島
県
境
や
上
越
国
境
か
ら
大
尽
の
繋
ど
け
水
が
流
れ
て
′
、
る
・
∵
、

す
。
私
の
村
の
近
く
で
信
漉
用
に
ム
＝
淀
す
る
ん
で
す
一
㌍
　
信
濃
叫
・
二

魚
野
川
で
は
ま
る
っ
き
り
水
の
色
が
違
う
。
信
濃
明
り
‡
㌻
ノ
黄
色

魚
野
川
は
ま
っ
青
。
そ
れ
ぐ
ら
い
き
れ
い
左
上
∵
．
ノ
一
．
7
∴
か
存

缶
で
、
魚
沼
の
ア
ユ
っ
て
い
っ
ト
∵
　
人
妻
有
シ
〓
て
∵
∴

だ
か
ら
、
泳
ぎ
の
方
は
カ
ッ
パ
て
丁
し
い
．
∴
∴
世
事
∴
里
は
∵
丁
へ
曲
り

ま
し
た
か
な
。
・
Ｌ
Ｈ
は
、
人
命
敗
助
だ
万
言
∵
∴
っ
て
表
彰
さ
れ
る
時

代
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
よ
。
川
合
だ
し
、
そ
人
だ
二
．
こ
公
に
す
る
・
＝
、

ぼ
ろ
く
そ
で
す
よ
。
お
前
が
危
左
い
川
近
川
∴
ｌ
－
連
れ
て
Ｈ
ノ
、
か
・
ｒ
Ｊ
Ｈ
Ｌ

…
…
、
死
ん
だ
ら
ど
う
す
る
、
て
わ

そ
の
頃
か
ら
私
は
ガ
キ
人
情
で
、
川
手
3
自
然
。
皆
の
二
レ
予
か

ら
薙
蚕
が
盛
ん
で
し
た
が
、
そ
ん
な
「
催
い
Ｈ
や
ら
人
で
、
山
や
用

ば
か
り
飛
ん
で
ル
い
て
た
・
」
ｌ
人
で
十
一
そ
の
叫
鍛
え
た
の
が
今
の
妙

味
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
わ
け
で
、
私
は
学
業
は
劣
耳
だ
リ

ビ
品
行
〃
正
た
っ
た
ん
て
†
キ

五
年
ば
か
り
糾
、
田
舎
へ
行
っ
て
、
仇
州
釣
り
に
出
た
ら
、
∴
Ｊ
供
が

且
、
夫
人
つ
い
て
米
た
。
危
い
レ
点
っ
た
か
ら
「
俺
よ
り
川
下
工
げ

っ
た
ら
い
か
ん
そ
、
俺
よ
り
川
上
で
遊
ん
で
ろ
よ
し
レ
「
－
川
ト
∴
ふ

ん
で
流
さ
れ
子
言
、
売
れ
が
急
だ
か
ら
、
こ
っ
ち
が
追
い
か
左
さ

で
す
供
殺
し
ち
ゃ
う
さ
私
は
非
克
己
摘
心
深
い
っ
て
い
う
か
、
削
小

瀧
ノ
＼
育
ち
ま
し
た
。

自
然
と
り
ん
示
し
て
遊
ん
で
た
ら
人
で
す
有
り
、
・
り
、
両
で
も
川
で
も

怖
し
い
わ
け
で
す
よ
。
∵
掴
Ｈ
‥
削
っ
て
ノ
、
る
ん
で
す
が
、
川
へ
〓

「
た
り
、
川
へ
行
っ
た
り
、
用
は
魚
釣
り
、
血
…
へ
付
く
と
什
先
な
ん

か
・
ン
ヨ
ウ
∴
／
つ
り
バ
カ
∵
と
か
カ
タ
ク
リ
と
か
野
性
の
花
が
、
ず
ー

っ
と
．
面
に
咲
い
て
、
尖
に
き
れ
い
な
Ｊ
Ｊ
人
で
」
。

人
証
十
隼
ｌ
こ
日
、
小
学
校
を
出
る
と
同
時
に
、
そ
の
川
否
乍
出
た

し
た
。
名
古
星
に
、
（
家
を
挙
げ
て
行
っ
十
′
ハ
ナ
川
小
＝
二
㌢
ノ
バ

ぺ
て
い
け
な
か
ら
∴
十
九
で
寸
∴
㌢
な
せ
名
古
屋
∴
し
み
し
一
∵
リ
・
二
、
信

・
リ
よ
り
先
に
身
内
の
人
が
㌫
古
屋
に
出
て
い
た
か
∴
∴
り
「
小
を
柚
ら

て
行
っ
た
人
で
司

家
目
先
ｍ
代
々
、
Ｈ
姓
の
方
は
や
ら
ん
け
れ
ど
も
、
十
木
と
い
う
か
、

墟
築
の
け
で
す
。
父
親
Ｈ
小
規
模
に
ｔ
木
、
構
築
の
講
ｎ
い
を
や
っ

て
い
た
。
川
舎
の
・
∵
と
で
す
か
、
り
、
道
を
最
っ
た
り
、
樋
帰
も
や
っ

た
り
、
あ
れ
こ
れ
で
す
よ
い

そ
の
時
代
か
ら
、
丸
京
に
も
出
騒
ぎ
に
行
っ
た
し
、
揚
沢
を
也
え

て
心
力
へ
出
て
・
利
根
川
の
処
を
準
え
て
仕
事
を
Ｌ
に
行
っ
て
い
た

と
い
う
‖
六
日
で
リ
。
父
親
は
だ
れ
か
に
使
わ
れ
た
人
∵
し
ゃ
左
／
＼
〓

・
分
が
親
・
分
で
Ｌ
′

・
－
0

私
の
お
じ
い
さ
ん
の
親
は
、
敷
板
こ
し
い
て
↓
よ
。
ま
あ
獣
娠
レ
し

い
っ
て
し
、
学
校
を
出
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
・
リ
、
ろ
く
な
も
ん
じ

プトン島に残る要塞跡よりの

ＹｌＪバルク海嫉．，海楓の向こ

うの鳥はムナ島

（写其方福井洋介）
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い
な
い
で
Ｌ
チ
つ
り
ど
。
輝
喩
で
す
餐

私
は
㌫
古
屋
で
は
組
物
丁
場
に
半
年
ぐ
ら
い
勤
め
よ
し
た
。
今
そ

の
1
Ｌ
城
は
あ
り
よ
せ
ん
。
当
時
は
、
野
女
峰
と
か
紡
績
丁
場
と
か
が
埴

い
か
な
時
代
で
、
そ
う
い
う
所
へ
、
私
も
人
の
1
1
ｔ
「
詔
で
．
仕
っ
た
九
で

ｌ
Ｉ
り
ど
、
あ
謙
り
面
白
く
な
い
も
の
で
す
か
、
リ
、
や
ｕ
り
自
分
の
身

に
ひ
と
つ
職
を
つ
り
た
方
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
仕
上
所
己
移

り
よ
し
た
。

鉄
「
所
で
は
旋
盤
－
・
し
を
や
ノ
て
ま
し
た
。
紡
最
の
機
接
と
か
、
も
う

そ
れ
は
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
作
り
ま
し
た
、
．
こ
こ
に
は
年
季
奉
公
で

1
二
年
ぐ
・
り
い
い
末
Ｌ
ト
′
ｌ

耳
硯
は
天
元
十
一
年
、
㌫
ハ
星
を
は
、
つ
？
て
吏
京
予
出
夫
し
た
、
．

お
∴
∵
＼
ろ
も
丑
年
、
吏
京
へ
．
1
ｊ
き
ま
し
た
一
．
ち
ょ
、
「
ビ
㌫
災
の
年
の

秋
で
す
。
私
が
東
京
に
出
上
の
は
昭
和
川
牛
で
づ
ら
　
そ
し
て
ト
カ
日
日

は
か
り
、
や
は
り
鉄
ｔ
所
た
こ
勤
め
ま
し
た
。

●
セ
レ
ペ
ス
島
マ
カ
ツ
サ
ル
の
町
●

マ
カ
ツ
サ
ル
の
わ
象
は
二
重
重
こ
れ
が
南
洋
だ
な
と
思
い
壬
ｒ
と
弓

ヤ
シ
の
木
が
あ
っ
て
ね
。
き
れ
い
な
町
で
ね
、
日
本
人
の
小
売
店
も
あ
り
き
し
た
…
…

ｉ～廟か甘＿’惣
Ｉ、ｎユｌ

枚
が
三
菱
に
入
っ
た
い
き
さ
つ
が
面
目
い
ん
て
す
。

う
ち
の
現
と
い
う
の
は
、
帽
合
を
出
て
ず
っ
レ
、
也
後
年
で
、
と
う

ｌ
′
＝
つ
東
京
弁
を
使
わ
ず
に
死
に
ま
し
た
ハ
と
く
に
お
ふ
／
、
ろ
な
ん
て

け
ど
い
も
ん
で
、
川
ｒ
が
わ
か
ろ
う
が
わ
か
る
ま
い
が
キ
え
た
ら
の

Ｃ
左
い
人
で
す
．
－

二
の
父
親
が
．
奥
㍑
（
華
山
谷
〓
」
有
壇
を
ち
ょ
っ
と
崎
む
仕
事
を

し
た
ん
で
す
が
、
こ
の
五
両
の
家
に
住
ん
で
い
た
の
が
二
炎
の
砕
郁

な
ん
で
す
。
そ
れ
で
知
り
人
．
1
い
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

∴
菱
の
幹
部
の
人
は
、
親
が
あ
あ
い
う
税
だ
か
・
リ
、
さ
ぞ
か
し
ナ

仇
も
親
に
机
「
言
し
い
子
供
だ
ろ
う
と
、
考
え
た
ん
で
し
ょ
う
し
こ

／
ｌ
な
い
き
さ
っ
て
い
盲
に
入
り
＝
ま
し
た
。
三
笹
に
は
ｔ
へ
ろ
前
か
ら
、

ダ
イ
バ
ー
と
し
て
措
る
三
と
は
決
ま
っ
て
よ
し
た
。

こ
の
潜
る
と
い
う
の
は
、
な
か
な
か
性
し
い
人
で
す
。
水
圧
が
あ

る
か
ら
、
耳
や
砧
の
悪
い
人
は
潜
れ
ま
せ
ん
。
昭
抑
の
初
め
頃
は
、

そ
の
適
格
性
を
調
べ
る
方
法
が
な
か
っ
た
。
た
か
、
り
、
金
持
が
日
本

か
う
摺
る
た
め
に
雇
っ
た
Ｌ
Ｈ
、
私
十
二
八
日
ぐ
ら
い
で
し
た
ね
。

あ
と
は
、
み
ん
な
現
地
雇
い
で
Ｌ
ト
ｌ

そ
れ
で
、
ど
の
よ
う
に
し
：
、
・
蝿
悟
か
ど
う
か
を
調
べ
る
か
と
い

う
と
、
隅
相
川
の
水
代
隼
二
間
侭
か
あ
る
ん
で
す
。
こ
の
棺
は
日
本

で
初
め
て
で
き
た
潜
函
方
式
に
卜
♪
る
悟
て
、
析
桁
の
小
に
空
気
で
駈

力
を
か
け
て
水
の
浸
入
を
防
ぎ
左
が
・
、
亡
ん
だ
ん
ト
へ
握
っ
て
油

／
＼
ん
で
す
。
こ
の
工
事
で
、
医
学
方
面
を
徽
当
し
た
の
が
東
大
の
良

鍋
っ
て
い
う
医
者
な
ん
て
千

二
の
医
者
レ
．
）
初
め
に
誰
を
し
王
女
姉
読
強
場
長
の
藤
国
さ
ん
が
友

達
で
、
そ
の
間
係
で
潮
ぺ
て
も
ら
っ
た
人
で
す
。
果
た
し
て
＝
い
万

法
で
あ
っ
た
か
γ
∵
つ
か
、
軌
は
半
肩
じ
ゃ
を
い
か
・
り
よ
ノ
、
わ
か
ら
な

い
が
、
だ
け
と
、
ま
あ
、
お
か
げ
で
ダ
イ
バ
ー
を
八
年
や
り
沫
し
た

か
・
リ
．
地
相
だ
ご
」
ん
て
ｌ
Ｌ
ト
か
う
．
Ｕ

当
時
は
、
即
に
は
失
裟
者
が
あ
ふ
れ
て
い
た
時
代
で
し
た
か
ら
、

親
父
も
“
昔
び
ま
し
た
。
あ
の
会
社
は
紛
糾
が
い
い
で
す
か
・
り
ね
。

Ｊ叫骨「『ヲ艶．1
Ⅱわ＝ニ軸′－Ｆ、ｋ

ｌ

ＪＪ．．亡・1き・、’こ．

プトン島パウパウの港。遠浅の海

は地曳絹の良い漁場でもある

（写真＝福音洋介）
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三
菱
に
は
昭
和
五
年
八
月
に
入
社
し
て
、
九
月
に
は
も
う
プ
ト
、
／

へ
出
発
し
ま
し
た
。
神
戸
か
ら
南
洋
郵
船
の
チ
ェ
リ
ボ
ン
九
に
乗
船

し
ま
し
た
。

‘

向
こ
う
の
港
（
マ
カ
ッ
サ
ル
）
　
に
入
れ
ば
、
日
本
旅
館
と
日
本
語

で
書
い
た
腕
章
を
し
た
人
が
い
る
か
ら
、
こ
れ
が
俺
の
荷
物
だ
か
ら

っ
て
や
れ
ば
、
世
話
を
し
て
く
れ
る
か
ら
と
。
そ
の
頃
だ
か
ら
、
荊
物

持
っ
て
辿
げ
る
悪
い
ヤ
ツ
は
い
ま
せ
ん
か
ら
ね
。
そ
れ
は
中
和
な
も

ん
で
す
。

当
時
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ
行
く
船
会
社
は
、
日
本
郵
船
、
大
阪
商

船
、
南
洋
郵
船
、
石
原
海
運
の
出
社
が
あ
っ
た
。
も
う
ひ
と
つ
オ
ラ

ン
タ
の
船
会
丑
で
、
ジ
ャ
ワ
・
チ
ャ
イ
ナ
∴
ン
ヤ
パ
ン
っ
て
い
う
の

が
あ
る
ん
で
す
。
＝
本
郵
船
は
横
浜
か
ら
血
て
、
汗
ラ
オ
あ
た
り
を

回
っ
て
イ
ン
ド
テ
ン
ア
ヘ
行
ノ
＼
。
南
洋
郵
船
は
マ
カ
ツ
サ
ル
血
行
で

す
。
拝
は
、
血
行
す
る
ほ
ど
運
ぶ
物
が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。

神
戸
か
・
り
マ
カ
ツ
サ
ル
ま
で
十
四
日
か
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
石

原
海
運
の
新
し
い
船
だ
と
十
日
か
な
。
当
時
は
帆
と
潮
の
腺
合
が
よ

く
な
く
ち
ゃ
走
ら
ん
で
す
よ
。

細
は
、
だ
い
た
い
八
千
ト
ン
か
七
千
ト
ン
。
俵
物
棺
だ
か
ら
承
客

は
少
な
い
。
後
甲
板
の
下
、
纏
の
上
が
墟
い
て
い
る
場
所
で
．
こ
の

あ
た
り
言
甲
骨
都
度
に
し
て
皐
し
た
恥
産
あ
、
人
を
乗
せ
て
と
い
う

時
代
巨
Ｌ
ｒ
ｌ
な
い
か
ら
．
り
っ
ぱ
な
船
を
造
っ
て
も
し
⊥
‥
「
が
な
い
。

三
菱
か
、
り
は
私
一
人
で
行
き
ま
し
た
。
一
緒
の
客
は
二
巨
人
か
ら

一
山
十
人
い
た
し
た
か
ね
。
そ
の
人
た
ち
は
　
向
こ
う
で
お
店
を
開
い

て
い
ま
し
た
ハ
　
小
売
店
が
割
合
あ
っ
た
ん
で
す
。
マ
カ
ッ
サ
ル
で
降

り
た
の
は
私
ひ
と
り
で
す
。
あ
と
は
み
ん
な
バ
グ
ヴ
ィ
ア
　
（
ジ
ャ
カ

ル
タ
Ｌ
　
に
〓
さ
ま
し
た
。

∵
力
∴
ノ
り
ル
と
い
、
頂
か
セ
レ
ペ
久
に
は
、
日
本
人
ｕ
あ
ま
り
は
ん

ｔ

で
い
な
か
っ
た
ん
で
リ
。
日
本
人
の
小
売
情
が
少
し
あ
り
ま
し
た
が
、

何
と
い
っ
Ｃ
ｂ
、
日
本
人
の
小
売
値
、
維
持
血
が
多
か
っ
た
の
は
ジ

ヤ
リ
で
す
ー

∵
カ
∴
′
サ
ル
の
町
で
、
日
本
人
は
∴
十
人
で
・
り
い
じ
ゃ
な
い
で
し

1

－

一

1

∴

　

Ｉ

チ
リ
か
。
沖
細
の
糸
満
の
人
が
魚
を
鈍
っ
て
ま
し
た
が
、
あ
と
は
お

砧
の
人
で
す
よ
。
小
売
砧
は
こ
ぎ
れ
い
な
店
で
し
た
。
ま
あ
、
中
里

石
目
情
、
あ
り
と
あ
う
抽
る
物
を
亮
三
て
よ
し
た
。

日
本
人
の
〓
転
車
Ｈ
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
紀
州
の
人
な
ん
で

す
ね
。
白
症
着
言
3
－
ク
が
ギ
ヤ
Ｍ
Ｉ
　
ミ
ヤ
夕
で
す
ゥ
　
ミ
ヤ
タ
の
〓

転
車
三
ム
＝
の
仙
没
が
ィ
ギ
リ
ス
の
ハ
〓
転
小
二
＝
・
こ
同
じ
な
ん
で
す
ぐ

※
マ
カ
ッ
サ
ル

マ
カ
ッ
サ
ル
は
オ
ラ
ン
ダ
の
植
民
地

時
代
の
市
名
・
現
在
の
ウ
ジ
ュ
ン
パ
ン

ダ
ン
市
▼
植
民
地
時
代
に
あ
っ
て
は
、

モ
ル
ツ
カ
諸
島
を
含
む
東
部
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
地
域
を
押
え
る
背
徳
の
地
だ
っ
た
。

オ
ラ
ン
ダ
の
要
塞
、
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
城

が
港
近
く
に
建
て
ら
れ
て
い
た
。
モ
ル

ツ
カ
痛
罵
の
物
資
は
、
ほ
と
ん
ど
こ
の

マ
乃
ツ
サ
ル
に
集
め
ら
れ
、
海
外
に
送

ら
れ
た
。
こ
れ
は
現
在
も
変
わ
っ
て
い

な
い
し戦

前
の
マ
カ
ツ
∴
ゾ
ル
の
人
口
は
、
約

八
万
五
千
人
ほ
ど
。
現
在
の
人
口
は
、

百
万
人
近
く
に
膨
れ
寸
が
っ
て
い
る
ｎ
．

楽
日
本
人
の
小
売
店

一
九
三
〇
年
代
の
ノ
カ
ツ
サ
ル
に
は

三
十
教
師
の
ヨ
本
人
け
常
の
商
店
が
あ

っ
た
じ
　
こ
の
中
に
は
紀
州
出
身
者
に
よ

る
自
転
重
商
九
軒
が
含
ま
れ
て
い
た
。

瀬
沖
縄
の
糸
満
漁
師

素
潜
り
で
の
採
貝
漁
や
追
込
漁
を
指

貫
と
し
た
沖
縄
本
島
両
部
の
糸
満
漁
民
．
．

戦
前
に
は
漁
場
を
求
め
て
広
く
海
外
に

ま
で
漁
に
出
掛
け
た
の
で
知
ら
れ
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ
は
人
止
初
期
頃
か
ら

バ
グ
ヴ
ィ
ア
で
二
、
三
組
の
追
込
漁
の

五
体
が
漁
を
行
な
っ
て
い
た
が
、
マ
カ

ッ
サ
ル
へ
は
大
正
十
三
年
、
金
城
亀
一

ら
が
採
貝
漁
に
出
掛
け
た
の
が
最
初
。

ｌｌ



当
時
そ
れ
／
＼
ら
い
日
本
の
箆
上
告
∵
「
㌃
′
∵
つ
、
悪
か
ろ

う
の
叫
代
で
寸
王

マ
〃
ツ
サ
ル
の
印
象
は
、
ま
あ
、
＝
山
が
南
洋
だ
な
あ
と
思
い
ま

し
た
“
ヤ
シ
の
木
が
あ
っ
て
言
∵
　
ｌ
Ｙ
わ
ん
サ
ル
の
町
全
体
は
き
れ
い

で
マ
リ
　
そ
れ
は
．
ィ
ラ
ン
グ
人
が
自
・
分
で
住
ん
で
い
る
所
だ
か
ら
、

明
の
な
か
を
歩
ノ
＼
レ
＼
　
道
路
は
広
く
て
、
電
信
柱
は
街
路
樹
よ
り
低

い
。
道
路
か
ら
寝
癖
へ
は
、
ち
ょ
っ
と
鉦
胤
が
あ
っ
て
、
や
っ
ぱ
り

‖
分
・
り
の
住
み
Ａ
ｌ
、
よ
う
に
作
っ
て
い
る
。
オ
ラ
ン
ダ
人
は
マ
カ
ツ

り
ル
Ｈ
州
当
い
よ
し
た
。

私
が
泊
ま
っ
た
日
本
旅
館
は
、
マ
カ
ッ
サ
ル
の
榊
静
な
は
宅
地
に

あ
り
ま
し
た
。
8
本
人
臭
蘭
が
や
っ
て
ま
し
た
が
∴
小
出
人
の
址
物

を
借
り
て
い
た
よ
う
で
す
。
プ
ト
ン
・
晶
へ
の
船
攣
り
て
、
こ
こ
に
十

田
ほ
ど
泊
ま
り
ま
し
た
か
駕
間
鴻
毛
は
私
の
ほ
か
に
い
ハ
∵
か
∴
ノ
ト

よ
う
に
思
い
ま
す
。
一
一
日
の
柄
‥
〓
代
は
六
円
だ
か
、
・
Ｈ
Ｌ
Ｈ
Ｌ
ｌ
鈍
だ

か
て
、
そ
ん
な
に
理
く
稚
か
っ
た
で
す
上

去
還
訂
で
き
な
い
し
、
右
も
毅
も
わ
か
り
豆
ん
。
だ
か
ら
マ
郊

ヅ
サ
ル
の
日
本
人
食
の
食
塩
ｌ
‡
逸
れ
・
景
て
、
殿
坤
ｌ
こ
行
っ
て
聴
畝

を
押
し
た
り
㍉
　
ひ
と
り
で
旅
館
の
近
辺
を
歓
心
し
た
り
で
し
た
。

ヰ

話
し
は
変
わ
り
ま
す
が
、
昔
は
わ
ラ
ユ
キ
さ
ん
が
多
か
っ
た
。

私
・
り
目
口
本
に
吊
っ
て
か
ら
カ
う
ユ
ヰ
さ
ん
っ
て
聞
い
た
が
、
向

こ
う
じ
ゃ
カ
ラ
ユ
キ
さ
ん
て
い
わ
な
か
っ
た
で
す
よ
。
娘
「
年
、
そ

の
頃
、
そ
う
い
っ
て
ま
し
た

私
が
？
わ
ッ
サ
ル
に
行
っ
∴
鳴
け
．
そ
の
故
は
減
っ
て
ま
し
た
。

つ
ま
り
第
一
次
大
戦
で
日
本
が
略
っ
て
、
破
格
州
が
人
身
先
頃
な
ん

て
や
っ
て
る
の
は
も
っ
て
の
ほ
か
し
言
う
こ
と
で
、
オ
ラ
ン
ダ
か
・
り

時
事
止
へ
り
が
出
た
わ
け
で
す
。
そ
こ
二
、
㌔
時
い
上
人
は
結
姉
す
る
か
、

そ
う
で
な
け
れ
ｌ
ぱ
日
本
に
帰
る
と
‥
‥
‥

そ
れ
で
、
そ
う
い
う
せ
が
沢
山
い
た
の
が
、
多
ノ
＼
は
結
輸
し
た
わ

け
で
寸
。
Ｌ
、
八
割
は
日
本
人
レ
一
結
婚
し
た
で
し
よ
う
。
残
可
仕
中

国
人
と
も
綺
噂
し
た
し
、
原
像
民
と
も
痛
葡
し
匪
ん
ど
や
な
り
で
し

濾
う
彗
だ
か
ら
マ
カ
ブ
サ
ル
に
ほ
、
娘
子
軍
で
商
売
し
て
い
る
人

は
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

私
が
行
っ
た
ｌ
時
に
二
は
一
ヲ
つ
、
そ
う
い
う
、
小
う
に
励
ま
っ
て
い
ま
し

た
・
．
日
本
人
レ
ー
結
婚
し
た
人
を
、
川
、
五
人
知
っ
て
い
ま
す
．
み
ん

な
い
い
人
で
す
よ
。
そ
り
ゃ
∴
山
古
労
し
て
∴
∵
ま
す
か
ら
。
出
身
は
天

草
や
島
原
で
ル
き
つ
ｅ
当
時
、
天
草
や
高
雇
が
い
か
に
貧
し
か
っ
た

か
と
い
う
こ
と
で
す
っ

蝋
カ
ラ
ユ
キ
さ
ん
の
減
少

巾
林
さ
ん
は
、
第
一
次
大
戦
以
強
に

カ
ラ
ユ
キ
さ
ん
の
票
止
零
が
オ
ラ
ン
ダ

期
か
ら
止
さ
れ
た
と
語
ら
れ
て
い
る
が
、

カ
ラ
ユ
キ
さ
′
凡
の
減
少
は
も
う
少
し
率

い
靖
顆
か
ら
指
ま
っ
て
い
る
Ｔ

Ｈ
謂
鵜
争
に
輪
〕
た
Ｐ
本
は
．
「
二
享

官
賢
し
　
の
嶋
丘
を
憎
博
し
た
．
革
彗

そ
れ
」
乱
し
左
脆
る
諾
い
が
、
巨
木
に

要
求
さ
れ
る
　
一
れ
∩
∵
∵
鞍
、
「
∵
瓜
Ｈ

竺
フ
ン
タ
と
領
事
蟹
条
約
を
昭
結
し
て

カ
ラ
ユ
キ
さ
ん
の
廃
止
を
れ
ち
出
し
た

し
か
し
、
笑
打
を
結
べ
は
、
寸
ぐ
に

リ
ラ
ュ
キ
才
人
の
鴫
嘉
が
す
わ
る
わ
り
‥

で
は
な
か
っ
た
　
そ
れ
は
、
ぼ
女
た
ち

の
良
寛
と
努
力
し
よ
る
も
の
だ
っ
た
Ｊ

12

20

堤
モ
ル
ツ
カ
諸
島

モ
ル
ソ
刀
頭
革
蝮
　
ス
ラ
ウ
ェ
シ
鳶

八
七
レ
ベ
ス
島
）
　
と
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の

尚
の
パ
ン
ダ
属
に
点
せ
す
る
島
々
を
い

う
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
譜
で
は
マ
ル
ク
詰

▼
巳
と
ヰ
ば
れ
て
い
る
　
パ
ル
マ
ン
＼
ラ

烏
、
セ
ラ
ム
弓
、
フ
ル
鳥
な
ど
が
あ
る
Ｖ



で
も
、
ド
ポ
に
は
ま
だ
沢
山
い
た
ン
一
い
う
こ
・
／
二
、
7
一
モ
〓
∵
ツ
ヤ

°諸
島
で
は
ド
ポ
だ
け
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
け
ど
、
あ
と
は
た
か
が
知

れ
て
ま
す
。

カ
ラ
ユ
キ
さ
ん
は
大
患
、
島
原
。
男
は
紀
州
と
決
ま
っ
て
．
二

．
∴

紀
州
は
潮
岬
付
近
。
海
岸
ま
で
山
で
、
何
も
で
き
な
い
所
て
丁
．
潮

岬
な
ん
て
、
今
で
こ
そ
機
械
化
さ
れ
た
漁
業
が
盛
ん
で
す
が
、
骨
は

海
外
出
左
き
す
な
・
㌧
ん
　
卍
∴
が
、
次
の
は
誰
で
も
小
学
校
を
出
た

・
つ
、
東
京
へ
放
り
出
さ
れ
る
の
と
同
じ
。

紀
州
の
人
は
海
岸
で
も
ま
れ
て
い
る
か
ら
、
大
阪
へ
出
て
も
面
白

／
＼
も
な
い
。
も
っ
と
志
が
人
き
い
で
す
よ
。
海
外
に
出
よ
う
っ
て
い

う
ん
で
す
か
ら
。
私
ら
の
間
合
な
ん
か
は
、
外
国
へ
行
く
な
ど
は
も

っ
て
の
ほ
か
で
、
東
京
が
せ
い
ぜ
い
り

モ
ル
ツ
カ
諸
島
は
香
料
諸
島
と
も
呼

ば
れ
る
ほ
ど
．
香
料
の
チ
ョ
ウ
ジ
　
（
丁

字
）
、
二
ク
ズ
ク
（
肉
芸
莞
）
）
の
産
地
と

し
て
有
名
Ｊ
 
Ｔ
ｔ
憎
紀
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、

オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
は
こ
の
帯
料
の

独
占
を
め
ぐ
っ
て
激
し
く
対
立
し
た
。

し
か
し
十
七
世
紀
後
半
に
は
オ
ラ
ン
ダ

の
支
配
権
が
確
立
し
た
。

●
養
殖
場
の
伸
間
た
ち
①
●

養
殖
場
に
日
本
人
は
多
い
時
で
十
八
人
い
き
し
た
。
現
地
の
鰻
と
紘
笹
し
て
い
る

紀
州
の
人
も
い
た
し
、
マ
ヤ
と
い
う
原
住
民
の
ダ
イ
バ
ー
も
い
ま
し
た
ね

養
殖
場
の
あ
る
プ
ト
ン
烏
は
、
マ
カ
ッ
サ
ル
か
・
ｌ
Ｊ
オ
ラ
ン
ダ
の
船

で
一
昼
夜
。
1
．
一
遍
間
に
一
度
、
便
が
あ
り
ま
す
。
プ
ト
ン
に
は
十
月

に
着
き
ま
し
た
。

私
が
行
っ
た
当
時
、
プ
ト
ン
の
入
日
は
二
九
三
〇
年
の
国
勢
調
査

で
は
十
二
万
か
十
三
万
ぐ
ら
い
で
す
よ
。
Ｈ
本
の
一
県
ぶ
ん
ぐ
ら
い

の
大
き
な
烏
な
の
に
。
対
岸
の
ム
ナ
鳥
は
プ
ト
ン
よ
り
も
少
し
小
さ

か
っ
た
で
す
が
。

プ
ト
ン
の
首
都
パ
ウ
バ
ウ
ほ
、
セ
レ
ペ
ス
畠
南
東
部
か
ら
島
映
部

の
中
心
地
だ
っ
た
ん
で
す
。
こ
れ
ら
地
域
一
骨
を
治
め
る
一
番
怖
い

オ
ラ
ン
ダ
人
が
い
た
の
が
バ
ウ
バ
ウ
で
す
。
原
住
民
は
こ
の
オ
ラ
ン

ダ
人
を
ト
ウ
ア
ン
・
ア
イ
ル
と
呼
ん
で
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
埋
事

γ
ン官

も
い
ま
し
た
。
そ
の
Ｆ
に
ラ
バ
　
（
ム
ナ
島
）
　
と
ケ
ン
ダ
リ
　
（
セ
レ′

′
．
・
，

／
ベ
ス
島
南
東
部
）
、
コ
ラ
カ
　
（
セ
レ
ベ
ス
南
東
部
の
ポ
ネ
湾
側
）
に
副

ツ

．

ノ

．

，

，

′

Ｉ

一

理
事
官
が
い
た
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
バ
ウ
バ
ウ
に
は
、
セ
レ
ベ
ス
鳥

南
東
部
で
は
、
電
気
も
　
爵
位
細
に
つ
き
ま
し
た
し
、
電
話
局
、
無

線
局
も
あ
り
ま
し
た
む

現
れ
は
、
ケ
ン
ダ
リ
が
セ
レ
ベ
ス
畠
南
東
部
の
ｌ
Ｔ
拙
∵
」
左
∴
ノ
γ
い

ま
す
。
と
い
う
の
は
ケ
ン
ダ
リ
に
は
飛
行
機
が
あ
る
か
、
り
わ
。

－

．

′

ヽ

′

パ
ウ
バ
ウ
の
市
場
の
そ
ば
に
南
邸
と
い
う
中
川
人
情
が
あ
り
ま
す
．
，

こ
れ
は
う
ち
の
会
社
の
取
ｌ
Ｊ
－
業
者
で
し
た
。
小
切
下
の
換
金
な
ん
か

も
こ
こ
で
や
っ
て
ま
し
た
。
中
国
人
の
商
人
が
だ
い
ぶ
い
ま
し
た
よ
。

‖
刷
桃
川
や
他
に
も
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
胃
三
た
り
、
カ
ポ
ッ
ク
（
抑
）

を
…
只
っ
た
り
、
ダ
ビ
オ
有
り
　
∵
ヰ
ヤ
サ
バ
澱
粉
㍉
　
な
ど
い
ろ
い
八
で
す
。

前
に
も
出
て
き
ま
し
た
が
、
う
ち
の
星
川
脾
臓
も
パ
サ
ー
ル
近
く

に
倉
庫
を
持
っ
て
ま
し
た
。
彼
は
ヤ
シ
園
も
や
っ
て
た
で
す
よ
。

プ
ト
ン
高
に
は
、
二
つ
ぐ
ら
い
し
か
会
社
、
．
り
し
い
組
織
〓
在
∴
∵
人

だ
。
こ
の
宰
古
的
一
ダ
ン
プ
ー
ナ
一
の
一
番
深
い
と
こ
ろ
に
、
イ
ギ
リ

ス
人
の
腹
囲
が
あ
り
ま
し
た
。
毅
ｌ
割
ｋ
は
普
段
は
ス
ラ
バ
ヤ
に
廿
ん

で
い
て
、
年
に
一
、
∴
回
、
濃
蘭
の
見
剃
り
に
云
て
い
Ｌ
 
ｌ
Ｌ
う
で
す

ね
。
名
前
を
何
と
か
ホ
プ
キ
ン
ス
っ
て
い
う
ん
で
づ
よ
。

私
も
一
度
打
っ
て
み
た
け
ど
、
パ
ィ
ン
が
あ
っ
た
で
勺
よ
。
も
う

パ
イ
ン
が
い
っ
ぱ
い
の
畑
で
、
そ
れ
は
す
は
・
り
し
い
匂
い
が
Ｌ
や
が

プトン鳥パつパウの市

場内のサトウキビ売り

（写臭＝福家洋介）
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ナ

っ
て
ね
え
。

そ
の
人
が
農
民
の
見
廻
り
に
来
て
時
々
滞
在
し
て
い
る
の
で
す
が
、

農
園
の
使
用
人
に
は
、
も
し
農
開
内
を
星
廻
っ
て
留
守
の
間
に
、
オ

ラ
ン
ダ
人
の
役
人
が
来
た
ら
、
事
務
所
に
持
た
し
て
お
け
。
ミ
ス
タ

ー
・
ス
ケ
オ
（
輔
世
）
が
束
た
ら
俺
を
準
え
に
来
い
し
っ
て
ね
、
い

っ
て
た
そ
う
で
す
ね
。
そ
れ
ほ
ど
藤
田
さ
ん
は
紳
十
だ
っ
た
ん
で
す
、

は
い
。
搬
出
さ
ん
は
貴
作
者
と
し
て
、
奥
村
雅
雄
さ
ん
と
一
年
交
代

で
プ
ト
ン
に
い
ま
し
た
。
偉
い
人
は
一
年
ソ
ト
ン
に
い
て
、
煽
る
ん

で
す
。う

ち
の
違
的
場
は
ダ
ン
プ
ー
ナ
に
あ
り
失
し
た
。
金
持
は
農
場
も

や
る
た
め
に
、
非
常
に
広
い
両
積
を
借
り
て
い
た
ん
で
廿
㌔
　
と
こ
ち

が
、
農
場
に
は
過
さ
な
い
石
灰
岩
の
と
こ
ろ
ば
か
り
で
、
借
り
っ
ぱ

な
し
で
税
金
を
納
め
て
い
ま
し
た
。

＿

養
殖
場
に
日
本
人
は
一
番
多
い
と
き
で
卜
八
人
い
ま
し
だ
．
奥
さ

ん
と
子
供
を
入
れ
て
で
す
。
紀
州
の
人
で
現
地
の
女
性
レ
六
ｍ
姉
－
二
、

子
供
が
三
人
も
い
る
人
が
い
た
の
で
す
が
、
こ
の
人
は
病
気
で
、
私

の
行
っ
た
翌
年
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
残
さ
れ
た
子
供
の
う
ち
、
男

の
千
は
紀
州
か
ら
そ
の
人
の
兄
が
来
て
円
本
に
連
れ
て
帰
り
ま
し
た

が
、
女
の
子
は
奥
さ
人
に
残
し
ま
し
た
が
れ
…
…

私
は
島
野
竹
松
さ
ん
の
代
わ
り
に
タ
ィ
バ
ー
と
し
て
来
た
ん
で
丁

が
、
こ
の
島
野
さ
ん
は
会
社
の
連
絡
船
の
船
ｋ
に
な
り
ま
し
た
。
ち

ょ
う
ど
、
連
結
船
の
船
良
が
亡
く
な
り
ま
し
て
、
そ
の
後
釜
に
咤
っ

た
わ
け
で
す
。
そ
し
て
私
が
島
野
さ
ん
の
乗
っ
て
い
た
ダ
イ
バ
ー
ポ

ー
ト
に
乗
っ
て
潜
る
こ
と
に
な
っ
た
人
で
す
。
島
野
さ
ん
は
三
浦
半

島
の
人
で
す
。
連
絡
船
は
養
殖
場
と
バ
ウ
バ
ウ
間
、
養
殖
場
と
ダ
イ

バ
ー
ポ
ー
ト
間
の
連
絡
を
し
ま
す
。
食
料
迎
ん
だ
り
、
採
っ
た
母
Ｈ

を
養
韓
場
は
運
ん
だ
り
。
こ
う
い
っ
た
船
が
∴
隻
あ
り
ま
し
た
。

原
仕
Ｒ
の
ダ
イ
バ
1
も
ポ
人
い
ま
し
た
ね
。
マ
ヤ
っ
て
い
う
努
な

ん
で
す
か
ね
。
プ
ト
・
／
人
で
す
、
マ
ヤ
さ
ん
も
日
本
人
に
満
水
を
教

わ
っ
た
ん
で
す
ぐ
　
そ
れ
は
畠
華
人
ブ
イ
．
バ
ー
が
足
ら
な
い
と
き
は

か
り
で
な
く
、
緩
費
の
開
場
も
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。
日
本
人
撃
つ
と
、

こ
う
い
っ
ち
ゃ
何
で
す
が
、
大
会
私
が
そ
う
？
う
こ
と
す
る
と
、
大

変
な
頼
朝
が
か
か
る
ん
で
す
ハ
一

例
え
ば
、
汽
船
に
来
る
で
し
ょ
う
。
毎
日
、
手
当
が
十
円
で
す
よ
。

柘
に
泊
ま
れ
ば
手
当
が
つ
く
。
舘
甥
は
全
社
持
ち
だ
し
、
原
住
民
の
方

が
そ
り
ゃ
い
い
。
原
は
民
の
ダ
イ
バ
ー
を
雇
っ
た
場
合
、
ボ
ー
ナ
ス

と
か
問
定
給
が
日
本
人
よ
り
少
な
／
＼
て
す
主
　
間
定
給
は
私
が
「
こ
十

円
ぐ
ら
い
だ
か
ら
、
そ
の
半
分
ぐ
、
リ
い
だ
っ
た
か
な
。
だ
が
、
艮
隼

生
楢
で
の
華
過
は
、
日
本
人
ダ
イ
バ
ー
も
原
住
民
ダ
イ
バ
ー
も
同
じ

で
す
。
白
蝶
Ｈ
妄
扱
っ
た
ら
、
ｔ
佃
、
三
十
鈍
の
勧
佃
盆
も
同
じ
で

し
た
。

※
真
珠
養
穣
場
で
働
い
て
い
た
日
本
人

フ
ト
ン
島
の
養
殖
場
で
働
い
て
い
た

人
々
は
以
下
の
と
お
り
．
現
代
試
堆
場

長
は
藤
掛
軸
由
で
あ
っ
た

毎
日
輔
坦
・
小
川
平
三
・
村
松
巌
・
高

田
賀
状
・
青
原
照
清
・
伊
準
悼
「
稗

等
・
石
川
他
車
∴
石
痕
憎
∵
大
串
撼
次
・

種
田
漢
二
・
華
静
・
鈴
木
直
次
・
和
由

弘
・
住
持
太
市
・
島
野
坐
鮫
・
甲
林
茂
・

浜
口
力
夫
・
蝮
軒
文
治
・
広
浜
多
賀
生
・

中
野
合
一
・
舵
云
－
保
∴
條
本
塁
・
坂
井

百
的
・
前
聖
者
次
料
、
し
⊥
　
（
＊
印
は

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
抑
騙
さ
れ
た
人
び

と
）
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マ
ヤ
は
お
と
な
し
い
男
で
す
が
、
ダ
イ
バ
ー
の
結
敬
は
豊
富
「
了
。

イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
す
が
、
漣
は
敗
ん
で
ま
し
た
。
会
社
の
使
用
人
許

薄
に
所
帯
を
持
っ
て
ま
し
た
ぐ
現
住
民
は
イ
ス
一
ツ
ム
教
徒
て
丁
で

そ
れ
で
刑
を
飲
ま
な
い
か
と
い
う
と
、
飲
ゲ
八
㌻
す
。
鵬
東
も
や

り
ま
せ
ん
。
株
を
食
わ
な
い
た
り
で
。
プ
ト
ン
あ
た
り
二
王
一
本
負

に
措
心
し
て
い
ろ
大
は
軌
査
し
て
ま
す
ト
♪
　
だ
け
ど
、
ほ
と
ん
ど
の

プ
ト
ン
人
や
ム
ナ
人
は
、
や
り
ま
せ
ん
弓
劫
、
唯
の
ア
ッ
ラ
ー
∴
′

°

フ
ィ
ー
・
ル
（
祈
り
の
初
め
に
撃
え
る
言
架
一
ｂ
や
り
ま
せ
ん
し
・
小

さ
い
、
三
つ
、
間
つ
の
ト
ト
世
が
ヤ
シ
洒
飲
ん
で
い
る
ん
で
す
か
・
㌦

●
養
殖
場
の
仲
間
た
ち
②
●

養
殖
場
で
働
く
こ
と
は
原
住
民
に
と
っ
て
腫
れ
で
も
何
で
も
な
い
ん
で
す
。

山
に
行
け
ば
食
物
は
何
で
も
あ
る
し
、
桑
辞
し
て
働
か
な
く
て
も
い
い
ん
で
す

蘇
ア
ツ
ラ
ー
・
ア
ク
パ
ル

ー
ア
ツ
ラ
ー
ｔ
は
博
大
な
り
あ
息
味

イ
ス
ラ
ム
寺
院
か
ら
毎
日
競
下
目
∵
勺
コ

1
－
ラ
ン
の
二
即
は
．
㌻
べ
て
ｌ
　
の
ア
リ

ラ
ー
二
ィ
・
ク
ハ
ル
て
指
ま
る

「
∵
Ｉ
ラ
ン
は
、
イ
ス
ラ
ム
神
ｕ
ｌ
二

ｂ
五
厄
の
お
祈
り
を
束
務
つ
．
㌧
′
、
い
る

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
人
口
の
腔
ハ
割
か
′
1

「
ノ
ラ
ム
数
接
で
あ
う

そ
の
当
時
、
プ
ト
ン
の
養
扁
元
言
∵
∵
∴
＝
本
人
一
二
Ｈ
ね
、
演
目
力

夫
さ
ん
夫
婦
と
空
蝉
不
㌍
さ
ん
、
骨
宛
高
子
定
：
、
大
串
梅
次
さ
ん

伊
藤
恒
一
さ
人
、
林
登
さ
ん
、
督
戦
竹
さ
ん
∴
そ
う
そ
う
、
私
よ
り

五
つ
年
下
だ
っ
た
で
す
か
、
有
用
仇
平
上
Ｊ
「
ｆ
Ｌ
た
わ
。
彼
は
作
家

の
石
川
蓬
三
の
鵜
で
す
ヰ
∵
今
て
も
和
は
∴
享
に
は
会
い
ま
す
が
彗

彼
は
プ
ト
ン
で
養
殖
の
方
法
を
覚
え
て
ポ
ー
千
寸
の
ク
リ
オ
に
行
っ

た
ん
だ
。
ク
リ
オ
の
ズ
∵
－
シ
ィ
握
砂
場
に
顛

あ
の
ね
、
㌫
城
酵
さ
ん
、
彼
は
載
後
オ
ー
ス
ト
．
フ
リ
ア
で
∩
敢
〓
小

で
の
真
珠
養
痛
言
成
功
し
た
′
笠
、
す
よ
。
成
功
Ｉ
Ｌ
だ
と
た
ん
ｌ
二
亡
／
＼

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
や
は
り
、
う
ち
の
仲
間
だ
っ
た
ん
で
寸

よ
。
拉
初
に
い
っ
た
よ
う
に
、
ｌ

′
1
喋
貝
で
良
珠
の
養
殖
を
や
っ
だ
の

は
、
そ
も
そ
も
こ
こ
が
世
界
で
初
め
て
。
今
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ミ
・
ノ
ダ

ナ
オ
島
の
サ
ン
ボ
ア
ン
ガ
に
二
し
ろ
、
オ
ー
・
ス
ト
う
り
？
′
に
し
ろ
、
ど

こ
の
養
殖
場
を
始
め
た
人
も
み
ん
な
う
ち
の
養
姉
場
の
末
孫
と
い
っ

て
い
い
で
す
か
∴
∵

骨
原
さ
ん
は
す
和
島
の
出
身
だ
っ
た
か
な
。
彼
ｕ
〓
′
ｌ
虹
貢
の
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
、
柁
入
出
の
技
術
者
、
演
目
さ
ん
や
峰
木
さ
ん
は
、
手
元

九
千
の
仕
事
ん
し
し
て
い
チ
し
だ
串
∵
鞍
入
れ
し
た
Ｈ
姓
日
石
受
日
取

り
、
他
に
入
れ
て
諭
に
入
れ
る
仕
事
で
寸
わ
し
浩
〓
1
人
は
大
小
．

施
米
Ｈ
Ｈ
太
上
で
二
人
で
1
ン
ビ
ぐ
仕
ヰ
し
！
妄
し
ト
∴
誓
オ
ペ
し

ー
リ
ー
か
・
り
、
ど
の
Ｒ
を
ど
う
す
る
と
い
う
拍
▼
小
が
．
あ
る
か
㌧
、
そ

れ
に
従
∵
こ
ね
也
〃
蒜
・
り
浜
口
き
ん
ｑ
養
殖
接
の
ダ
イ
バ
ー
・
だ
け
Ｙ

範
只
を
沖
に
出
て
採
る
の
で
へ
し
早
か
ら
ふ
盈
映
り
左
い
り
浜
口
さ
ん
の

奥
Ｊ
ん
ほ
お
時
下
で
炊
事
…
＝
∵
夫
婦
で
そ
う
い
う
契
釣
で
扉
∴
＝
右

丁
．
仁
、

大
中
さ
ん
は
二
五
重
工
か
・
り
引
つ
り
・
リ
れ
て
き
止
し
た
い
伸
一
物
‥

か
機
械
と
か
の
担
当
し
菅
仕
様
と
い
う
人
で
寸
か
．
工
作
の
旋
盤
Ｌ
ｌ

か
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
工
ン
‥
ン
ン
で
発
寵
し
て
い
仁
し
だ
か
ら
ね
・

、

発
電
能
力
Ｌ
ｋ
Ｗ
の
ヤ
ン
マ
ー
デ
ィ
ー
ゼ
ル
で
、
夕
方
の
八
時
－

五
分
か
う
九
時
ま
で
発
電
機
を
回
し
て
電
燈
を
つ
り
∵
＝
ま
し
生
白

的
り
電
燈
を
つ
け
る
ば
か
り
じ
ゃ
あ
な
く
て
、
ハ
ハ
珠
や
接
を
み
か
ノ
＼

ト
」
の
「
特
殊
な
料
蒜
豊
菩
興
し
ま
す
か
∴
二
㌢
回
し
か
た
が
た
五
時
Ｊ

て
心
気
を
つ
け
る
わ
り
て
す

そ
し
て
．
、
九
時
す
さ
る
と
、
日
動
車
の
人
き
な
浩
．
危
地
が
ｈ
－
∴
〓

ｌラ
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か
り
あ
る
ん
で
、
そ
れ
に
切
り
換
え
て
、
乳
飲
み
子
の
い
る
人
の
家

に
だ
け
電
気
を
つ
け
る
わ
け
で
す
。
あ
と
は
み
な
ラ
、
／
プ
で
す
。

伊
藤
さ
ん
や
林
さ
ん
は
職
‥
Ｈ
と
い
う
か
事
鋳
。
事
務
の
書
類
は
全

部
英
語
な
ん
で
、
彼
ら
は
今
の
一
橋
大
を
出
て
い
ま
す
。
外
田
で
企

業
や
っ
て
ま
す
と
ね
、
外
国
の
役
人
が
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
英

語
で
帳
簿
、
日
誌
を
つ
け
て
お
く
ん
で
す
よ
。
今
日
は
、
貝
を
何
個

手
術
し
た
、
何
個
採
っ
て
何
個
放
し
た
け
ど
何
個
死
ん
だ
、
と
明
細

が
わ
か
る
よ
う
に
。
検
査
さ
れ
て
も
い
い
よ
う
に
ね
。

検
査
は
や
っ
ぱ
り
く
る
で
し
ょ
う
ね
。
私
も
後
に
は
十
ケ
月
間
は

ど
帳
簿
を
つ
け
る
什
事
に
回
っ
て
英
語
を
書
い
て
ま
し
た
か
ね
。
書

く
こ
と
は
書
く
け
ど
、
内
容
は
何
も
わ
か
ら
ん
の
や
。
何
十
神
類
か

の
英
語
を
丸
暗
記
し
と
け
ば
す
む
ん
だ
か
ら
。
セ
レ
ク
ト
・
カ
ル
チ

ャ
ア
・
オ
イ
ス
タ
ー
な
ん
て
ね
ぐ
　
白
蝶
貝
、
あ
れ
で
も
オ
イ
ス
タ
ー

で
す
わ
な
。
パ
ー
ル
・
オ
イ
ス
タ
ー
…
‥
。

浜
口
さ
ん
ら
の
根
術
者
は
当
時
給
料
は
百
円
以
上
に
な
っ
た
で
し

ょ
う
。
そ
の
当
時
の
日
本
の
三
菱
の
課
長
の
給
料
が
甘
二
十
円
ノ
、
ら

い
で
な
い
で
し
ょ
う
か
。
で
も
養
植
場
の
事
務
の
人
は
二
百
円
以
上

も
ら
っ
て
い
た
で
し
ょ
う
ね
。

全
社
が
使
っ
て
い
る
原
住
民
は
、
全
部
で
五
十
人
ぐ
ら
い
で
す
。

彼
ら
は
み
ん
な
固
ま
っ
て
、
そ
う
で
す
ね
、
十
五
か
、
．
り
二
十
戸
ぐ
ら

い
あ
り
ま
し
た
か
な
。
村
が
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、
現
地
の
人
も
移

り
住
ん
で
き
た
の
で
す
。
現
住
罠
が
性
ん
で
、
会
社
の
借
り
て
∵
勺

中
に
地
を
作
ろ
う
と
、
渡
し
て
ど
う
こ
う
言
∵
？
た
ま
せ
ん
。
伎
二
、

い
れ
ば
、
そ
の
人
の
権
利
な
ん
で
す
よ
。
で
も
私
有
権
は
な
い
ん
で
す
。

全
社
で
使
っ
て
い
る
連
中
は
、
享
分
の
．
．
丁
、
ら
い
は
会
社
の
し
上
㌫

晶
で
生
活
し
て
い
た
ん
で
し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
ダ
イ
バ
ー
ポ
・
－
ト
の

乗
組
員
は
船
で
食
べ
る
．
）
、
召
佳
い
連
中
は
食
事
仁
き
て
寺

′

労
資
十
二
．
一
、
一
　
　
　
　
ｒ
　
　
三

き

責

了

三

、

量

三

二

ｌ

　

　

＝

　

三

る
一
、
二
．
二
㌧
二
こ
く
、
・
｛
　
ｌ
　
一

2年



労
働
し
て
い
な
い
か
ら
体
格
が
悪
い
ん
で
す
よ
ね
。
食
事
付
き
の
所
に

き
ま
す
と
、
過
当
に
働
い
て
、
埴
当
に
食
べ
る
も
の
で
す
か
ら
、
み

る
み
る
う
ち
に
体
酪
∵
体
調
が
良
く
な
り
ま
す
。
胃
拡
鵬
で
出
っ
ぼ

っ
て
る
喉
は
、
キ
ユ
ツ
と
引
っ
込
む
し
、
マ
ラ
リ
ヤ
で
晩
が
大
き
い

の
も
、
薬
を
与
え
ま
す
と
す
ぐ
に
泊
っ
て
、
み
る
み
る
う
ち
に
体
格

が
良
く
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
畷
性
Ｒ
に
と
っ
て
会
社
で
倒
／
、
二
・
二
は
、
乾
山
で
も

な
い
ん
で
す
よ
。
そ
れ
が
、
や
は
り
強
制
で
毎
日
仕
事
す
る
っ
て
こ

と
は
、
ジ
ャ
ワ
あ
た
り
に
行
け
ば
食
う
に
困
る
か
ら
ど
う
か
知
り
ま

せ
ん
け
ど
、
プ
ト
ン
あ
た
り
じ
ゃ
、
生
き
て
圧
は
丑
事
な
ん
か
し
な

く
て
い
い
ん
で
す
。

山
に
行
け
ば
何
で
も
あ
り
ま
す
わ
、
芋
と
か
果
物
と
か
…
…
。
そ
う

い
う
の
を
採
っ
て
喰
え
ば
ね
、
で
も
そ
う
い
う
の
に
ゃ
栄
養
は
少
な

い
か
ら
、
今
話
し
た
よ
う
に
会
社
に
／
、
れ
ば
良
ィ
、
な
る
っ
て
こ
と
で
。

生
き
て
い
る
だ
け
な
ら
プ
ト
ン
は
呑
気
で
す
ね
。

私
は
、
あ
あ
い
う
牛
活
に
憧
れ
て
い
ま
す
よ
。
今
の
時
代
は
ど

う
か
知
り
ま
せ
ん
が
、
Ｈ
も
考
え
る
必
要
は
な
い
ん
だ
。
親
が
ど
う

の
、
ｒ
が
ど
う
の
‥
‥
∵
　
当
時
は
ね
、
生
き
て
い
る
だ
け
な
ら
、
こ

ん
な
い
い
所
は
な
い
で
す
よ
。

原
住
民
は
、
全
社
に
勤
め
て
よ
か
っ
た
と
は
、
た
い
し
て
思
わ
ん

で
し
ょ
う
。
出
入
り
が
激
し
か
っ
た
か
ら
。
嫌
で
止
め
た
り
し
て
ま

し
た
か
ら
。
二
、
二
年
は
勤
め
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
で
も
、
私

の
い
る
間
、
ず
っ
ー
と
勤
め
て
い
た
煩
仕
付
も
少
し
は
∴
∵
課
し
た
よ
。

原
住
民
の
給
純
は
月
給
で
す
ぐ
　
ダ
∴
1
バ
ー
ポ
ー
ト
に
乗
っ
て
る
地

中
は
間
ギ
ル
ダ
ー
か
ら
穴
ギ
ル
ダ
ー
ぐ
ら
い
で
寸
か
な
。
テ
ン
ダ
ー

命
綱
持
っ
て
る
男
は
、
二
Ｊ
ギ
ル
ダ
Ｌ
Ｖ
　
だ
け
ど
金
の
価
値
を
知
ら

ん
か
ら
、
バ
ツ
バ
ツ
と
博
打
な
み
∵
‥
上
世
ら
て
し
ま
っ
て
ね
ぇ
ー
ぐ

●
潜
水
訓
練
と
潜
水
服
●

潜
水
の
訓
練
は
そ
れ
ほ
ど
か
か
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
潜
れ
る
か
ら
と
い
っ
て
、

バ
ツ
と
潜
っ
て
白
蝶
貝
と
採
れ
る
、
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
ん
で
す

プ
ト
ン
島
に
は
十
日
に
着
い
た
の
か
な
。
さ
っ
そ
く
、
そ
の
年
の

暮
れ
か
ら
潜
水
訓
親
で
す
。
先
生
は
先
輩
の
日
本
人
ダ
イ
バ
ー
の
島

Ⅳ
竹
松
さ
ん
で
す
。
高
野
竹
松
さ
ん
は
神
奈
川
県
の
∵
浦
半
Ｈ
の
出

身
で
、
私
よ
り
川
つ
年
上
で
す
。
前
に
も
お
丁
Ｉ
Ｉ
＝
し
し
た
Ｊ
う
に
、
私

が
ダ
イ
バ
ー
と
し
て
入
っ
た
の
で
、
彼
は
ダ
ー
バ
ー
を
正
め
て
、
養

勅
場
の
連
絡
船
の
船
ｋ
に
な
っ
た
ん
で
す
。
被
と
は
日
本
に
帰
っ
て

か
ら
も
、
ず
ー
っ
と
交
流
が
あ
り
ま
し
た
。
も
う
し
／
＼
な
り
成
し
た

け
ど
、
お
植
式
に
は
行
き
ま
し
た
。

潜
永
日
休
の
調
練
は
そ
れ
ほ
ど
か
か
ら
言
∵
∵
　
そ
ん
な
も
の
二
、

、
…
…
。
訓
練
で
珊
し
い
の
日
、
乍
気
の
調
整
で
す

．
∴
ケ
‖
り
も
あ
お
ば

よ
。
潜
水
の
深
度
に
併
せ
て
、
ト
か
、
㌧
送
ら
れ
て
く
る
空
気
の
晶
を

調
整
す
る
、
ど
れ
／
＼
・
り
い
の
空
気
仁
保
∵
ノ
て
い
巨
ら
、
．
番
理
想
的

な
動
き
が
で
き
る
か
＝
…
・

船
上
か
、
リ
は
マ
ウ
イ
薫
∵
－
－
ル
を
回
し
て
蛍
礼
を
遥
っ
て
き
ま
す
。

こ
れ
ｈ
手
動
で
し
た
け
　
オ
ラ
ン
ダ
日
航
に
し
ろ
、
浩
水
雷
ン
プ
に
し

ろ
機
械
化
を
許
さ
左
い
の
で
す
。
そ
れ
で
人
き
れ
三
‥
フ
ｆ
士
イ
ー
ル

藤娘喝敷地内に建Ｃられたプトン

人使用人の集活′，約50人のプトン

人が働いていた

ヱ；
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が
二
う
あ
っ
て
、
そ
れ
で
シ
リ
・
／
ダ
ー
内
の
ド
ニ
ぺ
ト
ン
を
動
か
し
て

空
気
を
譲
る
ん
で
寸
。
い
た
っ
て
的
草
々
ポ
ン
プ
だ
が
、
実
「
∵
っ
⊥
ナ

く
で
き
て
い
る
。
ｌ
∴
ン
リ
ン
ダ
1
中
に
入
っ
た
空
気
は
相
対
∵
外
に
出

な
い
、
局
っ
て
こ
な
い
よ
う
「
一
な
っ
て
い
る
い

た
だ
、
潜
っ
て
い
る
者
に
は
、
送
ら
れ
て
′
、
る
乍
気
の
‥
叫
の
調
幣

が
怖
し
い
．
け
ご
付
加
の
よ
う
に
、
何
ト
メ
ー
ト
ル
も
の
底
の
魚
を
釣

り
上
げ
る
と
、
似
わ
た
が
飛
び
Ｊ
ｈ
り
す
。
あ
あ
い
う
状
態
に
な
る
と
間
ろ
．
、

深
く
潜
り
ま
寸
と
、
水
圧
が
か
か
り
ま
す
か
ら
、
空
気
を
余
り
葦

が
き
な
い
よ
う
に
し
て
お
く
。
期
に
扱
っ
て
い
る
カ
ツ
し
ツ
ト
と
い

う
の
で
す
が
、
そ
の
精
に
付
い
て
い
る
弁
を
し
め
て
、
空
′
八
の
ボ
」

ポ
コ
を
で
き
る
だ
け
逆
が
き
な
い
ぐ
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
上
へ
ｈ
享

ま
す
と
、
水
江
が
滅
て
空
気
が
・
ブ
＼
れ
ま
す
か
・
リ
、
浮
わ
か
つ
し
、

て
、
す
ご
い
勢
い
で
浮
き
上
が
り
ま
す
ね
、
り
リ
ー
ツ
レ
し
。
仇
∵
一
日

じ
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
で
空
気
の
‥
．
叫
を
調
整
す
る
ん
で
す
．
上
に
上

が
る
に
従
っ
・
て
、
弁
を
聞
い
て
空
気
を
外
に
出
す
ん
で
す
わ
1
．
圭
∴
、

鶴
の
上
か
・
．
つ
ダ
ｆ
バ
ー
を
引
っ
張
り
上
げ
る
人
が
楽
な
よ
う
に
、
・
唾

当
な
力
で
引
っ
張
り
し
げ
、
リ
れ
る
ト
ナ
ノ
に
し
な
ノ
＼
て
は
‥
‥
だ
か

ら
空
気
の
調
整
は
賭
し
い
と
い
え
は
珊
し
い
。

調
錬
し
て
も
、
や
っ
ぱ
り
一
人
前
に
二
な
っ
て
、
ハ
ツ
レ
一
底
に
語
っ

て
〓
毒
見
つ
け
る
レ
石
ろ
と
、
何
年
も
か
か
り
ま
す
。
浩
貢
元
か
∵
リ

レ
こ
っ
て
、
一
ケ
り
で
∴
人
前
と
い
う
わ
け
に
は
か
な
。
船
が

の
る
に
は
三
年
ぐ
ら
い
か
か
り
ま
す
わ
っ

私
が
行
っ
た
当
時
の
潜
水
の
器
〓
∵
串
本
服
∴
ポ
∵
／
プ
な
ど
は
ィ

ギ
リ
ス
梨
で
す
よ
。
そ
れ
か
㍉
ノ
空
気
を
立
石
云
－
ス
ね
㍉
み
ん
な
ィ

ギ
リ
ス
製
で
す
。
日
本
製
の
ド
レ
ス
〟
を
宕
二
項
…
っ
左
記
臆
は
あ
り

ま
せ
ん
。
昭
和
十
何
年
項
か
ら
日
本
製
の
ド
レ
ス
も
で
き
る
よ
う
に

な
り
よ
し
た
が
．
こ
れ
は
牌
浜
に
上
場
が
あ
り
ま
す
い

．
ド
レ
ス
．
？
言
．
う
の
り
湖
水
服
て
寸
∴
頭
に
か
ぶ
え
高
言
、
ハ
わ

ツ
し
ソ
ト
．
り
　
っ
て
い
う
ん
で
す
よ
．
．
ベ
ラ
ベ
ラ
の
薄
い
も
の
で
す
が
、

丸
い
で
す
か
ら
、
つ
ぶ
れ
左
∴
・

そ
れ
か
ら
靴
一
ｈ
　
靴
は
〓
分
て
作
る
′
禁
」
寸
“
台
が
ホ
で
す
か
、
り
打

を
打
っ
て
ね
え
、
鉛
を
底
に
打
ち
つ
け
ろ
の
も
、
み
ん
な
白
・
分
で
作

り
ま
寸
㌔
　
そ
ん
な
雅
し
い
‘
Ｕ
の
て
は
ら
り
い
で
す
よ
．
．
靴
だ
な
ん
て
い

っ
て
、
珊
し
／
、
サ
え
る
と
で
き
な
い
．
は
け
わ
け
い
い
ん
で
す
。
痩

け
寸
ご
∵
、
尽
い
牛
の
樫
で
し
た
よ
3
き
ち
ん
レ
一
聖
を
レ
ら
て
お
き
ま

し
て
ね
ぎ
　
だ
い
た
い
靴
の
重
さ
は
サ
万
∵
睾
官
へ
三
　
七
キ
ロ
）
　
で

す
　
詫
い
と
こ
ろ
に
二
は
い
る
の
Ｈ
一
員
五
百
ん
、
・
′
リ
　
に
な
る
か
左
あ
。

軸
と
背
中
に
日
給
を
Ｌ
ト
言
妄
す
ｌ
　
そ
れ
ぞ
れ
凹
日
日
ず
つ
∵
両

方
で
・
八
草
日
三
十
二
キ
ロ
」
で
寸
。
犬
ぎ
っ
は
に
い
〕
∴
　
⊥
去

貫
目
の
人
な
ら
す
王
正
彦
の
某
備
ン
言
う
こ
と
て
寸
、

、
ド
レ
ス
〟
の
下
に
着
ろ
も
の
が
大
要
な
′
笠
し
う
。
そ
れ
は
寸
は
、
リ

し
い
も
の
．
窮
て
ま
す
よ
ご
ア
ン
γ
の
シ
ャ
ツ
レ
ｌ
般
引
き
、
そ
の
丁
に

う
シ
Ｐ
の
ふ
ん
ど
し
∵
7
、
ン
ヤ
の
職
巷
二
　
二
れ
た
り
は
会
社
か
、
づ

′
、
Ｈ
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
自
分
で
甲
止
し
孝
笑

〒
男
上
に
太
い
Ｅ
糸
の
牌
ま
で
の
靴
ト
ウ
？
、
の
で
寸
。
そ
の
上

∵
太
い
毛
糸
の
丸
ノ
、
崇
∵
ン
ヤ
ツ
、
そ
の
上
に
ひ
ざ
下
草
で
の
ー
ア
ン

や
の
半
オ
ナ
ン
を
リ
ア
、
人
で
す
一
ノ
そ
う
し
て
∴
、
Ｊ
う
′
哀
∵
書
芸

烏
∵
＼
つ
て
キ
点
／
、
′
仕
で
す
．
冷
え
吏
寺
か
う
生
　
′
ら
て
弓
二
は

は
／
へ
ん
で
了
。

そ
れ
か
、
リ
乃
ツ
し
ツ
ト
と
ド
レ
ス
を
結
び
つ
り
る
金
具
の
寸
の
璃

当
て
、
二
か
は
ラ
シ
ャ
の
靴
Ｆ
な
ど
の
古
布
な
ど
捷
三
し
作
る
′
化
で

す
ｒ
．
ｂ
Ｈ
が
ド
し
ス
の
Ｔ
に
つ
け
ろ
一
式
マ
チ

ど
う
し
て
う
シ
ャ
か
と
㌧
う
と
、
わ
リ
ム
∵
∵
配
れ
ｉ
二
㌢
九
か
∴
∵
聖

芽
根
の
ベ
ラ
ベ
ラ
の
ラ
シ
ャ
で
は
な
ノ
、
て
、
少
し
厚
ト
の
・
つ
の
で
了
。

真
珠
の
開
発
●

の
再
蔓
草
誅
の
曹
更
は
．
萌
一
ｍ

題8

べ
音
‥
ｌ
－
茄
木
本
幸
男
が
ア
コ
や
亘

Ｃ
、
干
草
学
課
　
∵
誓
、
∵
亡
羊
エ
」

の
峯
絹
∴
Ｌ
或
－
坊
し
た
の
に
譲
吉

る
　
？
、
ノ
∵
て
、
筑
烹
三
丁
∴
た
こ
㌣

末
不
幸
蜂
鳥
－
塙
涼
？
は
草
、
崇
更
三
吉

㌧
ｒ
 
ｌ
、
′
Ｌ
ｂ
埠
ｌ
Ｌ
耳
．
Ｔ
ｉ
フ
て
、
付
　
会

ナ
る
匂
Ｅ
．
昌
環
の
瑚
卑
し
∴
了
∴
了
へ

章
矛
の
制
璧
し
一
▼
し
卓
一
環
専
一
絹
．
Ｊ
ｒ
寸
は
、

核
を
、
隼
の
ア
〕
ヤ
・
貝
の
∵
＝
一
Ｐ
一
0
㌧
頚
小
ノ

・
ｌ
つ
け
吉
孟
ら
た
外
星
空
去
呈
二
1
「
、

ワ
の
鴇
内
に
鳩
大
し
て
真
珠
智
を
聖
壊

さ
せ
る
、
い
れ
捗
る
金
冠
式
と
埠
．
は
一
ハ
レ

る
」
ｈ
㍉
ま
で
あ
∴
ノ
だ

ｌ
Ｌ
れ
ｌ
二
丁
．
∴
　
中
林
さ
ん
草
論
語
に

号
等
づ
・
ろ
吾
川
頚
［
ニ
Ｈ
、
窄
不
本
章
吉

の
次
二
の
詞
項
で
．
司
冶
三
「
▼
と
か

ち
で
本
不
の
養
殖
場
に
軟
め
て
、
、
た
が
、

瑚
′
治
乱
Ｌ
・
害
に
そ
こ
を
拝
し
、
潔
兜
も
、

挿
竺
ｌ
＝
＝
真
の
三
題
に
堆
自
ｌ
二
植
買
節
を

謁
き
、
外
賓
頴
の
∴
斤
を
核
こ
け
．
嘉
さ

て
て
真
の
鳴
け
〝
に
持
＼
す
る
▼
　
ヒ
‥
ス

ッ
ぺ
と
聖
ｉ
ｌ
ｎ
・
Ｕ
頁
㌻
昌
沫
養
確
三
を
学

食
Ｌ
Ｔ
∴
∵
る
　
二
生
に
そ
の
徒
、
今
日

吏

て

や

墜

誓

誓

霊

雲

㌻

ト

ろ

て

い

る

蒔
田
桶
世
ほ
て
の
弟
子
て
．
車
両
と

不
一
∴
希
増
校
笹
の
切
斉
に
・
ヨ
こ
っ
た
が

西
．
Ｈ
の
一
さ
綾
、
白
蝶
亘
に
よ
る
卓
繁

華
璃
；
し
霊
界
∵
、
帯
′
め
て
試
・
〃
成
ｌ
ヂ
し
た

／
．
ヽ

、

ノ

．、・▲

ニ

　

㌧
一

；

　

－

1

Ｊ

ｌ
ニ

ｌ
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そ
れ
で
も
や
は
り
冷
え
ま
す
か
ら
ね
、
膝
な
ん
か
ね
え
。

な
ぜ
、
ふ
ん
ど
Ｌ
を
す
る
か
っ
て
い
う
と
、
水
圧
が
あ
る
で
し
ょ

う
。
水
圧
で
も
っ
て
、
ド
レ
ス
が
妹
に
な
る
ん
で
す
よ
。
そ
う
す
る

と
級
で
も
っ
て
喫
ま
れ
る
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
お
チ
ン
ナ
ン
ぶ
、
り
さ

し
好
き
ｍ
■
属
延
種
■
‥
ふ
ｌ
ｌ
ｌ
蠣
芦
　
．
■
声
■
’
■
．
ト
▲
■
ビ
ｌ
ｒ
．
．
Ｌ

げ
て
お
く
と
喫
ま
れ
ち
ゃ
う
。
腿
の
と
こ
ろ
な
ん
て
、
喫
ま
れ
て
真

ｌ
Ｉ
黒
に
な
っ
て
る
。
十
メ
ー
ト
ル
で
〓
凪
圧
、
三
十
メ
ー
ト
ル
だ
っ
た

、
誓
二
気
圧
だ
。
身
体
の
面
梢
は
ど
の
く
ら
い
あ
り
ま
す
か
。
そ
こ
ん

と
こ
ろ
に
み
ん
な
圧
力
が
か
か
る
ん
で
す
よ
。
大
変
な
庄
力
で
す
。
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白
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海
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潜

る
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．

凸
、
五
十
メ
ー
ト
ル
と
い
っ
て
も
深
い
で
す
Ｊ
。
十
分
間
も
鹿
に
い
る
と

白
の
免
が
黄
色
く
な
っ
て
息
乙
な
く
な
る
。
あ
ん
な
仕
事
や
昌
も
ん
じ
ゃ
な
い
…
…

そ
う
し
て
訓
練
を
終
え
ま
す
と
、
い
よ
い
よ
ダ
イ
バ
ー
ポ
ー
ト
に

乗
っ
て
、
潜
っ
て
ｎ
蝶
貝
を
採
る
わ
け
で
す
。
ダ
イ
バ
ー
ポ
ー
ト
は

オ
ラ
ン
ダ
が
動
力
船
を
禁
正
し
て
い
ま
し
た
か
ら
、
二
本
マ
ス
ト
で

長
さ
が
六
千
フ
ィ
ー
ト
　
（
約
十
八
メ
ー
ト
ル
）
　
ぐ
ら
い
の
帆
船
で
し

た
。
船
名
は
オ
リ
エ
ン
ト
号
で
す
。
動
力
を
禁
1
Ｌ
し
た
と
い
う
の
は
、

白
蝶
Ｈ
の
乱
獲
を
さ
け
る
、
資
源
保
確
の
た
め
で
し
ょ
う
ね
。

ダ
イ
バ
ー
ポ
ー
ト
の
乗
組
員
は
耕
し
担
当
が
み
ん
な
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

へ
叩
綱
を
持
っ
て
い
る
人
、
テ
ン
ダ
ー
と
い
う
の
で
す
か
、
そ
の
命
綱

で
連
結
を
、
海
底
か
ら
合
図
す
る
わ
け
で
す
。
も
っ
と
空
気
を
送
れ
、

も
っ
と
綱
を
延
ば
せ
、
上
が
る
、
み
ん
な
命
綱
で
合
凶
を
送
り
ま
す
。

そ
ん
な
楓
係
で
す
か
ら
テ
ン
ダ
ー
が
ダ
イ
バ
ー
を
殺
そ
う
と
思
え
ば

わ
け
は
な
い
。
空
気
を
遂
ら
な
き
ゃ
あ
死
ん
じ
ゃ
う
。
ダ
イ
バ
ー
は

ド
レ
ス
羞
て
い
る
間
は
絶
対
に
抵
抗
で
き
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
タ
イ
バ

1
に
と
っ
て
は
テ
ン
ダ
ー
は
神
様
の
次
で
す
。

こ
の
他
に
ポ
ン
プ
係
り
が
二
人
、
パ
イ
プ
係
り
が
一
人
、
船
の
碇
綱

を
扱
う
役
が
一
人
。
日
本
語
で
い
う
と
総
士
、
ボ
ー
イ
で
す
か
、
プ

ト
ン
語
で
い
う
と
バ
チ
ョ
と
い
い
ま
す
が
、
ご
飯
を
炊
い
た
り
雑
用

す
る
子
供
が
一
人
、
舵
取
り
が
一
人
、
ダ
イ
バ
ー
は
石
見
に
一
人
で
す

か
ら
、
全
部
で
八
人
が
ダ
イ
バ
ー
ポ
ー
ト
に
乗
っ
て
い
る
。

「
隻
に
八
人
、
ま
あ
、
そ
う
い
う
メ
ン
バ
ー
で
仕
事
を
す
る
の
で

す
が
、
根
拠
地
の
タ
ン
プ
ー
ナ
を
一
端
で
た
ら
、
四
、
五
月
頃
か
ら

そ
の
年
の
暮
れ
ま
で
、
八
日
の
オ
ラ
ン
ダ
女
王
の
戴
冠
式
だ
っ
た
か

’血
生
Ｈ
だ
っ
た
か
の
時
に
は
、
ち
ょ
っ
と
帰
っ
て
き
ま
す
が
、
ず
っ

と
船
の
ト
で
セ
活
し
て
い
る
。

だ
か
ら
船
の
ト
÷
貢
全
く
日
本
語
を
使
い
ま
せ
ん
。
変
っ
た
人
の

顔
を
見
る
二
ン
了
）
な
し
、
全
く
人
の
交
流
が
な
い
の
で
す
か
ら
‥
‥
‥

そ
れ
は
島
∵
寄
り
ま
す
か
ら
、
人
の
顔
は
見
ま
す
よ
。
し
か
し
、
寄

る
所
は
決
ま
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
こ
の
人
間
の
顔
は
見
る
け
ど
、
他

所
者
の
頓
は
見
な
い
。
だ
か
ら
何
年
た
っ
て
も
同
じ
顔
を
見
▼
い
る
。

ｌ

一
年
の
う
ち
正
目
口
、
一
月
は
会
社
の
養
殖
場
の
あ
る
付
近
で
、
そ

こ
を
根
拠
地
∵
し
て
、
プ
ト
ン
畠
と
ム
ナ
島
の
問
の
海
峡
で
、
プ
ト

ン
海
峡
と
い
う
の
で
す
が
、
そ
の
中
で
も
一
番
狭
い
バ
ル
ダ
海
峡
、

帖
が
四
百
メ
ー
ト
ル
ぐ
・
Ｙ
つ
い
だ
っ
た
か
な
、
そ
こ
で
潜
っ
て
白
蝶
貝

を
採
る
ん
で
づ
ね
。
狭
い
も
の
だ
か
ら
、
干
満
の
差
の
激
し
い
大
潮

の
時
な
ん
か
、
プ
ワ
ツ
ー
と
潮
が
行
く
、
そ
り
ゃ
あ
、
潮
の
早
い
と

こ
で
し
た
ね
。

※
オ
ラ
ン
ダ
女
王
の
誕
生
日

毎
年
、
八
月
三
十
一
日
は
ウ
ィ
ル
ヘ

ル
ミ
ナ
女
王
の
誕
生
日
に
あ
た
り
、
オ

ラ
ン
ダ
の
植
民
地
で
あ
っ
た
当
時
の
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
は
全
国
い
っ
せ
い
に
休
日

に
な
っ
た
。
中
林
さ
　
の
日
誌
で
も
こ

の
日
は
「
和
蘭
の
天
長
節
Ｌ
つ
き
休
む
し

と
な
っ
て
い
る
。
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南
海
の
海
亀
年
ｒ
つ
醜
明
し
十
・
つ
い
‥
嘉
で
し
ぎ
つ
か
錬
り
よ
く

テ
レ
ビ
で
南
海
の
海
底
が
ぞ
る
て
し
ょ
う
，
レ
二
ゝ
・
ツ
あ
ん
な
も
の
じ

ゃ
あ
な
い
で
す
よ
。
そ
れ
は
き
れ
い
な
も
の
で
す
Ｌ
㌔

と
こ
ろ
が
、
そ
う
い
う
き
れ
い
な
海
に
は
白
蝶
貝
は
い
な
い
人
で

す
。
瑚
瑚
礁
の
あ
る
所
に
は
…
・
‥
。
珊
瑚
礁
は
生
き
物
で
し
ょ
う
、

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
喰
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
。
だ
か
・
与
　
良
の
方
へ
は

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
配
給
が
い
か
な
い
。
だ
か
ら
珊
瑚
性
の
発
達
し
た

所
に
は
〓
蝶
日
へ
は
い
な
い
。
い
て
も
成
ｋ
が
悪
い
。
栄
養
失
調
で
い

く
歳
を
と
っ
て
し
ま
う
…
・
　
そ
れ
と
は
別
に
、
い
ろ
ん
な
奥
の
い

る
萌
が
あ
る
ん
で
す
ひ
　
そ
う
い
う
所
に
〓
塚
目
は
あ
る
。

〓
球
目
へ
は
小
さ
い
う
ち
は
移
動
す
る
よ
う
で
す
。
過
当
な
、
Ｈ
分

が
居
ご
こ
ち
の
い
い
の
か
悪
い
の
か
知
り
ま
せ
ん
が
、
根
を
張
る
所

が
弱
い
と
他
所
へ
動
い
て
行
き
ま
す
。
そ
し
て
ギ
ユ
ー
と
両
石
か
何
か

の
日
へ
皿
最
に
Ｊ
＼
っ
つ
く
ん
で
す
。
′
＼
っ
つ
く
と
な
か
な
か
と
れ
ま
せ
ん

ね
り
　
強
い
緋
で
ね
…
…
。
潮
に
読
さ
れ
て
環
境
の
悪
い
所
に
行
っ
ち

ゃ
あ
困
る
か
ら
、
ノ
＼
つ
つ
く
ん
で
す
か
ら
．
Ｙ
　
で
ト
；
し
大
き
ノ
＼
な
る
と

潮
に
読
さ
れ
な
い
よ
う
に
な
る
か
、
リ
、
海
底
だ
〓
然
に
転
が
っ
て
い

る
ん
で
す
ぐ
　
日
を
上
に
向
け
て
開
け
て
い
責
了
が
ね
‥
・
・

て
ま
あ
、
べ
㌧
ア
海
域
で
一
日
・
㌻
㌧
一
五
一
：
生
玉
二
一
リ
現
員
を
採

っ
て
い
る
。
そ
の
間
に
二
一
五
あ
一
ノ
た
主
監
〓
′
∴
信
正
を
．
什
ず
つ
交

代
で
ド
ッ
ウ
ノ
に
二
あ
け
る
ん
で
す
ね
：
　
。
船
の
腫
理
ド
∵

と
巾
し
ま
す
の
は
、
深
永
、
つ
ま
り
深
い
海
て
は
八
日
間
的
い
て

し
日
間
住
む
り
　
何
故
か
っ
て
の
は
、
彼
で
小
．
し
「
し
げ
圭
丁
が
、
そ
の

休
ん
で
い
る
間
に
桁
を
ド
ッ
ク
に
あ
げ
る
ん
て
丁
．
し
一
い
う
の
も
、

熱
伸
吊
地
り
は
船
喰
い
虫
が
多
い
で
す
か
ら
∵
船
底
に
は
、
吃
水
練
か

、
り
ト
も
で
す
が
、
全
部
鋼
板
を
張
っ
て
い
る
。
船
舶
用
の
ア
ー
ル
を

塗
っ
て
、
亡
旗
と
い
う
′
几
て
了
か
、
故
を
貼
二
－
、
そ
の
上
に
銅
板

を
萄
っ
て
＝
る
ぢ
そ
つ
別
け
た
笛
疎
を
陀
埋
し
た
り
、
そ
の
他
、
デ

’ッ
キ
な
ど
は
楯
琴
什
煎
っ
て
、
き
ち
ん
と
し
て
ね
。
ま
た
遠
い
所
に

出
て
も
航
空
持
水
ま
で
修
理
し
な
く
て
い
い
よ
う
に
準
備
し
て
お
く

ん
で
す
よ
。

そ
し
て
四
閂
に
入
る
と
、
乾
期
の
細
め
頃
で
す
が
、
今
度
は
ム
ナ

比
の
裏
側
の
滋
ｌ
二
出
て
行
く
ん
で
す
。
ム
ナ
鳥
の
東
側
を
廻
っ
て
セ

レ
ベ
ス
鳥
の
前
端
へ
言
－
－
ラ
と
い
う
萌
、
そ
こ
に
一
潮
か
∴
潮
へ
「

Ｊ
Ｈ
∵
ユ
ー
上
目
鵠
｝
′
＼
、
リ
い
い
ま
す
か
。

・
Ｌ
ｌ
・

そ
れ
か
・
リ
讃
言
三
－
ラ
の
束
の
マ
ン
チ
ヤ
ロ
ッ
カ
に
移
動
し
ま
す
。

し
日
頃
に
リ
り
今
度
∴
サ
バ
ク
夕
に
移
り
ま
す
。
一
番
ｋ
／
＼
い
て
語
る

の
が
、
二
の
叶
イ
ク
タ
で
す
′
．
こ
れ
は
丁
度
、
ム
ナ
鳥
の
一
西
岸
の
沖

で
、
ム
十
島
ケ
∴
∴
Ｊ
ｈ
ｉ
∴
ハ
マ
ィ
∴
け
一
浩
．
へ
～
九
、
人
キ
ロ
し
ぐ
、
り

い
の
距
離
で
リ
け
ト
リ
い
て
す
か
。

サ
バ
丹
／
γ
と
い
う
の
は
、
サ
ツ
べ
は
鳥
の
人
の
意
丑
で
紗
の
畠
と

い
う
二
レ
二
．
し
し
て
、
周
囲
を
珊
瑚
礁
が
．
取
り
巻
い
て
い
て
そ
の
車

中
に
ダ
ツ
ー
∵
良
い
紗
た
り
の
鳥
が
あ
り
ま
す
ー
そ
し
て
満
潮
に
な

る
と
、
そ
の
は
人
言
一
部
た
け
が
顔
を
出
寸
だ
豆
＋
、
潮
が
引
－
ノ
＼
レ
一

ダ
ツ
ー
と
珊
瑚
礁
か
、
リ
広
い
面
位
が
Ｉ、
上
が
っ
て
、
そ
の
在
中
に
砂

乃
鳥
か
技
工
＼
∵
？
二
い
う
、
そ
ん
な
所
で
し
た
。

そ
の
十
㌧
ア
ブ
／
直
1
㌧
㌧
㌃
〓
∴
∴
．
繁
▼
㍉
∵
‡
冥
㌣
た
こ
Ｊ
誉
こ

の
サ
バ
ク
夕
の
海
は
「
二
、
三
メ
ー
ト
ル
の
深
さ
で
し
た
か
わ
。
．
バ

ル
ク
而
峡
は
甘
い
ん
で
す
よ
。
い
ノ
＼
、
㌧
淡
く
て
も
二
十
メ
ー
ト
ル
以

上
。
四
十
イ
ー
ト
ル
ノ
ヾ
∴
∵
い
「
∵
上
り
圭
寸
1
一
い
わ
軸
る
浩
水
病
の
お

こ
る
レ
一
こ
ろ
て
す
…
．

そ
れ
は
淡
い
海
、
私
、
り
の
∴
葉
で
い
う
レ
一
浅
水
、
深
い
と
二
日
深

．
へ
ｒ

木
と
い
う
の
で
す
が
、
浅
水
の
方
が
語
り
よ
い
で
す
上
㌔
・
と
い
う
の

は
、
リ
湖
に
は
大
潮
レ
一
小
潮
が
あ
る
で
し
ト
ナ
う
。
大
潮
の
潮
流
の
プ
ワ

準
槽
皮

槍
の
内
生
を
砕
い
て
も
み
ほ
ぐ
し
た

柔
ら
か
い
繊
維
。
木
造
寵
の
板
と
板
と

ヤ

の
合
せ
目
に
詰
め
こ
み
、
塗
洩
れ
を
防
　
㍉

ぐ
材
料
と
し
て
使
わ
れ
た
。
こ
の
他
、

埴
ゐ
木
の
内
皮
も
使
わ
れ
て
い
る
。
専

．
．
ヽ
．
．
“
．
、

門
の
舟
大
工
は
檎
皮
も
槙
皮
も
、
お
し

な
べ
て
填
皮
と
呼
ぶ
例
が
多
い
。
民
内

で
は
杵
萩
山
点
が
槙
皮
の
産
地
と
し
て

建
ら
れ
て
い
た
、

中林さんの乗って

いたダイバーポー
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ッ
ー
と
行
く
時
に
は
潜
れ
ま
せ
ん
か
ら
ね
。
そ
れ
で
毎
日
、
潜
っ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
ん
で
す
よ
。
深
水
で
は
一
潮
　
（
十
五
日
間
）
　
の

周
で
七
日
間
潜
っ
て
八
日
間
休
む
。
と
こ
ろ
が
浅
水
で
は
「
一
Ｒ
聞

潜
っ
て
、
四
日
間
ぐ
ら
い
休
む
。
大
潮
の
本
当
に
潮
の
早
い
前
後
に

休
む
ぐ
ら
い
で
す
ね
。
い
く
ら
海
が
浅
く
て
卓
大
潮
の
時
に
は
潮
が

早
い
で
す
か
ら
…
…
。
潮
が
止
ま
っ
た
な
、
と
思
っ
て
い
る
と
、
す

ぐ
ま
た
ツ
ツ
ー
と
潮
が
動
き
は
じ
め
ま
す
か
ら
ね
。
そ
れ
で
も
浅
水

に
な
る
と
潮
の
洗
れ
も
ゆ
る
や
か
で
す
か
ら
、
軌
か
ら
晩
ま
で
潜
れ

る
ん
で
す
。

深
水
の
時
は
潮
の
流
れ
て
い
る
時
休
ん
で
、
潮
正
ま
り
に
し
か
潜

れ
な
い
。
潜
っ
て
上
が
っ
て
、
そ
の
次
に
潜
る
ま
で
の
問
を
潮
休
み

と
い
っ
て
い
ま
し
た
が
…
…
。
潮
が
正
ま
る
の
は
一
日
に
川
回
あ
る
。

上
げ
潮
が
ー
二
げ
切
っ
て
止
ま
っ
て
次
に
潮
が
ド
る
迄
の
間
、
そ
の
間

に
潜
る
ん
で
す
。

わ
か
り
易
く
い
う
と
、
私
ら
が
潜
っ
て
い
た
の
は
、
浅
い
所
で
は

東
京
湾
並
み
。
東
京
湾
の
よ
う
な
浅
い
海
で
は
一
ケ
月
周
に
∴
十
二

日
間
は
潜
り
、
八
日
間
は
休
む
。
そ
し
て
相
模
湾
並
み
の
深
い
海
で

は
一
ケ
月
間
で
ト
二
盲
聞
潜
れ
る
だ
け
…
…
。
ま
あ
、
私
ら
が
入
れ

る
程
度
の
深
さ
で
、
だ
い
た
い
五
十
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
が
限
度
じ
ゃ

な
い
で
し
ょ
う
か
。

五
十
メ
ー
ト
ル
と
い
っ
て
も
深
い
で
す
よ
。
底
に
は
十
分
間
ぐ
ら

い
し
か
い
ら
れ
な
い
。
語
る
時
は
真
を
入
れ
る
為
を
持
っ
て
蜂
．
リ
る

ん
で
す
。
降
ろ
し
て
も
ら
う
の
で
な
く
、
自
分
で
降
り
る
。
だ
か
ら
、

案
内
の
ロ
ー
プ
を
放
り
こ
ん
で
お
い
て
、
そ
れ
を
伝
っ
て
、
自
分
の

休
に
Å
目
せ
た
ス
ピ
ー
ド
で
降
り
て
行
く
ん
で
す
。

四
、
五
Ｌ
・
メ
ー
ト
ル
に
な
る
と
、
底
に
つ
く
ま
で
に
た
．
∵
小
か
か

り
ま
す
よ
。
十
分
近
く
か
か
る
の
で
は
な
い
か
な
。
す
っ
ー
と
は
潜

れ
ま
せ
ん
か
ら
ね
。

潜
っ
て
い
る
時
間
は
た
い
た
い
二
り
大
国
潜
っ
て
四
時
間
、
ト
一

回
潜
っ
て
六
時
間
八
一
分
な
ん
て
記
録
も
あ
り
ま
す
。
深
水
の
場
人
口
だ

と
哩
里
謁
二
£
聖
更
時
坤
八
分
な
ん
て
記
録
が
あ
り
ま
す
。
が
、

実
際
底
に
い
る
の
は
五
分
ぐ
ら
い
の
も
の
で
す
か
ら
ね
。
二
十
メ
ー

ト
ル
／
＼
、
1
い
の
と
こ
だ
と
一
二
一
時
間
入
っ
て
ら
れ
ま
す
よ
。
ま
あ
、

そ
ん
な
ｒ
長
与
入
っ
て
い
る
必
要
な
い
か
ら
、
上
に
上
が
り
ま
す
け

と
ね
。だ

け
ど
、
由
、
五
十
メ
ー
ト
ル
で
は
そ
う
は
い
か
な
い
。
庄
力
の

聞
仔
　
∴
。
一
ｌ
ノ
か
、
息
が
競
／
＼
だ
け
の
‥
体
力
が
あ
っ
て
も
、
臼
が
見

え
な
ノ
＼
な
っ
て
し
ま
う
。
目
の
先
が
黄
色
く
な
っ
ち
ゃ
っ
て
‥
。

あ
ん
な
仕
事
は
や
る
も
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
よ
、
で
き
た
ら
。

ま
あ
、
浅
い
サ
バ
ク
タ
で
暮
れ
の
十
一
月
初
め
頃
ま
で
潜
り
ま
す

か
ね
。
二
の
問
、
さ
っ
き
の
マ
ン
チ
ャ
ロ
ッ
カ
に
行
っ
た
り
し
ま
す

け
ど
、
そ
れ
は
ほ
ん
の
一
潮
だ
け
で
す
。
ま
た
、
八
月
の
三
ト
∴
Ｕ
か
、

ｊＯ
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．
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∵

．
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三
・
！
一
日
に
岡
の
オ
う
、
ノ
ダ．
宮
上
の
解
り
に
、
強
さ
つ
ノ
≒
タ
ン
丁

－
ナ
の
根
拠
地
に
帰
り
ま
す
が
、
す
ぐ
戻
っ
て
き
て
十
一
月
の
初
め

ま
で
サ
バ
ク
タ
で
潜
る
。

そ
れ
か
ら
次
は
ト
ベ
ヤ
諸
島
の
方
に
行
く
ん
で
す
よ
。
セ
レ
ベ
ス

島
と
ム
ナ
島
の
間
の
テ
ィ
オ
ラ
・
ス
ト
ラ
ー
ト
（
テ
ィ
オ
ラ
海
峡
）

で
潜
り
ま
す
。
こ
こ
で
二
潮
ぐ
ら
い
潜
り
ま
す
か
ね
…
・
。

テ
ィ
オ
ラ
・
ス
ト
ラ
ー
ト
は
広
い
よ
う
で
も
、
陸
地
は
見
え
ま
す
。

山
も
見
え
ま
す
し
、
そ
う
い
う
目
標
が
な
い
と
、
私
ら
も
潜
る
ヤ
マ

が
立
て
ら
れ
な
い
の
で
す
。
よ
ノ
＼
ヤ
マ
を
し
宜
て
る
っ
て
ね
、
釣
り
で

も
い
い
ま
す
で
し
ょ
う
・
…
‥
。

テ
ィ
オ
ラ
・
ス
ト
ラ
ー
ト
は
た
い
た
い
五
マ
ィ
ル
（
約
八
キ
ロ
）

ぐ
ら
い
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
た
だ
漠
妖
…
と
海
に
潜
っ

て
も
、
ど
こ
に
で
も
白
蝶
貝
が
あ
る
、
と
い
▼
う
わ
け
で
は
な
い
で
す
か

ら
。
海
底
の
状
態
、
環
境
に
よ
っ
て
生
物
は
変
化
し
ま
す
か
ら
。
そ

れ
で
私
ら
も
ヤ
マ
を
見
て
潜
る
…
…
。
そ
れ
で
リ
ー
フ
が
い
た
る
と

●中林　茂さんの採員日誌●

‥　一一　浣集数

一一一一一一一一潜水8象

●皐梯さんはは31年から35年までの問の、潜

水日時、潜水時間と回数、採貝個数、潜水囁

所などの記録ｒ採集船日誌Ｊ　をつけている。

グラフは1932年度の記録をまとめたもの、菱

は日誌の一部を抜粋したものである

1月上溝～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（場所・パルタ〉　8月上潮～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（洩所・サパタタ

今日仕事初め

山出氏来たため仕事休む

とし」」
日　　　雇をやられる　ローマテキにかかる　8．9

ｌｌ Ｓ

還士‡
5，54　　　　　458．14　　　　8

7　　　　　4．け

12月上潮－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鳴所・サハクタ

小白蝶負ｌ佃採取。
ら白技良7り国を賓う

今日が普通の入港日

7　　　　3．10

Ｉ．将　　　　0

1月下瀬～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（場所・′くルタ）

0　　出船

作業日なれと休奏す

0　　　　0

7月下期～　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈場所・サバウタ）ＩＺ．

他に小さな白露貝ｌ価採取　　　Ｉ2．

は．

1回の採取個数20個日月Ｉ日のＩＺ・

17個のレコードを堪る）

小白蝶負目個採及　　　　　　　　ほ．ＩＯ

遠路船来る　　　　　　　　　12月下瀬～　　　　　　　　　　　　　　　　　　（場所・サパタタ）
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こ
ろ
に
あ
る
で
し
ょ
う
。
潮
が
引
／
＼
と
頭
が
で
る
、
そ
う
い
う
と
こ

ろ
に
棒
を
丁
そ
る
わ
け
で
す
。
ヤ
マ
を
立
て
る
た
め
に
。
あ
の
木
、

あ
の
山
が
九
十
度
に
あ
る
所
の
底
に
は
日
曜
日
へ
が
多
い
と
か
ね
…
…

そ
う
い
う
本
は
、
た
い
て
い
マ
、
／
グ
ロ
ー
ブ
の
過
当
な
木
を
切
っ
て

お
っ
た
て
て
お
ぐ
ん
で
す
。
一
年
ぐ
ら
い
し
か
持
ち
ま
せ
ん
け
ど
ね
。

二
の
ト
ベ
ヤ
閻
辺
の
テ
ィ
オ
ラ
・
ス
ト
う
ー
ト
で
ト
二
月
ノ
の
二
十

日
通
草
最
後
の
潮
ま
で
滑
っ
て
適
当
に
切
り
し
け
て
、
月
末
の
二

十
九
日
か
、
三
十
日
に
、
ダ
ン
プ
！
丁
の
根
拠
地
に
帰
っ
て
ノ
＼
る
。

こ
う
し
て
根
拠
地
を
離
れ
て
遠
／
＼
に
行
っ
て
い
る
問
は
、
す
っ
と

ポ
1
ト
の
ト
で
暮
ら
し
て
る
ん
で
す
よ
り
　
そ
れ
は
潮
休
み
の
時
は
鳥

に
上
陸
し
て
み
ま
す
よ
。
ち
ょ
っ
と
し
た
付
も
あ
る
し
、
買
物
も
あ

る
し
ね
。
で
も
生
活
は
全
て
船
の
中
、
キ
ャ
ビ
，
／
の
中
で
し
た
ね
。

キ
ャ
ビ
ン
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
す
ご
い
も
ん
で
す
よ
り
東
京
の
日
雇

い
の
入
り
出
る
と
こ
ろ
、
あ
れ
よ
り
悪
い

隆
に
上
が
れ
た
∴
∵
の
Ｈ
サ
バ
ク
タ
で
作
業
し
て
る
時
で
し
た
ね
。

リ
バ
ク
タ
で
は
ど
こ
も
上
が
れ
な
い
。
砂
の
鳥
で
す
か
∴
∴
　
他
所
の

と
こ
は
ど
こ
で
一
つ
上
峯
Ｌ
よ
う
と
思
え
ば
ト
．
性
で
き
た
′
笠
」
す
か
。

竹
．
ハ
プ
ア
で
は
作
業
し
て
い
る
所
に
船
を
㍍
め
て
休
ん
で
ま
し
た
．

た
だ
、
船
の
水
が
不
駁
し
て
く
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
時
は
ム
千
㍍

の
周
Ｃ
レ
一
二
ま
で
行
き
ま
し
て
ね
、
そ
の
用
の
河
Ｕ
て
休
み
よ
し
1
－
㌧

水
汲
み
は
潮
休
み
を
し
て
＝
る
臼
に
行
く
ん
で
す
が
、
九
木
船
を
一

隻
買
三
㌧
お
き
ま
し
て
、
川
上
ま
で
行
っ
て
、
そ
の
丸
下
船
に
東
を

汲
ん
で
曳
い
て
く
る
ん
で
す
。
も
っ
と
も
、
そ
ん
な
作
業
は
私
は
Ｌ

ま
せ
ん
よ
。
船
に
承
っ
て
る
癌
性
Ｒ
の
仕
事
で
し
た
か
ら
。

●
バ
ジ
ョ
ー
人
の
サ
メ
と
ナ
マ
コ
●

こ
こ
ら
の
漆
は
サ
メ
の
本
場
で
一
呈
。
よ
ほ
ど
気
と
つ
け
な
し
、
と
危
な
い
。

バ
ジ
ョ
ー
人
は
潜
り
も
泳
ぎ
も
達
意
で
、

一
年
の
う
ち
八
ケ
月
間
ぐ
ら
い
は
根
拠
地
を
離
れ
て
出
か
け
て
る

ん
で
す
が
、
で
は
採
集
し
た
白
蝶
且
を
ど
う
し
て
た
か
っ
て
い
う
と
、

辿
路
船
が
定
期
的
に
き
て
、
養
殖
場
ま
で
連
ぶ
ん
で
す
。
ダ
イ
バ
ー

ポ
ー
ト
に
も
水
槽
が
あ
る
し
、
連
絡
船
に
も
そ
の
た
め
の
水
槽
が
あ

り
ま
す
。

補
給
船
は
日
を
決
め
て
き
て
い
ま
し
た
。
一
時
、
根
拠
地
と
の
間

の
通
路
に
伝
書
鳩
を
使
っ
て
み
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
根
拠
地

と
の
連
絡
は
余
り
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
ね
‥
＝
・
。
で
も
、
月
に
一

団
は
や
っ
て
き
ま
し
た
。

連
絡
船
で
米
や
食
糧
な
ど
も
一
緒
に
運
ん
で
く
る
ん
で
す
。
米
、

サ
メ
や
ナ
マ
コ
と
繍
っ
て
ま
し
た
か
ね

・
“
瓜
、
一
よ
‥
つ
油
、
そ
れ
か
ら
野
菜
は
タ
マ
ネ
ギ
、
コ
ー
ヒ
ー
、
コ
、
／

首
、
／
そ
こ
ル
二
フ
、
砂
糖
、
石
け
ん
、
マ
ッ
チ
、
石
油
、
そ
の
他
ま
だ

ま
た
あ
り
ま
し
た
が
、
潜
水
用
具
も
Ｕ
芸
＝
が
悪
く
な
る
と
前
の
博
で

連
露
∵
二
∴
ム
く
と
持
っ
て
き
ま
す
し
…
・
。

米
は
セ
レ
ベ
ス
鳥
の
マ
ロ
ス
っ
て
、
今
の
ウ
ジ
ュ
ン
パ
ン
タ
ン
の

飛
行
場
の
あ
る
と
こ
ろ
、
そ
の
当
時
は
マ
ロ
ス
と
い
っ
て
い
た
の
で

す
が
、
あ
の
辺
の
米
は
い
い
未
で
し
た
よ
。
日
本
人
が
食
べ
る
の
は

マ
ロ
ス
の
米
。
原
住
民
の
食
べ
る
の
は
日
本
で
い
う
南
京
米
の
よ
う

な
末
で
し
た
ね
。
も
っ
と
も
ポ
ー
ト
に
来
っ
て
い
る
間
は
、
皆
、
同

じ
米
を
食
べ
ま
す
が
、
根
拠
地
に
帰
る
と
、
い
い
米
は
私
と
テ
ン
ダ

∴
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・
・
だ
け
二
…
・
。
摩
る
大
と
潜
る
人
の
替
埠
っ
て
‥
ろ
人
だ
．
叶
で
す
夕

だ
か
・
り
テ
ン
ダ
亡
は
隙
鹿
民
丁
も
待
遇
は
日
本
人
経
過
で
す
屯
会
社

か
ら
私
と
テ
ン
ダ
ー
に
は
副
食
代
と
し
て
〓
誓
∵
十
五
銭
で
す
が
、

そ
の
他
の
人
に
対
し
て
は
十
銭
で
し
た
。
そ
れ
で
現
場
で
、
士
地
の

人
か
ら
鶏
と
か
を
買
っ
て
食
べ
て
る
わ
け
で
す
。

野
菜
は
乏
し
か
っ
た
ね
。
例
え
ば
日
本
か
ら
ナ
ス
な
り
何
な
り
の

種
を
持
っ
て
行
く
で
し
ょ
。
本
当
は
黙
っ
て
持
っ
て
行
っ
て
は
い
け

な
い
ん
で
す
が
ね
。
そ
の
軽
を
播
く
と
、
一
年
目
は
い
い
野
菜
が
で

き
る
ん
で
す
よ
。
そ
れ
で
、
そ
れ
か
ら
級
と
っ
て
招
く
と
、
そ
れ
は

も
う
ボ
ケ
ち
ゃ
っ
て
て
、
い
、
い
野
菜
が
で
き
な
∴
∵
ん
で
す
。

で
も
ナ
ス
も
ト
マ
ト
し
あ
る
ん
で
す
。
ナ
ス
は
き
い
斬
で
す
か
ら

年
が
ら
年
中
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
何
年
で
も
枯
れ
な
い
ん
で
、
凄

い
ん
で
す
よ
。
木
の
よ
う
に
な
る
ん
で
す
。
一
本
で
八
畳
の
部
屋
一

杯
ぐ
ら
い
に
な
る
ん
で
す
…
：
・
。
そ
れ
こ
そ
皮
と
種
ば
っ
か
し
の
カ

チ
カ
ナ
の
ナ
ス
・
…
‥
。
そ
れ
で
も
野
菜
と
い
え
ば
野
菜
で
す
か
ら
。

ト
マ
ト
は
小
さ
な
蛇
で
し
た
ね
。

そ
の
他
で
は
レ
イ
シ
と
い
う
二
ガ
ウ
リ
み
た
い
な
も
の
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
を
ゆ
で
て
食
べ
る
の
で
す
よ
、
野
菜
が
わ
り
に
原
住

民
は
…
…
。
場
合
に
よ
っ
て
は
バ
ナ
ナ
の
花
、
紫
色
の
花
び
ら
で
、

こ
れ
は
ズ
イ
キ
み
た
い
な
も
の
で
す
が
、
ス
ー
プ
に
す
る
と
お
い
し

か
っ
た
で
す
。

そ
れ
か
ら
ワ
ラ
ビ
が
あ
り
吾
し
た
か
。
ワ
ラ
ビ
は
い
ろ
ん
な
軽
由

が
あ
る
も
ん
で
す
ね
。
僚
住
民
は
ア
ジ
み
た
い
な
魚
と
一
緒
に
、
油

で
い
た
め
て
食
べ
て
ま
し
た
が
ね
。

魚
は
私
ら
も
釣
っ
た
が
、
根
拠
地
の
付
近
で
は
カ
ン
ポ
ン
（
村
）

の
連
中
も
釣
っ
た
り
し
て
ま
し
て
ね
。
そ
れ
を
買
っ
た
。
だ
か
ら
魚

は
豊
富
だ
っ
た
で
す
よ
。
そ
れ
に
ム
ナ
島
と
セ
レ
ぺ
ス
島
と
の
間
の

・
て
　
∵
淳
二
一
三
　
責
建
て
土
、
′
ノ
だ
ナ
な
、
臼
・
不
」
あ
る
の
と
同
い
し
よ

．
二
㌧
方
式
で
魚
を
捕
っ
て
い
ま
す
よ
。
魚
で
も
エ
ビ
で
も
ね
。
そ
れ

Ｊ
．
り
、
つ
ハ
ー
ト
里
を
し
た
バ
カ
ニ
と
い
っ
た
か
な
、
竹
で
編
ん
だ
能
、

そ
れ
を
海
に
放
り
こ
ん
で
お
く
と
、
勝
手
に
魚
が
入
っ
て
く
る
ん
だ

な
、
潮
に
乗
っ
て
。
こ
の
バ
カ
ニ
で
は
十
一
月
頃
に
な
る
と
大
き
な

エ
ビ
が
た
く
さ
ん
捕
れ
ま
す
よ
。
と
こ
ろ
が
、
い
く
ら
エ
ビ
が
た
く

さ
ん
踊
れ
て
も
、
原
住
は
は
余
計
に
捕
っ
て
商
売
に
し
よ
う
と
い
う

気
は
全
く
な
い
ん
だ
な
＝
…
今
は
ど
う
か
知
り
ま
せ
ん
が
、
当
時
は
ぐ

ｔ

浅
い
と
こ
に
は
ナ
マ
コ
も
多
か
っ
た
で
す
ね
。
ダ
リ
バ
ン
ス
ス
と

い
う
の
が
い
る
ん
で
す
。
タ
リ
パ
ン
と
い
う
の
は
現
地
語
で
、
ナ
マ
コ
。

ス
ス
ほ
乳
。
乳
の
よ
う
な
突
起
が
い
く
つ
も
あ
る
ナ
マ
コ
が
い
る
ん

で
す
。
こ
れ
は
私
ら
も
捕
っ
た
。
今
度
、
根
拠
地
に
帰
っ
た
ら
食
べ

よ
う
か
、
と
い
っ
て
、
適
当
な
数
を
捕
っ
て
、
腹
を
割
っ
て
中
を
出

し
て
下
し
て
お
く
。
で
、
根
拠
地
に
帰
っ
て
大
潮
で
休
み
の
時
、
ア

ヒ
ル
の
肉
と
か
キ
ク
ラ
ゲ
と
か
タ
マ
ネ
ギ
を
混
ぜ
て
料
理
す
る
ん
で

す
よ
。
そ
り
ゃ
あ
、
う
ま
い
で
す
よ
。
ダ
リ
バ
ン
ス
ス
は
‥
…
。

現
地
の
人
は
二
の
ダ
リ
パ
，
／
ス
ス
は
食
べ
ま
せ
ん
ね
。
別
の
純
増

の
ナ
マ
コ
は
そ
の
場
で
、
煮
て
す
ぐ
に
食
べ
て
ま
し
た
が
、
ク
リ
パ

ン
イ
リ
と
い
う
中
里
の
黒
い
の
は
多
か
っ
た
。
で
も
私
ら
商
売
で
あ

り
ま
せ
ん
し
、
自
分
ら
の
必
要
な
分
を
捕
る
だ
け
で
し
た
。

カ
キ
も
採
り
ま
し
た
よ
。
お
か
ず
が
な
い
か
ら
カ
キ
採
っ
て
や
れ
、

さ
あ
、
カ
キ
探
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
と
、
思
う
よ
う
に
な
く
て
ね
え
。

で
も
ｎ
分
ら
の
食
べ
る
分
く
ら
い
は
採
れ
乏
し
だ
が
、

潜
っ
て
い
て
気
を
つ
け
た
の
は
サ
メ
で
す
ね
。
サ
メ
は
多
い
ん
で

す
よ
。
煉
住
民
と
い
う
か
、
ア
ウ
ト
リ
ガ
ー
付
き
の
九
木
船
に
一
家

族
が
乗
り
こ
ん
で
、
海
の
上
で
暮
ら
し
て
い
る
バ
ジ
ョ
ー
人
と
い

う
の
が
い
ま
す
が
、
披
等
は
ナ
マ
コ
を
拾
っ
た
り
、
サ
メ
を
捕
っ
た

※
ナ
マ
コ
と
フ
カ
ヒ
レ

中
国
料
理
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
ナ
マ
コ
、
フ
刀
ヒ
レ
は
、
当
時
か
ら

こ
の
地
域
の
重
要
な
交
易
品
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
現
在
で
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。

プ
ト
ン
島
か
ら
さ
ら
に
東
部
の
地
域
、

と
く
に
ア
ル
ー
諸
島
は
、
白
蝶
貝
だ
け

で
な
く
ナ
マ
コ
や
フ
カ
ヒ
レ
漁
の
中
心

地
で
も
あ
っ
た
。
ド
ボ
が
そ
の
根
拠
地

に
な
っ
て
い
た
。

ド
ポ
や
プ
ト
ン
で
獲
れ
た
ナ
マ
コ
や

フ
カ
ヒ
レ
は
、
マ
カ
ツ
サ
ル
　
（
ウ
ジ
ュ

ン
パ
ン
タ
ン
）
　
に
集
め
ら
れ
て
中
国
へ

輸
出
さ
れ
る
。

ナ
マ
コ
や
フ
カ
ヒ
レ
は
バ
ジ
ョ
ー
人

の
手
に
よ
っ
て
獲
ら
れ
る
場
合
が
多
い

が
、
バ
ジ
ョ
ー
人
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
社

会
の
な
か
で
は
差
別
さ
れ
て
い
る
人
た

ち
で
あ
る
っ
　
彼
ら
が
漂
海
民
で
、
定
着

し
な
い
こ
と
が
登
別
さ
れ
る
理
由
の
ひ

と
つ
で
あ
る
。
生
活
レ
ベ
ル
は
交
易
品

の
お
か
げ
で
か
な
り
良
い
。
彼
ら
の
交

易
品
は
、
ナ
マ
コ
、
フ
カ
ヒ
レ
の
ほ
か

に
も
、
海
草
、
残
の
巣
、
ペ
っ
こ
う
な

ど
が
あ
る
。
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り
し
て
た
よ
う
で
す
ね
。

こ
の
あ
た
り
は
サ
メ
の
本
場
で
す
ト
㌔
　
だ
か
ら
サ
メ
の
Ｌ
Ｌ
ン
を
取

っ
て
中
層
人
に
売
り
ま
す
。
彼
ら
は
ウ
ナ
ギ
を
・
メ
の
餌
に
す
る
人

で
す
。
そ
れ
は
サ
メ
の
大
好
物
。
彼
ら
は
ウ
ナ
ギ
を
食
べ
な
い
。
我

我
日
本
人
は
好
き
だ
が
、
私
ら
ウ
ナ
ギ
は
噴
わ
な
か
っ
た
′
－
土
地
の

人
の
喰
わ
ん
も
の
は
私
ら
も
噴
わ
な
か
っ
た
。

蛍
メ
の
肉
は
食
べ
ま
す
。
だ
い
た
い
サ
メ
の
場
合
は
く
ん
製
に
こ

し
ま
す
。
ケ
ン
コ
ツ
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
に
切
っ
て
、
串
に
刺
し
て
、

火
で
あ
ぶ
つ
て
く
ん
製
に
し
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
を
海
か
ら
離
れ
た

奥
地
の
人
と
物
々
交
換
し
て
い
ま
し
ト
㌧

ｅ

パ
ジ
ョ
ー
人
も
潜
り
は
達
者
で
す
よ
。
素
潜
り
で
十
メ
ー
ト
ル
ぐ

ら
い
潜
り
ま
す
が
、
泳
ぎ
も
達
者
な
も
の
で
す
ね
。
家
の
下
は
海
だ

か
ら
。バ

∴
ン
コ
∵
－
人
が
サ
メ
に
噴
わ
れ
た
な
ん
て
？
う
の
一
口
時
々
聞
き
ま

し
た
。
だ
か
ら
私
ら
も
潜
水
版
を
着
て
い
て
も
、
よ
ほ
ど
気
を
つ
り

な
い
と
．
－
サ
メ
と
い
う
の
は
日
は
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
あ
っ
て
、
Ｕ
に

こ
′
几
定
レ
こ
二
つ
ノ
．
1
烏
る
。
あ
′
∴
な
不
細
工
な
魚
は
な
バ
わ
．
て
二
二
す
っ

パ
フ
ノ
と
鳴
っ
た
っ
て
、
目
と
ロ
グ
り
担
鮭
が
あ
る
か
・
ｈ
∴
　
と
ん
で
も

な
い
と
こ
ろ
を
噛
ん
で
み
た
り
す
る
っ
　
だ
か
ら
危
い
。

私
∴
ノ
一
Ｕ
、
今
日
の
お
か
ず
「
㌃
）
仲
努
エ
ビ
を
捕
る
と
、
誌
宇
入
れ

て
、
す
ぐ
上
に
上
げ
ち
ま
う
ユ
サ
メ
の
大
好
物
で
す
か
∴
ノ
。
上
こ
上

げ
る
の
が
耐
倒
く
さ
い
と
い
っ
て
、
腰
へ
ぶ
ら
下
げ
て
い
る
と
、
サ

メ
は
私
を
目
当
て
で
な
し
に
、
エ
ビ
を
日
当
に
す
る
っ
て
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
て
ガ
バ
ツ
と
や
・
㌧
れ
る
。
そ
う
い
う
二
と
は
日
収
初
に

気
を
つ
は
て
、
捕
っ
た
・
つ
す
ぐ
に
上
こ
上
げ
ち
ゃ
う
。

沖
縄
の
糸
満
の
大
な
ん
か
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
ず
い
ぶ
ん
や
ら

れ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
ま
あ
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
い
い
ま
す
よ
ね
。

長
い
地
中
ふ
ん
と
し
を
ぷ
ら
さ
け
て
い
れ
ば
い
い
と
か
、
あ
れ
が
い

∵
二
か
、
本
当
宗
∵
÷
一
ろ
ほ
私
・
つ
掠
る
由
一
三
の
り
三
－
せ
ん
か
、
色
．
つ

り
て
こ
つ
い
う
風
に
気
を
つ
り
て
い
ま
し
た
。

蓑
バ
ジ
ョ
・
－
人

ス
ル
二
十
葛
、
セ
レ
ぺ
ス
毒
、
パ
ン
ダ

竜
三
と
ら
邑
々
を
戸
々
と
し
な
か
ら
差

を
し
て
＝
，
る
漁
質
で
、
海
の
シ
プ
シ
・
1
」

．
毒
Ｃ
芸
濃
声
　
と
も
箪
は
れ
る

預
ら
の
居
場
所
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
マ

ノ
　
ン
「
ノ
．
ノ
∵
／
ｒ
・
ネ
シ
ア
な
ど
に
尾

し
て
い
る
か
、
彼
ら
自
身
に
は
そ
れ
ぞ

れ
の
国
の
富
民
と
い
う
意
表
は
薄
い
。

む
し
ろ
、
毒
を
突
通
の
生
活
場
所
、
竺

・
事
喝
と
す
る
バ
ジ
ョ
ー
人
と
し
て
の
連

軍
曹
の
ほ
う
か
奮
い
′
．
ス
ラ
ウ
ェ
シ
島

は
特
に
バ
ジ
ヨ
！
人
が
多
い
と
こ
ろ
．
．
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●
潜
水
病
に
か
か
る
●

ア
ラ
ブ
つ
漆
で
は
潜
水
病
で
何
百
人
と
死
ん
で
い
る
で
Ｌ
Ｊ
う
。
ダ
イ
バ
ー
は
、

金
と
命
の
史
績
で
す
か
ら
、
大
全
貰
わ
な
く
っ
ち
ゃ
◆
重
つ
と
享
り
ん
で
す
Ｊ

ダ
イ
バ
ー
は
危
険
な
仕
事
で
し
た
ね
。
私
言
が
潜
れ
る
限
度
と
い

う
の
が
、
だ
い
た
い
五
十
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
．
ｈ

十
メ
ー
ト
ル
と
い
っ
て
も
深
い
で
す
よ
。
度
に
は
十
分
ぐ
ら
い
し
か

い
ら
れ
な
い
。
も
う
日
が
変
に
な
る
。
日
が
黄
色
く
な
っ
て
何
も
見

え
な
く
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
入
金
を
貰
わ
な
く
っ
ち
ゃ
勤
ま
る
商
売

じ
ゃ
な
い
。
命
と
引
き
換
え
だ
か
ら
。

私
も
盛
り
の
境
は
棚
当
ね
、
い
い
目
は
、
月
に
六
ｃ
ｃ
円
ぐ
ら
い

に
な
り
‡
し
た
か
．
－
リ
な
あ
。
当
時
六
Ｃ
六
日
な
ん
て
い
う
と
、
大
変

で
す
よ
　
普
通
の
人
は
、
一
一
年
働
い
て
ち
稼
げ
な
い
。

1
日
分
示
∵
憂
い
っ
た
こ
あ
れ
だ
け
れ
ど
も
、
叡
め
惜
皐
二
千
円
を
、

七
　
1
．
几
年
で
堰
し
ま
し
た
の
昭
和
の
は
じ
め
で
す
か
ら
、
三
千
日
っ

て
大
変
で
す
よ
い

自
推
高
言
は
∵
ヨ
六
十
も
採
れ
れ
ば
多
い
方
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

潮
の
流
れ
、
潮
の
干
満
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
朝
か
ら
晩
ま
で
潜
れ
る

海のなかに突き出
たパジョー人部落．

泉と家を結ぶのは

彼らの足となって

いる割舟

（写真＝鶴見良行）
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『
て
∵
っ
も
・
ん
じ
ゃ
樟
ｉ
ｌ
ハ

白
鼠
貝
蒜
三
十
鎧
の
報
借
金
を
金
粗
が
出
す
わ
け
て
す
。
五
十

個
採
っ
た
と
し
て
十
五
円
で
す
よ
。
や
五
円
な
ら
給
料
の
半
月
分
で

す
。
給
料
は
基
本
給
が
三
十
円
で
す
。
い
い
時
は
ど
こ
か
の
一
流
会

社
の
社
長
よ
り
い
い
。

し
か
し
、
私
ら
に
す
れ
ば
、
そ
れ
ぐ
ら
い
貰
わ
な
く
っ
ち
ゃ
合
わ

な
い
。
ダ
イ
バ
ー
つ
て
の
は
潜
水
病
て
の
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ

か
命
に
か
か
わ
る
…
…
。

潜
水
病
は
パ
ラ
リ
ス
っ
て
い
う
ん
で
す
が
ね
。
ア
ラ
フ
ラ
海
で
は

勺
い
ぷ
ん
こ
れ
で
死
ん
で
ま
す
よ
。
ど
っ
か
で
聞
い
た
ん
だ
が
、
昭
和

「
一
年
だ
っ
た
か
な
、
上
関
人
死
ん
だ
っ
て
開
き
ま
し
た
ね
。

潜
水
病
の
他
に
は
Ｕ
Ｉ
マ
テ
キ
っ
て
い
う
病
気
も
あ
り
ま
し
た
ね
。

し
り
ゃ
あ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
言
葉
で
す
よ
。
急
性
リ
ユ
ウ
マ
ナ

」
と
思
う
ん
で
す
が
、
そ
れ
で
関
節
に
く
る
。
こ
り
ゃ
あ
、
痛
い
で

ツ
ト
㌔
　
あ
あ
い
う
と
こ
ろ
だ
か
ら
薬
が
な
い
わ
け
で
す
。
で
、
旨
か

リ
の
督
し
て
し
ょ
う
が
、
フ
ラ
イ
パ
ン
で
塩
を
熱
し
て
そ
れ
を
パ
ナ

ノ
の
紫
に
包
ん
で
痛
い
箇
所
に
当
て
る
。
い
や
あ
－
、
こ
れ
は
悲
鳴

Ｉ
ｂ
あ
け
る
く
ら
い
熱
い
。
で
、
今
度
は
熱
い
の
と
揃
い
の
で
、
あ
ん

∴
　
も
う
た
ま
ら
ん
で
す
よ
。
そ
れ
で
も
夕
方
に
ロ
ー
マ
テ
キ
に
か

ら
て
も
、
翌
日
に
は
痛
い
の
は
清
り
ま
す
。
ゲ
ツ
ソ
リ
痩
せ
ま
す

ど
ね
…
・
。

豆
ど
、
パ
ラ
リ
ス
は
そ
う
は
い
か
な
い
。
こ
れ
に
は
私
も
か
か
り

し
た
。
も
う
死
に
そ
こ
な
っ
た
ん
で
す
よ
。
こ
れ
で
私
は
誰
か
代

の
ダ
イ
バ
ー
が
き
た
ら
、
ダ
イ
バ
ー
を
辞
め
よ
う
と
決
心
し
た
ん

可
か
ら
。
そ
れ
で
会
社
に
申
し
出
て
、
後
で
辞
め
ま
し
た
。

潜
水
病
に
か
か
っ
た
の
は
ダ
イ
バ
ー
を
は
じ
め
て
生
　
し
ハ
年
た
1

頃
だ
っ
た
で
す
ね
。
九
円
で
し
た
か
、
マ
ン
チ
ャ
Ｄ
ツ
わ
の
深
い

舟
で
。
深
く
革
蒜
　
と
か
か
り
左
大
か
ら
、
四
十
上
里
Ｔ
で

ト
ル
ぐ
ら
い
じ
ゃ
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
で
何
回
か
潜
っ
て
白
蝶
貝
を
国
事
．
九
個
拾
っ
た
ん
で
す
よ
。

あ
あ
、
も
う
五
個
拾
え
ば
九
十
個
に
な
る
な
あ
ト
　
と
、
じ
ゃ
あ
、

俺
も
う
ー
河
潜
っ
て
も
う
一
つ
始
っ
た
・
り
Ｌ
Ｌ
が
る
か
ら
な
あ
ー
て
、

潜
っ
た
。
お
鹿
の
一
時
叫
だ
っ
た
か
な
あ
、
ご
飯
食
べ
て
か
ら
だ
か
ら
。

そ
れ
で
潜
っ
て
ね
、
上
が
る
時
は
引
っ
張
り
上
げ
て
も
ら
う
の
で

す
が
、
二
ト
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
と
こ
ま
で
上
っ
て
き
て
、
い
っ
た

ん
止
ま
り
、
そ
こ
で
二
十
分
く
・
り
い
ぶ
ら
さ
が
っ
て
い
る
。
体
を
水

圧
に
順
応
さ
セ
る
ん
で
す
。
そ
し
て
次
は
十
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
ま
で

Ｌ
Ｌ
が
っ
て
、
そ
こ
で
ま
た
「
分
休
む
。

そ
の
Ｌ
－
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
と
こ
Ａ
で
き
た
ら
、
気
分
が
悪
く
な

っ
て
ね
え
Ｉ
に
　
こ
り
ゃ
あ
、
パ
ラ
リ
ス
が
き
た
な
Ｉ
、
と
思
っ
て
た

ら
、
土
ま
で
引
き
上
げ
∴
言
㌣
『
　
そ
こ
で
意
識
不
明
に
な
っ
た
ん
で

」
ソ
よ
。

船
の
ト
の
者
は
、
「
あ
っ
、
こ
り
ゃ
あ
、
変
だ
ぞ
ｈ
 
Ｌ
こ
い
う
の
で
、

ま
た
下
に
峰
ろ
し
た
人
∵
し
ゃ
ハ
∵
い
で
汀
二
㌢
　
で
、
ハ
ツ
と
気
が
つ
い

た
ら
、
あ
た
り
は
鬼
晴
な
ん
で
す
よ
。
で
、
な
ん
せ
塞
／
、
て
、
冷
た

い
で
す
か
ら
ね
え
、
長
く
海
に
晶
さ
れ
て
い
る
と
、
海
水
が
ド
レ
ス

の
中
に
し
み
込
み
ま
す
か
・
∴
　
で
、
ト
へ
上
が
る
合
図
を
し
た
ん
で

す
。
上
っ
た
ら
夜
の
七
時
頃
で
し
た
か
ら
、
六
時
間
ぐ
ら
い
吊
ユ
ー
れ

Ｃ
い
た
ん
で
す
か
ね
。

船
上
に
は
他
の
日
本
人
ダ
イ
バ
ー
ー
が
駆
け
つ
け
て
き
て
い
ま
し
て
、

彼
が
私
の
ガ
ラ
ス
を
取
っ
∴
㌦
ｌ
　
だ
が
、
ま
だ
駄
Ｈ
だ
、
て
ん
で
、
ま

た
ガ
ラ
ス
や
っ
て
、
ポ
ー
、
／
と
海
に
放
り
こ
ま
れ
た
。
そ
れ
で
十
ｌ
一

時
頃
ま
で
海
の
中
に
揺
さ
の
∵
し
ま
し
た
か
ね
。
ど
う
に
も
冷
た
く
っ

て
し
ょ
う
が
な
い
か
ら
、
上
に
合
川
し
た
ん
で
す
よ
。
今
度
は
大
丈

●
露
教
真
珠
饗
確
試
験
場
●

プ
ト
ン
鳥
に
あ
っ
た
三
菱
の
衷
蛛
養

殖
場
は
当
時
の
名
称
で
は
「
風
教
真
珠

養
殖
試
験
場
し
　
て
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で

は
、
島
の
今
日
の
呼
び
万
に
順
し
て
ブ

ト
ン
と
し
て
い
る
。

大
正
十
一
年
、
認
可
を
得
て
養
殖
試

堰
場
を
発
足
さ
せ
た
後
の
　
「
ブ
ト
ン
養

殖
試
験
場
し
の
歴
史
を
唐
崎
に
記
す
。

大
正
十
四
年
、
半
円
桑
珠
の
墜
落
開
始
。

昭
和
二
年
、
出
門
貴
珠
養
殖
技
術
確
立
。

昭
和
七
年
、
独
立
採
算
が
可
盛
と
な
る

三
菱
本
社
出
資
の
下
に
、
果
京
に
販
売

会
社
「
南
洋
員
蛛
（
株
「
∴
資
本
金
三

十
万
円
、
代
表
取
締
役
伊
藤
信
愛
氏
）

と
、
生
産
会
現
と
し
て
∞
Ｏ
ｅ
｛
0
コ
Ｐ
等
一

口
0
・
「
昆
（
本
店
ス
ラ
バ
ヤ
・
妾
殖
瑞
ブ

ト
ン
、
取
締
役
小
川
平
三
氏
、
三
菱
商

事
ス
ラ
バ
ヤ
丑
旦
車
「
き
軍
軍

昭
和
十
年
、
．
牟
仕
組
十
六
パ
ラ
オ
で
試

験
的
ｌ
こ
養
殖
閻
埠
　
パ
ラ
オ
群
島
コ
ロ

ー
ル
島
に
南
洋
真
珠
　
（
棟
）
　
の
蚕
殖
鳩

詣
盲
最
長
棟
木
亜
畢
　
歳
術
孝
石
川

仏
平
、
柏
瓜
沖
∴
な
ど
）
シ

亀
舵
十
六
年
、
閉
轍
に
こ
よ
り
プ
ト
ン
慈

姑
場
の
職
員
、
4
－
ス
ト
ラ
リ
ア
に
抑

留
さ
れ
る
。
パ
．
ノ
4
の
養
殖
場
で
は
、

職
員
の
引
揚
げ
始
ま
・
笠

ヨ‡



夫
で
し
た
が
‥
‥
‥
そ
う
い
う
経
験
が
あ
る
ん
で
す
ト
㌔

そ
れ
で
ゼ
ロ
は
ケ
ロ
ッ
・
、
・
ｌ
と
、
レ
二
∵
三
具
合
予
∴
∵
∵
㍉
・
な
．
∵
二
－

す
ね
。
翌
日
も
や
っ
ぱ
り
体
が
痛
／
、
、
ど
こ
か
重
く
て
、
全
体
的
に

動
作
が
鈍
い
と
い
う
か
、
動
か
せ
ま
せ
′
仕
で
し
一
－
∵
わ
。

潜
水
病
に
な
っ
て
も
宴
外
周
閲
は
驚
き
ま
せ
ん
中
　
で
も
、
例
え

ば
ロ
ー
マ
テ
キ
で
爛
節
や
ら
れ
た
時
な
′
几
か
、
皆
が
笑
っ
て
い
ま
す

ｌ

－

ん

ハ

よ
。
「
お
前
、
金
鱈
に
喰
ら
い
つ
か
れ
た
ん
だ
∵
　
「
て
。
閥
乱
に
お
金

が
喰
ら
い
つ
い
た
ん
だ
、
と
い
う
で
す
ね
。

実
際
ダ
イ
バ
ー
は
お
金
と
体
や
命
の
交
換
で
や
っ
て
ま
す
か
ら
ね

何
の
教
育
の
な
い
者
で
も
、
す
ご
い
お
金
禄
が
で
き
る
。
刊
え
ば
そ

の
稿
気
・
ヲ
り
っ
た
鴫
は
〓
‥
を
五
十
個
拾
っ
た
。
と
い
う
二
と
は
オ
ラ

ン
ダ
の
お
金
で
十
五
ギ
ル
ダ
ー
の
報
償
金
に
な
っ
た
‥
‥
‥
、
て
こ
と

は
、
当
時
の
為
拝
レ
ー
ト
で
日
本
円
に
換
え
る
と
二
ト
四
ぐ
、
つ
い
…
。

一
日
で
二
「
円
で
す
よ
。
当
時
、
普
通
の
人
は
∵
日
射
言
て
一
門

か
二
間
云
∵
丁
数
の
時
代
で
す
よ
Ｌ
　
だ
か
・
リ
、
「
金
鱈
が
喩
ら
い
つ
．
∵
∵

な
ん
て
い
わ
れ
る
。
で
も
、
潜
水
病
の
叫
は
笑
つ
イ
「
り
㌫
ま
せ
ん

大
仰
が
危
な
い
ー
ん
で
す
か
ら
。
霊
水
病
で
ア
ラ
ブ
ラ
海
で
Ｈ
何
付
人
±

‘

死
ん
で
い
る
ん
で
す
か
ら
な
あ
、
不
キ
じ
ゃ
な
あ
、
昔
は
・
‥
・
‥
∵

ア
ラ
フ
ラ
海
で
潜
っ
て
い
た
人
は
紀
州
の
人
が
多
か
っ
た
ん
で
す

ね
。
事
故
で
死
ぬ
と
い
う
の
は
二
十
五
歳
ぐ
ら
い
ま
で
で
、
そ
の
辺

が
一
番
危
い
。
元
気
が
い
い
、
体
力
が
あ
る
か
ら
無
理
を
す
る
。
無

理
を
し
て
も
白
状
州
の
力
に
は
か
な
わ
な
い
。
そ
れ
て
死
ん
で
し
ま
う
。

そ
れ
を
也
え
る
と
、
人
間
慢
ず
る
く
な
る
。
よ
く
コ
ツ
を
知
っ
て

い
る
と
い
う
で
し
ょ
う
。
コ
ツ
を
知
っ
て
く
る
わ
け
で
う
。
あ
っ
、

こ
れ
は
変
だ
な
、
こ
れ
は
あ
か
ん
、
こ
れ
は
や
め
よ
う
っ
て
。
何
と

な
く
予
感
が
働
く
人
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
二
十
五
ま
で
の
ヤ
ツ
は
第

六
感
な
ん
か
働
か
な
い
で
す
か
ら
、
あ
る
の
は
元
気
だ
け
だ
。

う
ち
の
会
社
で
〓
事
故
∴
あ
り
ま
セ
′
八
．
し
　
そ
′
莞
▲
無
理
Ｌ
至
言
言

！
、
一
と
∴
／
ｉ
二
が
や
一
・
！
－
′
‥
・
．
こ
、
三
菱
と
，
三
グ
ろ
う
ノ
バ
‥
≠
ん
・
て

ん
な
変
左
、
翫
コ
カ
し
　
思
い
り
勺
る
左
と
。

華
／
∵
1
示
∴
ｌ
二
∵
　
左
川
誉
呈
∵
言
÷
・
了
′
ｌ
　
大
・
曜
晶
の
ダ
千
一
日

の
親
方
は
外
人
で
し
・
す
う
い
　
外
人
だ
か
、
？
そ
う
い
う
管
理
は
し
な
い
っ

た
た
ポ
ー
ト
を
や
っ
て
、
食
も
や
っ
て
∵
道
埠
を
や
っ
て
、
貝
を
互

ら
す
た
け
。
あ
と
は
知
っ
た
こ
と
じ
ゃ
な
い
。
人
の
管
理
な
ん
て
一
Ｕ

の
は
や
り
ま
せ
ん
か
∴
∵

私
た
ち
ダ
イ
バ
ー
号
粍
表
し
た
ら
盟
．
右
ま
け
γ
．
－
か
・
？
ね
。
無
茶
な

迫
け
り
∵
し
な
い
ん
で
す
ヰ
Ｖ
　
鈷
抱
打
ち
に
山
了
言
っ
て
も
、
装
備
Ｈ

き
ち
人
と
し
て
ほ
我
し
々
∴
‥
よ
う
に
、
そ
れ
は
翻
心
の
注
意
を
し
ま

し
た
よ
。

病
気
と
い
う
の
も
あ
ま
り
し
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。
私
接
医
者
で
な

い
カ
ｌ
ら
知
り
ま
せ
ん
が
．
伝
染
病
に
も
か
か
り
ま
せ
ん
て
し
だ
－
多

分
、
人
の
吏
中
高
が
全
ノ
＼
と
＝
っ
て
い
い
ほ
ど
な
い
か
ら
、
菌
が
移
「
．

二
二
左
し
∴
手
；
あ
な
い
て
す
か
。
コ
レ
ラ
な
ん
て
の
も
、
今
は
、

外
層
仁
汀
二
し
．
Ｈ
も
∴
一
ノ
て
き
て
ま
す
か
、
私
ら
は
そ
ん
な
こ
レ
一
Ｈ

左
か
っ
た
ハ

た
だ
怖
い
・
無
袖
Ｊ
レ
言
ノ
！
二
　
「
ヰ
1
謡
瘍
「
ポ
ッ
ｌ
・
レ
丈
が

開
い
て
き
ま
し
て
、
体
力
の
弱
い
左
は
、
熱
ｔ
出
た
り
し
て
大
変
こ

し
た
。
‥
虻
に
二
潰
瘍
が
で
き
ろ
人
て
す
　
会
仕
の
世
1
人
檀
中
二
か
ず

・
り
っ
た
人
も
い
ま
す
．

マ
ラ
リ
ア
は
風
土
病
で
す
か
ら
、
二
代
は
し
チ
リ
が
な
い
．
．
㌫
Ｈ

行
っ
た
翌
年
に
か
か
り
ま
し
た
。
あ
る
時
、
も
の
凄
ノ
＼
熱
い
ん
で
す

上
∵
‥
‥
・
体
が
。
ら
う
、
授
け
る
は
と
熱
ノ
＼
て
、
し
か
し
意
識
は
し
っ

か
り
し
て
い
る
ん
こ
す
ぐ
　
で
、
お
か
し
．
い
な
と
思
っ
て
休
㍊
計
で
計

っ
て
み
た
ら
、
ｌ
叫
十
一
度
か
一
ふ
実
あ
っ
た
。
そ
こ
で
キ
ニ
ー
ネ
鉄
ん

アルー諸島のドポに残る元ダイバーの

墓石。和歌山県東牟婁怒大島と読める

30

敷
日
本
人
ダ
イ
バ
ー
の
死
亡
者
数

と
元
雲
号
て
Ｆ
一
Ｊ
Ｌ
二
ヨ
ネ
Ｉ
の
㌫
Ｊ

靖
諾
さ
れ
た
だ
け
で
五
二
五
名
に
達
す

る
∵
」
の
っ
ら
、
三
二
昔
名
は
和
歌
山

（
紀
州
）
山
目
鼻
の
人
た
ち
だ
っ
た
、
粛
軍

島
を
含
Ｌ
ト
レ
ス
海
峡
諸
島
に
お
け
る

ヨ
オ
人
死
亡
款
を
環
軌
に
示
す
と
左
の

表
の
よ
う
に
な
る
、

ｌＡ

＿　 一　 一　 一　 一　 一　 一　 一ｕ一　九　 一　 一　 一 年 ｉ
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だ
ん
で
す
。
キ
ニ
ー
ネ
は
会
社
か
ら
皆
に
支
給
さ
れ
て
い
た
。
あ
れ

飲
む
と
胃
を
侵
さ
れ
る
ん
で
ね
。
で
も
マ
ラ
リ
ア
に
か
か
る
と
、
飲

ま
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
す
る
と
適
当
な
時
期
に
治
り
ま
す
か
ら
。

そ
れ
か
ら
す
っ
ー
と
三
年
間
は
マ
ラ
リ
ア
に
か
か
ら
な
か
っ
た
。

体
力
が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。
「
強
い
／
し
　
っ
て
、
皆
に
驚
か
れ
た
ん
で

す
わ
。
さ
あ
、
三
年
た
っ
た
ら
今
度
は
チ
ョ
イ
チ
ョ
イ
か
か
っ
た
。

だ
か
ら
マ
ラ
リ
ア
は
私
ら
病
気
だ
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
か
か

っ
た
ら
キ
ニ
ー
ネ
飲
む
か
、
つ
て
な
も
の
で
す
よ
。

急
性
肺
炎
は
チ
ョ
イ
チ
ョ
イ
あ
り
ま
し
た
ね
。
肺
炎
は
そ
れ
こ
そ

あ
っ
と
い
う
間
に
死
ん
じ
ゃ
う
。
と
こ
ろ
が
我
々
日
、
い
く
ら
か
抵

抗
力
が
あ
る
か
ら
、
か
か
ら
な
い
。
向
こ
う
の
言
葉
で
「
サ
キ
ッ
サ
ブ

ラ
」
と
い
う
ん
で
す
が
ね
。
批
抗
力
の
な
い
現
地
の
人
は
か
か
っ
て

い
ま
し
た
が
わ
。
で
、
さ
っ
き
ま
で
元
気
だ
っ
た
の
に
、
家
に
帰
っ

ｒ
∴
　
ア
レ
ッ
レ
」
い
う
間
に
死
ん
じ
ゃ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ね
。

私
は
品
行
方
正
だ
っ
た
か
ら
、
桝
の
病
気
に
も
か
か
ら
な
い
。
だ
．

か
ら
病
気
な
ん
か
、
ほ
と
ん
ど
し
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。
何
年
た
っ

た
っ
て
ｌ
司
じ
人
の
碩
し
か
見
て
な
い
。
だ
か
ら
伝
梁
病
己
は
か
か
ら

な
い
。
で
も
、
浦
島
太
郎
に
な
る
ん
で
す
よ
。
根
拠
地
の
ダ
ン
プ
ー

ナ
だ
け
で
ｕ
左
い
で
す
よ
し
　
け
都
の
バ
ウ
バ
リ
だ
っ
て
定
期
船
が
寄

る
の
は
三
週
間
「
二
回
で
し
ょ
う
。
で
、
他
所
か
ら
来
る
の
は
、
ブ

ギ
ス
㌧
の
船
が
変
私
に
来
る
ぐ
、
り
い
て
し
た
か
ら
ね
…
・
。

（
木
曜
巳
で
死
亡
し
た
日
本
人
数
五
二

五
名
と
表
の
合
計
数
五
と
一
名
は
異
な

る
が
、
こ
れ
は
調
奪
者
が
異
な
る
こ
と

に
よ
る
′
　
な
お
、
出
典
は
大
島
套
二
編

『
ト
レ
ス
海
峡
の
人
々
Ｌ
古
今
書
院
、

昭
和
五
八
年
）

●
真
珠
の
育
つ
海
●

養
殖
に
適
し
た
串
は
大
意
な
ら
ふ
1
八
、
九
最
。
摂
な
ら
生
ま
れ
て
三
、
四
年
6
…
…

舷
十
八
、
番
茶
も
此
花
と
い
う
ふ
う
に
な
っ
た
ら
手
術
守
る
ん
で
す

私
ら
の
〓
蝶
Ｈ
の
採
集
は
、
貝
を
殺
さ
な
い
、
養
殖
す
る
と
い
う

こ
と
で
、
オ
ラ
ン
ダ
政
府
か
ら
許
可
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
。
日
本

で
も
そ
う
で
す
が
、
ア
ワ
ビ
の
小
さ
い
、
寸
セ
ン
ナ
以
下
は
採
っ
て

は
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

白
蝶
田
∵
も
同
じ
で
原
則
と
し
て
は
採
っ
て
は
い
け
な
い
‘
け
れ
ど
、

我
々
は
貝
を
殺
さ
ず
養
殖
す
る
と
い
う
条
件
で
、
小
さ
い
の
も
掠
っ

て
い
い
。
こ
う
い
う
意
味
で
許
可
に
な
っ
て
い
た
。
・
ｂ
Ｌ
、
聴
仕
付

が
潜
っ
て
抹
る
ん
で
し
た
ら
Ｔ
セ
ン
チ
以
ト
は
い
り
な
い
。

で
採
っ
て
き
た
貝
は
根
拠
地
の
養
殖
場
に
持
っ
て
き
ま
寸
云
㌦
　
ネ

ト

う
す
る
と
負
を
採
っ
た
海
と
、
養
殖
場
は
、
海
の
粂
件
が
違
う
の
で
、

貝
を
養
殖
場
の
海
で
慣
ら
す
わ
け
で
す
。
海
底
の
条
件
、
潮
の
沈
机
も

追
い
ま
す
か
㌧
ね
。
情
言
豆
と
∴
∴
∵
ｕ
十
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
の
ほ
い

海
で
す
。
養
姉
場
自
体
〓
－
ノ
ｈ
ノ
ー
ト
ル
ぐ
・
Ｌ
Ｊ
い
の
深
さ
で
す
が
ね
、

，

そ
う
し
て
椚
ｌ
り
し
て
日
の
体
山
を
つ
け
て
か
ら
、
今
度
は
互
珠
に

ｔな
る
核
を
Ｈ
の
小
に
入
力
Ｃ
、
枚
養
と
い
う
ん
で
す
か
、
海
の
中
に

入
れ
て
お
宅
∵
よ
す
。

枝
を
人
有
る
の
は
丼
了
∵
早
お
話
し
し
た
に
う
に
ハ
「
和
鳥
の
菅
原
さ

ん
で
し
た
。
州
か
ら
夕
方
Ｊ
で
、
避
地
場
の
桟
橋
の
先
で
や
っ
て
い

ま
し
た
ね
い
白
蝶
貝
の
柁
入
れ
目
、
私
は
細
当
じ
ゃ
な
い
か
ら
評
し

く
は
加
＝
ら
な
い
。
と
い
う
Ｊ
り
秘
密
で
す
か
ら
。
り
と
つ
の
白
蝶
机

に
核
は
三
「
′
＼
・
り
い
入
れ
ろ
ん
じ
中
な
い
で
し
ょ
う
か
．

、
巨
の
ど
こ

に
入
れ
る
の
か
、
両
腕
の
中
で
し
よ
う
け
ど
、
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
く

脊椎塙に働く人びとの

娯楽には鹿狩りや玉突

きがあったｒ　鹿肉は粟

貴な食積でもあった

楽
養
殖
糞
珠
の
観

梅
殖
莫
螺
の
核
に
二
は
ア
メ
リ
カ
の
ミ

シ
シ
ッ
ピ
ー
川
に
産
す
る
、
ミ
シ
シ
ッ

ピ
ー
ド
ブ
ガ
イ
、
ビ
ッ
グ
ト
つ
、
一
一
ガ

ー
ヘ
ッ
ド
な
ど
と
俗
挿
さ
れ
る
、
殻
の

厚
み
が
ｌ
 
ｌ
ミ
リ
～
一
丁
・
ミ
リ
ｌ
こ
漣
す

る
イ
シ
〃
イ
期
ド
プ
ガ
イ
重
科
の
二
枚

貝
の
蔵
が
用
い
ら
れ
た
．

ｊＩ



槻
／
、
閉
じ
た
日
の
目
を
ど
う
し
て
聞
か
せ
た
か
と
い
う
と
、
無
理

に
こ
じ
開
け
る
よ
う
な
こ
と
は
し
誅
せ
ん
キ
「
開
け
よ
う
た
っ
て
開

′
＼
も
の
で
は
な
い
。
Ｕ
を
闇
∵
し
る
力
は
凄
い
も
の
で
す
よ
。
指
な
ん

か
つ
ぶ
れ
て
し
ま
う
。
坂
井
存
助
さ
ん
な
ん
か
、
指
の
先
が
二
本
ぐ

ら
い
が
つ
ぶ
れ
て
ま
し
た
か
ら
ね
ｌ
ン
負
に
噛
ま
れ
た
人
で
す
よ
じ

人
き
な
鞄
に
ね
、
自
‥
を
立
て
て
お
く
ん
で
寸
よ
。
そ
う
す
る
と
、

バ
ア
ツ
ー
と
〓
炊
画
に
口
を
開
け
ま
す
か
ら
。
そ
し
た
・
ｈ
襖
を
バ
ク
ッ

と
入
れ
て
お
く
ん
で
可
。
そ
う
や
っ
て
手
術
す
る
も

接
は
小
豆
つ
ぷ
く
ら
い
の
も
の
で
し
た
。
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
の
、
、
、

シ
シ
ソ
ピ
ー
川
の
貝
を
輸
Ｈ
大
し
て
、
日
本
で
九
ノ
＼
加
⊥
す
る
ん
で
す
い

カ
キ
と
同
じ
よ
う
に
二
枚
貝
で
す
。
そ
し
て
、
蛍
が
癌
い
ん
で
す
。

厚
く
な
い
と
丸
味
が
出
ま
せ
ん
か
ら
。
そ
れ
が
高
価
な
お
珠
に
な
る

ん
で
す
か
ら
ね
。

橡
を
入
れ
て
海
に
入
れ
る
レ
∴
今
度
あ
げ
る
の
は
∴
ケ
日
日
後
で
す
。

そ
れ
で
三
ケ
日
〓
た
っ
た
ら
一
度
あ
げ
て
み
て
、
枝
が
入
っ
て
い
る
か

調
べ
て
、
入
っ
て
な
け
れ
ば
、
ま
た
枝
を
・
へ
れ
る
。
吐
‥
さ
出
す
Ｈ
∵
も

あ
り
ま
マ
か
ら
わ
。
入
っ
て
い
れ
ば
そ
の
ま
ま
海
に
人
山
放
弄
し
て
、

丑
∵
だ
二
号
月
。

三
ケ
月
毎
に
上
げ
て
調
べ
る
人
で
す
。
具
の
旧
り
に
も
い
ろ
ん
な

も
の
が
付
い
て
き
ま
す
か
ら
、
呼
吸
し
易
い
よ
う
に
き
れ
い
に
と
っ

て
、
臆
も
且
の
成
長
に
応
じ
て
大
き
い
の
に
変
え
る
ん
で
す
ね
。

二
国
は
ど
し
け
る
と
、
い
い
七
が
で
き
る
か
ど
う
カ
　
だ
い
た
い

見
当
か
つ
き
よ
う
Ｏ
 
Ｔ
術
づ
る
八
の
腕
に
よ
っ
て
Ｌ
Ｌ
ｆ
下
手
が
あ
り

ま
す
が
。
骨
隙
さ
ん
っ
て
い
う
人
は
、
上
手
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
首

バ
ー
セ
、
／
ト
つ
て
い
う
の
は
無
理
で
す
。
貝
に
も
よ
日
ソ
ま
す
し
ね
。

鞋
珠
の
養
殖
に
過
し
た
負
っ
て
い
う
と
、
そ
う
で
つ
ね
、
人
間
で

い
う
と
・
十
八
、
九
歳
ぐ
ら
い
が
一
番
い
い
で
す
ね
。
貝
な
ら
三
、

アルー諸島のドポの近くにある異珠養殖場∴　アルー海域で採られた

白蝶貝は、養殖場の水に慣らすために写集のように吊されている
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ｂ

白蝶貝の成長につれて、養殖用の能を大きいものに取り

換えた。そのときには労働者が総出してこれを行なった

プトン養殖場で生産された真珠。真

珠になるには3年から4年かかった

の
39



四
年
ぐ
ら
い
の
も
の
で
し
ょ
う
か
ね
。
ダ
イ
バ
ー
は
垣
の
大
小
を
構

わ
ず
採
る
。
そ
れ
を
養
殖
場
で
生
か
し
て
お
い
て
、
壊
十
八
、
番
茶

も
出
花
と
い
う
風
に
な
っ
牢
ら
、
手
術
す
る
わ
け
で
す
。
夫
さ
さ
で

い
う
と
二
十
セ
ン
チ
く
ら
い
で
す
わ
な
、
レ
一
思
い
ま
す
が
。

ま
あ
、
そ
う
し
て
火
事
に
し
て
、
上
手
な
人
が
手
備
守
る
と
、
丘

餉
や
っ
て
三
ケ
月
後
に
軋
ぬ
の
は
五
触
以
内
じ
ゃ
な
か
っ
た
で
し
ょ

う
か
。
下
手
な
人
は
二
Ｓ
十
他
も
三
十
個
も
殺
し
ま
す
。

そ
れ
で
ど
の
よ
う
に
し
て
海
に
入
れ
て
お
／
＼
か
と
い
い
ま
す
と
、

・
海
底
に
五
メ
ー
ト
ル
の
良
さ
で
六
番
親
ノ
＼
ら
い
の
針
金
を
張
っ
て
お

く
わ
け
で
す
。
針
金
の
両
端
に
は
セ
メ
ン
ト
の
重
り
を
つ
け
て
沈
め

て
お
ノ
＼
ん
で
す
。
そ
れ
に
六
個
の
母
乳
示
入
れ
た
寵
を
し
は
り
つ
け

て
お
く
ん
で
す
。
こ
う
、
常
に
新
し
い
欄
が
泡
に
当
た
る
よ
う
に
、

う
ま
く
配
置
し
て
ね
。
何
個
の
為
を
し
は
る
の
か
は
知
り
ま
せ
ん
む

私
の
姐
当
じ
ゃ
な
い
か
ら
。
で
も
相
当
つ
け
て
あ
り
ま
す
わ
い

こ
の
蝉
真
を
沈
め
て
い
る
海
は
養
殖
場
の
前
の
海
で
す
が
、
音
標

は
立
て
て
ま
せ
ん
。
験
が
あ
る
っ
て
こ
と
を
知
ら
せ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
か
ら
。
増
山
る
者
と
て
な
い
の
で
す
が
、
要
心
し
て
る
ん
で
す
。

余
談
に
な
り
ま
す
が
、
‖
堆
Ｈ
の
貝
柱
は
お
い
し
い
ん
で
す
よ
。

原
住
民
も
食
べ
て
る
で
し
ょ
う
ね
も
　
こ
の
玖
住
を
天
ぷ
ら
に
し
て
ご

ら
ん
な
さ
い
．
－
も
う
、
こ
た
え
ら
れ
な
い
。
立
派
な
自
在
手
す
か
ら

ね
。
あ
ん
ま
り
お
い
し
ん
で
、
会
社
で
は
、
滅
多
に
私
ら
に
は
良
事

に
出
さ
な
い
。
妄
り
に
食
べ
さ
せ
る
と
味
を
し
め
て
、
良
べ
た
が
る

か
ら
…
…
。

そ
れ
で
．
核
い
れ
て
海
に
淀
め
て
か
ら
的
ニ
ー
四
年
て
真
珠
か
で

き
ま
す
。
そ
う
し
ま
す
と
、
貞
雄
た
り
を
取
り
出
し
て
、
そ
の
貝
に

ま
た
核
を
入
れ
て
養
殖
す
る
ん
で
す
．
－
日
本
の
ア
コ
ヤ
Ｈ
へ
だ
と
、
そ

ん
な
手
の
か
か
る
こ
と
を
し
て
い
た
ら
商
売
に
な
ら
な
い
。
真
珠
も

小
さ
い
で
召
し
ね
。
ま
た
、
そ
ん
な
こ
と
し
な
／
、
と
も
、
‥
吋
日
∵
勺
ト

く
さ
ん
あ
り
ま
す
か
ら
も
　
ア
コ
ヤ
貝
は
色
ｒ
を
一
入
れ
て
、
開
い
て
、

い
わ
ば
殺
し
て
真
珠
を
取
り
出
す
ん
で
す
な
。

ｎ
喋
Ｈ
は
そ
う
じ
ゃ
な
．
∵
　
龍
に
こ
立
て
て
お
き
ま
す
．
二
．
プ
ワ
ツ

ー
と
口
を
間
け
ま
す
わ
な
。
そ
こ
へ
楔
を
バ
ツ
と
入
れ
る
。
そ
れ
で

中
の
真
珠
を
出
主
て
、
ま
だ
明
な
核
を
も
れ
て
、
楔
を
抜
い
て
．
ま

た
故
養
す
る
う
　
だ
か
ら
旦
り
投
さ
な
い
。
異
の
方
で
死
ぬ
の
は
仕
方

な
∴
‥
で
す
よ
む
　
だ
け
羊
箪
意
に
は
殺
し
ま
せ
ん
。

で
も
′
Ｈ
蝶
貝
を
養
殖
に
使
え
る
の
は
、
せ
い
ぜ
い
二
回
ぐ
ら
い
て

し
仁
う
二
二
向
日
ぐ
ら
い
「
∵
ぢ
り
阜
マ
レ
∴
　
成
長
が
鈍
り
ｆ
す
か
－
つ
。

眩
仁
か
鈍
る
っ
て
二
と
は
、
輿
は
大
き
ノ
＼
今
上
㌧
い
の
に
、
…
寂
ぽ
っ

か
り
卑
／
ヽ
な
る
ん
で
す
ー
こ
う
い
う
老
輿
に
桂
を
入
れ
て
ら
貞
珠
の

故
に
か
価
い
わ
け
で
す
よ
。

’

て
き
た
真
珠
は
こ
ち
、
つ
で
選
別
し
て
日
本
に
沃
ろ
人
で
す
。
そ
れ

イ
二
部
に
パ
リ
の
三
菱
商
事
に
送
っ
た
か
も
知
れ
ま
セ
ん
わ
っ
　
〓
∵
の

中
に
宣
天
然
庄
珠
を
抱
い
て
い
る
も
の
が
あ
る
わ
け
で
す
よ
ね
ぐ
　
太

一
イ
リ
小
な
り
：
＝
・
㌦
　
そ
の
中
の
丸
い
、
い
い
も
の
を
骸
に
し
て
具
に

人
生
ゝ
、
よ
り
よ
い
貞
粗
を
作
ろ
う
と
し
た
ん
で
す
よ
ね
。
そ
う
し

た
一
頭
り
り
パ
リ
に
送
っ
た
ら
ん
じ
ゃ
な
∴
∵
で
し
“
ナ
つ
か
Ｇ

Ｊ
㍉
豆
ど
、
漣
と
ん
ど
の
真
珠
は
草
本
に
送
っ
て
い
だ
　
そ
し
て
、

日
を
て
Ｊ
そ
星
を
再
選
別
し
て
、
そ
れ
で
敗
売
し
た
ん
で
し
ょ
う
。

で
も
、
今
の
よ
う
に
装
飾
品
を
猫
も
杓
子
も
、
と
い
う
晴
代
じ
ゃ
な

い
で
す
か
ら
思
う
よ
う
に
は
い
か
な
か
っ
た
ん
で
し
ょ
う
…
・
。
接

こ
曇
㌢
′
内
∴
あ
っ
た
南
洋
真
珠
株
式
全
杜
が
坑
夫
し
た
よ
う
こ
す

よ
。
三
菱
商
事
は
ご
承
知
の
と
お
り
、
真
珠
は
っ
か
リ
扱
っ
て
い
る

訳
で
も
専
門
で
も
な
い
。
そ
れ
で
屯
完
の
方
は
あ
ん
ま
り
う
よ
／
＼
Ｌ
ｌ

か
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
よ
…
・

※
プ
ト
ン
島
の
真
珠
生
産
量

7
ト
ン
鳥
及
び
バ
ラ
丁
鼠
で
の
頁
誅

主
産
蚤
は
以
下
の
表
の
よ
う
・
で
あ
っ
た
．

顛
　
バ
ラ
す
ら
で
の
彙
浅
香
廃
止
．
7

ト
ン
島
て
の
彙
珠
養
殖
の
成
功
に
よ
り
、

狛
づ
棺
十
年
に
三
華
へ
日
再
会
た
が
一
七
番
し

て
、
萬
洋
真
珠
　
ｌ
、
碩
）
　
を
設
立
し
、
竃

姫
場
章
設
置
し
ナ
ｌ
一
も
の
。
フ
ト
ン
蔦
て

叫
砺
発
し
た
白
蝶
貝
に
よ
る
喜
好
咤
柚
は

パ
ラ
オ
烏
で
も
そ
の
ま
ま
宣
り
っ
か
几

た
し

34
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（
喜
　
訪
室
は
一
部
推
定
を
含
む
▼

山
山
麓
∵
こ
巳
蝶
真
珠
生
立
ち
の
記
し
・

油
田
嘗

、

1

Ｊ

森



●
七
年
ぶ
り
の
休
暇
●

昭
和
十
三
年
で
し
た
か
、
ダ
イ
バ
ー
皇
辞
め
た
の
は
。
休
暇
と
と
っ
た
翌
年
で
す
。

そ
れ
か
ら
は
連
絡
船
の
接
蘭
長
や
船
長
を
や
っ
て
い
ま
し
た

私
は
長
い
こ
と
内
地
に
は
帰
れ
ま
せ
ん
で
し
た
よ
。
運
が
悪
く
て

ね
。
オ
ラ
ン
ダ
が
交
代
の
人
間
の
入
国
を
な
か
な
か
認
め
て
く
れ
な

く
て
ね
、
仕
方
も
な
か
っ
た
ん
で
す
が
。

休
暇
で
日
本
に
帰
る
の
は
だ
い
た
い
∴
一
年
か
ら
五
年
の
間
に
一
間
、

職
Ｌ．
Ｈ
、
つ
ま
り
学
校
出
の
大
ね
、
こ
の
人
ら
は
だ
い
た
い
に
三
年
に

一
回
内
地
に
帰
れ
る
。
三
年
に
一
回
で
、
内
地
に
釣
九
十
日
の
滞
在

が
普
通
。
そ
れ
で
、
ハ
ぱ
複
し
て
い
る
と
、
だ
い
た
い
五
ケ
日
か
ら
半

年
か
か
り
ま
す
。
船
も
時
迎
三
マ
ィ
ル
か
、
り
五
マ
イ
ル
で
、
ト
ロ
ト

ロ
走
っ
て
ま
す
か
ら
、
遅
く
て
ね
。

私
ら
の
よ
う
な
教
育
の
な
い
拝
の
休
暇
は
五
年
「
二
回
。
こ
れ
は

購
け
な
か
っ
た
で
す
ね
。
昔
は
教
育
の
な
い
者
は
ど
こ
の
会
社
で
も

一
人
前
扱
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ら
ね
。
戦
争
に
欺
け
た
お
陰
で
、
私

ら
も
一
人
前
に
扱
か
わ
れ
る
世
の
中
に
な
れ
た
ん
で
‥
‥
‥
今
で
は
、

平
等
で
努
力
次
第
で
嶺
施
し
て
ノ
＼
れ
ま
す
か
ら
ね
。

そ
う
い
う
二
と
も
あ
っ
て
私
が
休
蝦
を
レ
六
た
の
は
昭
和
十
三
年

に
な
っ
て
か
ら
で
し
た
。
九
七
年
ぶ
り
に
甘
地
に
帰
れ
た
人
で
す
。

卜
二
年
の
正
月
早
々
に
向
こ
う
を
出
て
マ
カ
ツ
サ
ル
か
、
リ
船
に
乗

っ
て
、
神
戸
に
上
施
し
て
、
象
に
着
い
た
の
は
二
円
八
日
だ
っ
た
か

な
。あ

の
時
代
は
面
白
い
で
す
よ
Ｃ
ｌ
船
「
哀
る
と
∵
碑
が
蹄
酔
よ
う
と

時
化
ま
い
と
、
乗
客
が
食
べ
よ
う
と
食
べ
ま
∴
∵
と
、
既
定
の
竜
の
ご

飯
を
炊
く
ん
で
す
ね
。
そ
れ
で
海
が
時
化
る
と
、
皆
、
ご
飯
を
食
べ

ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
て
、
残
っ
た
ご
動
写
全
部
、
厨
房
彿
者
が
共

同
で
十
し
て
お
く
ん
で
す
．
－
そ
し
て
、
〝
お
こ
し
〟
を
娃
く
。

ま
た
当
時
は
、
向
こ
う
は
砂
糖
は
ザ
ラ
メ
だ
け
ど
安
い
ん
で
す
ね
。

そ
れ
を
乗
机
Ｈ
が
、
う
ん
と
買
込
ん
で
船
に
積
ん
で
お
く
ん
で
す
。

そ
し
て
卜
鞋
野
∴
♂
林
き
ん
・
あ
ん
た
砂
糖
を
持
っ
て
る
か
し
と

聞
く
人
で
、
「
隼
ご
▼
毒
だ
と
準
え
る
と
、
「
じ
ゃ
あ
、
あ
ん
た
の
名

商
を
増
し
て
下
さ
、
．
ご
と
、
い
う
ん
で
す
。
当
時
、
外
国
か
ら
砂
糖

一
俵
は
無
線
で
埼
予
て
の
た
ん
で
す
。
名
前
を
借
り
る
と
、
余
計
に

宥
ち
込
め
る
こ
し
た
な
ｌ
）
ま
す
よ
ね
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
船
＝
Ｈ
の
余

裾
に
な
っ
て
い
た
ん
で
す
よ
顛
＝
言
こ
し
〟
の
方
も
、
上
陸
し
て
か

ら
競
る
ん
て
了
。
や
っ
ぱ
り
余
禄
で
す
よ
ね
い

二
の
休
蝦
か
ら
帰
っ
た
翌
年
の
「
二
一
年
で
し
た
か
、
私
が
ダ
イ
バ

ー
を
辞
め
た
の
は
。
内
地
か
ら
代
り
の
ダ
イ
バ
ー
が
来
ま
し
た
か
ら
。

鈴
木
良
次
さ
ん
と
い
っ
て
、
今
は
大
汗
漁
薯
に
勤
め
て
ま
す
が
、
彼

が
私
の
後
輩
と
い
う
か
、
オ
リ
エ
ン
ト
号
の
ダ
イ
バ
ー
に
な
っ
た
わ

け
で
す
ハ
一
昭
和
＝
十
三
年
か
、
．
つ
ぐ

代
り
の
人
が
来
た
っ
て
二
と
は
、
だ
れ
か
が
辞
め
て
日
本
に
帰
っ

て
、
そ
の
人
の
旅
券
の
枠
を
利
川
し
た
っ
て
こ
と
で
す
が
ね
。
新
規

に
は
オ
ラ
ン
ダ
は
な
か
な
か
ビ
ザ
を
出
さ
な
い
ん
で
す
。

陸
に
上
が
っ
て
か
ら
は
、
高
野
竹
松
さ
ん
が
そ
う
し
た
よ
う
に
、

連
絡
船
の
格
闘
長
や
船
長
を
や
っ
た
ん
で
す
。
収
入
は
ダ
イ
バ
ー
の

時
よ
り
は
ガ
ク
ッ
と
減
り
ま
し
た
が
ね
。
月
給
分
だ
け
で
す
か
ら
。

そ
れ
で
も
首
現
、
五
十
円
に
は
な
っ
た
か
な
。
日
本
内
地
の
諜
ｋ
よ

り
は
い
い
給
付
で
す
よ
。
だ
け
レ
∴
　
そ
う
な
る
レ
∴
　
や
っ
ぱ
り
お
金



－

匂

融
え
ー
、
路
に
い
る
と
。

て
う
で
し
ょ
う
が
．
外
団
勤
務
は
給
料
の
他
に
手
当
が
付

＼
や
っ
て
い
て
も
お
金
は
残
る
。
当
時
、
中
学
校
出
が
本

㌢
　
普
通
一
般
は
三
十
日
。
い
い
全
社
だ
と
、
三
十
五
円
。

廿
手
当
が
五
十
円
什
／
、
。
そ
れ
で
年
々
、
給
与
は
上
が
っ

民
糧
も
縮
合
も
支
給
と
な
る
と
、
別
に
お
金
蒐
う
こ
と
も

お
金
は
塞
っ
て
し
チ
リ
が
な
い
で
す
よ
。

蒐
う
気
に
な
れ
ば
、
い
ノ
＼
・
し
て
ら
追
え
ま
す
よ
「
．
ハ
ウ

け
ば
女
は
い
る
し
、
酒
は
あ
る
し
、
博
打
も
ど
リ
ヤ
1
∴
卜

栗
も
あ
る
も
　
博
打
は
花
札
や
サ
イ
コ
ロ
や
ト
ラ
ン
プ
左
と

二
池
も
あ
っ
た
．

潤
は
あ
る
に
は
あ
っ
た
が
、
も
の
綾
い
防
腐
剤
一
入
り
で
し

ょ
つ
と
い
い
気
に
な
っ
て
．
溝
や
ビ
ー
ル
の
二
二
二
本
で

も
の
な
ら
、
均
が
亡
、
／
ビ
ン
痛
ノ
＼
な
り
ま
し
た
ね
ふ
ウ
ィ

安
か
っ
た
で
す
。
私
は
喝
い
た
で
す
よ
。
昭
紬
「
二
年
の

本
に
楊
っ
て
み
る
と
、
内
地
で
は
ワ
イ
ス
阜
－
一
本
が
十

ん
て
5
へ
エ
ー
と
思
い
ま
し
た
ね
。
．
向
こ
う
だ
っ
た
ら
川
ギ

。
ア
ン
バ
ツ
ル
ピ
ア
か
リ
マ
ル
ピ
ア
　
へ
川
Ｉ
．
五
ル
ピ
ア
一

ツ
チ
ウ
で
ス
キ
ー
が
買
え
る
ん
で
す
か
ら
。
そ
り
ゃ
あ
、

ウ
ノ
「
了
∵
キ
ー
一
は
安
か
っ
ト
㌧

ド
プ
‥
二
ノ
ｈ
あ
る
し
、
そ
れ
を
蒸
留
し
た
溝
も
あ
っ
た
。
透
明
な

液
で
、
買
っ
て
軌
に
．
入
れ
て
、
Ｌ
は
∴
ノ
＼
涼
し
い
所
に
置
い
て
お
′
、

と
、
コ
バ
ル
ト
色
に
な
っ
て
ね
え
。
そ
れ
て
太
を
つ
け
る
と
ポ
ッ
と

鞍
え
る
。
ソ
「
ヒ
ー
と
い
う
溝
で
し
た
が
、
そ
れ
を
ヤ
門
に
作
る
村

も
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。
‥
グ
ラ
ン
パ
と
い
う
Ｈ
で
、
だ
か
ら
私
・
リ
は
ソ

ッ
ピ
ー
を
〃
ラ
ン
バ
レ
一
い
っ
て
ま
し
た
が
、
▼
　
本
来
ラ
ト
ン
人
は
イ
ス

ラ
ム
教
で
、
酒
を
飲
ん
で
よ
い
か
′
几
の
だ
が
、
プ
ト
ン
左
は
辛
気
の

へ
っ
ち
ゃ
ら
て
油
を
鉄
・
化
で
よ
し
た
ユ

ま
あ
、
そ
ん
な
わ
け
で
金
の
遣
い
途
は
い
ノ
、
！
つ
て
も
あ
る
．
Ｙ

こ
う
い
つ
ち
ゃ
あ
、
左
ん
て
す
が
、
私
は
日
本
で
は
悪
遊
び
？
Ｌ
Ｌ
Ｌ

二
と
‥
し
な
い
で
す
よ
し
が
、
向
こ
う
で
は
一
通
り
の
二
ン
克
ら
つ
て
み

た
一
二
工
十
撞
き
す
ぎ
て
甘
え
た
人
で
す
。
そ
れ
て
、
櫓
も
朽
〃
も
や
っ

た
が
、
自
・
分
の
小
遣
い
銭
の
範
凶
を
出
る
上
う
な
∵
て
ん
ぺ
彗
雅
号

し
∴
こ
と
Ｈ
な
い
マ
ナ
空

そ
の
頃
は
未
だ
一
人
身
だ
っ
た
Ｌ
、
私
が
結
鵬
－
∴
」
の
Ｊ
戦
後
、

内
地
∴
帰
っ
て
か
・
リ
で
す
し
わ
…
‥
・
そ
れ
で
プ
ト
ン
で
は
多
少
Ｊ
避

′
化
だ
が
、
そ
れ
で
も
品
行
方
宜
の
骨
は
守
っ
て
お
っ
た
「
ら
リ
左
入

二
丁
よ
。

＿．＿、搬

ン
東
珠
養
殖
の
終
末
●

ン
ダ
の
丘
藤
が
突
然
や
っ
て
来
て
、
鉄
砲
乏
突
き
つ
け
る
ん
で
す
Ｊ
。

で
も
私
は
戦
争
が
始
ま
っ
た
の
に
気
づ
か
な
い
。
い
っ
た
い
何
だ
と
畢
っ
た

三ｌ貰員が採れる海はま

た人Ｕとか行き来する

遵てしある

・．写真＝指貫′羊介）

牛ユ

モ
∴
輩
禁
票
羞
妾
を
？
．
て
い
ろ
瑠
御
上
へ
牛
の
十
二

、
し
た
か
、
養
殖
場
に
布
か
う
と
随
か
ら
こ
す
う
ン
タ
の
兵

手
人
ぐ
ら
い
来
た
わ
け
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
兵
隊
を
見
て

い
て
も
、
私
た
ち
は
な
．
ナ
洋
咄
争
が
始
ま
っ
ト
′
の
が
、
わ
か
ら
人
の

だ
か
ら
…
　
っ

私
は
陪
捕
登
に
い
て
横
根
を
動
か
そ
う
と
し
た
レ
三
ろ
に
、
三
人

、
ら



も

の
兵
隊
が
ピ
ア
ツ
と
来
ま
し
て
、
鉄
砲
つ
き
つ
け
て
…
…
そ
れ
で
も

私
は
ま
だ
気
が
つ
か
な
か
っ
た
。
一
体
、
「
灯
だ
し
と
思
っ
た
。

そ
う
し
て
い
る
と
、
事
番
所
の
方
か
ら
私
の
所
へ
「
中
林
膏
、
鉄

砲
渡
し
て
」
と
い
う
墟
給
が
来
た
。
猟
銃
を
持
っ
て
ま
し
た
か
ら
。

そ
れ
に
ピ
ス
ト
ル
も
｝
丁
あ
っ
た
し
。
そ
れ
で
、
自
分
の
部
屋
へ
行

っ
て
鉄
砲
を
渡
し
た
。
そ
れ
で
、
荷
物
の
璧
理
し
よ
う
と
思
っ
て
行

き
か
け
た
ら
、
「
中
林
君
、
そ
ん
な
行
か
な
ノ
＼
て
も
い
い
ん
だ
Ｌ
　
と
い

う
ん
で
す
よ
。

そ
れ
で
「
ど
う
し
た
ん
で
す
か
し
と
聞
い
た
ら
、
Ｊ
「
朝
、
戦
争
が

始
ま
っ
た
よ
し
て
い
う
も
ん
で
す
か
ら
「
ヘ
ェ
一
一
と
、
ポ
カ
ン
と

な
っ
た
。

全
社
に
は
短
波
の
ラ
ジ
オ
受
㌫
樵
が
あ
る
。
レ
一
こ
ろ
が
、
何
か
大

き
な
ヰ
件
の
あ
る
一
週
間
ぐ
ら
い
前
に
な
る
と
、
必
ら
ず
故
障
し
や

が
る
。
ド
イ
ツ
製
の
軽
電
ラ
ジ
オ
だ
が
、
第
二
次
大
戦
の
ド
イ
ツ
が

破
線
を
起
し
た
帖
も
故
堕
　
ヒ
ト
ラ
ー
が
ソ
連
に
戦
争
布
告
を
し
た

略
も
故
障
。
日
本
が
巷
滅
す
る
一
週
間
壷
一
〇
故
障
し
て
、
さ
っ
ぱ
り

わ
か
ら
ん
か
っ
た
。

た
だ
、
ス
ラ
バ
ヤ
の
支
店
か
ら
十
二
月
の
五
日
に
、
避
／
＼
と
も
十

五
日
ま
で
全
日
貝
ス
ラ
バ
ヤ
に
莱
∵
言
う
電
報
李
へ
っ
た
。
し
か
し
、

こ
こ
の
東
堀
船
は
三
週
間
に
ー
他
し
か
な
い
の
て
、
子
定
を
軋
た
ら

駄
目
な
ん
で
す
。
そ
れ
で
｛
日
で
も
早
く
や
て
つ
じ
ゃ
な
い
か
と
い

う
こ
と
で
、
バ
ウ
バ
ウ
の
政
府
に
セ
渉
に
行
っ
た
わ
け
で
す
。
会
社

の
船
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
で
セ
レ
．
ス
に
渡
る
締
可
を
／
、
否
、

と
。そ

し
た
上
．
お
前
の
金
紋
は
オ
ラ
ン
ダ
と
の
契
約
で
、
パ
ウ
バ
ウ

を
中
心
に
百
五
十
マ
ィ
ル
以
内
だ
。
そ
れ
以
上
ｊ
出
－
1
∵
Ｈ
た
∴
∵
か
ら

駄
円
だ
Ｌ
と
い
う
ん
で
す
さ

そ
れ
に
し
て
も
い
つ
で
も
出
発
で
き
る
よ
う
に
一
用
意
し
よ
う
じ
ゃ

な
い
か
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
六
日
の
目
に
ム
ナ
鳥
方
面
で
仕
事

を
し
て
い
る
者
を
、
私
が
迎
え
に
行
っ
て
き
た
。
全
員
、
会
し
Ｌ
に
革

め
た
。そ

れ
で
、
貧
Ｈ
、
荷
物
を
整
理
し
よ
う
と
い
う
結
論
に
な
っ
て
、

「
叫
日
か
ら
や
ろ
ご
と
い
っ
て
、
十
二
日
入
日
の
朝
、
斬
め
た
と

こ
ろ
に
．
兵
ほ
か
や
っ
て
来
た
ん
で
す
よ
。

そ
れ
で
日
本
人
㍑
皆
、
と
い
っ
て
も
当
時
、
八
人
し
か
残
三
て
い

な
か
っ
た
人
で
丁
か
、
オ
ラ
ン
ダ
の
丘
‥
隊
が
、
「
こ
れ
か
ら
、
バ
ウ
バ

ウ
に
行
っ
て
ら
・
∵
ノ
　
抒
「
し
ろ
物
は
何
を
持
っ
て
行
っ
て
も
い
い

か
ら
仕
度
Ｌ
ｈ
？
、
ら
Ｌ
レ
一
い
う
、
そ
う
い
う
命
金
だ
っ
た
。

そ
二
で
、
自
分
㌧
一
身
の
ま
わ
り
の
物
を
持
っ
て
、
オ
ラ
ン
ダ
の
船

に
運
ん
で
、
套
辻
の
東
糧
を
み
ん
左
頼
み
こ
ん
で
、
バ
ウ
バ
ウ
に
行

っ
た
ん
で
す
。
バ
ウ
パ
ワ
で
は
兵
舎
の
営
倉
に
い
れ
ら
れ
て
、
そ
れ

ま
で
使
っ
て
い
た
膵
住
民
の
給
与
を
鉄
条
親
ご
Ｌ
に
妾
弘
つ
て
、

そ
の
後
の
こ
レ
一
ほ
輌
争
で
す
か
・
㌧
、
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
レ
∴

う
こ
と
で
、
か
え
っ
て
詫
着
し
、
た
笹
竹
に
な
り
ま
し
た
わ
ー

結
局
、
パ
ウ
バ
ウ
の
労
金
に
は
一
週
間
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ｌ
リ
ブ

ト
ン
を
“
？
二
‥
一
－
′
丁
る
す
う
と
こ
霊
㌍
這
‡
三
言
一
、
七
．
／
ベ

ス
島
の
り
ダ
ン
ボ
ネ
に
上
桂
さ
せ
ら
れ
て
、
そ
こ
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
で

セ
ン
カ
ン
に
、
セ
ン
カ
ン
に
二
週
間
い
て
、
月
末
の
三
十
日
に
、
丁

度
す
ご
い
雨
期
の
時
期
で
し
た
が
、
マ
有
り
ツ
サ
ル
に
移
動
し
た
。
そ

こ
か
ら
は
三
千
、
四
千
ト
、
／
の
船
の
ド
ン
底
に
、
こ
れ
が
ひ
ど
い
ん

で
す
よ
、
電
燈
一
つ
な
し
、
鼻
晰
な
中
に
入
れ
ら
れ
て
、
ス
ラ
バ
ヤ
に
送

ら
れ
ま
し
た
。

て
カ
∴
∴
丁
も
∴
∵
コ
ケ
．
レ
ヘ
ス
の
イ
十
ド
や
モ
ル
ツ
ウ
常
信
な
ど
か

㌦
　
七
∵
へ
十
人
∵
、
、
ノ
　
の
日
事
大
か
隼
ｎ
予
だ
呈
し
た
空
手

プトン島の首都パウバウの川船。

船は食堂になり、客は海のなかで

食事をする（写真＝稲見良行）
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ｌｐ

供
も
い
ま
し
て
ね
り
　
そ
う
い
っ
て
は
何
で
す
が
、
ウ
子
は
三
菱
で
大

会
社
で
し
ょ
う
。
・
．
手
際
が
い
い
か
、
リ
、
昭
椰
十
六
年
の
八
月
に
、
オ

ラ
ン
ダ
が
外
国
の
会
社
の
キ
金
凍
結
を
し
だ
時
に
、
プ
ト
ン
や
そ
の

他
の
地
峡
に
い
た
日
本
人
の
妻
手
を
全
部
、
日
本
に
屋
∵
↑
ち
巾
∴
∵
た

し
か
し
帰
さ
な
い
会
社
も
あ
っ
た
．
市
大
や
洋
川
ｌ
ｌ
易
な
ん
か
帰
さ
左

か
っ
た
ご
て
う
い
う
余
技
は
、
女
、
子
供
が
残
っ
て
い
る
わ
け
で
す
」
。

ス
ラ
バ
ヤ
に
向
か
う
船
毎
で
は
、
そ
う
や
っ
子
供
た
ち
が
、
「
ナ
∴
ン

さ
ん
、
水
ち
至
う
だ
い
」
な
ん
て
、
水
そ
欲
し
が
っ
て
ね
、
悲
汚
な
ら

の
で
し
た
わ
．
Ｊ

ス
ラ
バ
ヤ
か
ら
ほ
汽
車
で
ィ
、
／
ド
重
刷
の
漁
港
、
チ
フ
手
車
・
リ
ブ

に
連
れ
て
行
か
れ
ま
し
た
。
穐
車
は
せ
い
だ
ノ
、
な
も
の
で
、
チ
ー
フ

の
薪
を
焚
い
て
走
っ
て
ま
し
た
ね
Ｈ
で
プ
チ
ヤ
ッ
プ
に
は
ジ
ャ
ワ
阜

ス
マ
ト
ラ
島
、
シ
、
／
ガ
ポ
ー
ル
、
マ
レ
！
ン
ア
な
ど
か
、
リ
約
二
千
人

ぐ
ら
い
の
日
本
人
が
集
め
ら
聖
∴
∵
左
そ
し
て
、
そ
こ
か
・
？
ｔ
員

が
船
に
乗
せ
∴
ノ
〃
た
．

さ
あ
・
今
度
は
ど
こ
に
連
れ
て
行
か
れ
る
か
、
て
ん
で
隠
当
か
「

か
な
∴
∵
そ
れ
二
、
二
り
ゃ
あ
ア
プ
リ
と
ｎ
き
「
ろ
う
な
レ
直
っ
て

ケ
∵
∵
丁
、
ス
．
．
、
一
う
リ
ア
の
フ
手
．
ノ
・
∴
卜
港
∴
入
港
し
た
。
子
二

才
‥
ノ
ｆ
た
Ａ
車
上
晶
云
バ
ｉ
右
∵
∴
十
！
て
↑
ラ
リ
ア
り
す
っ
ン
÷
円

柱
都
の
ラ
イ
テ
／
ふ
い
収
亘
所
に
逐
り
込
三
八
∴
′
几
て
寸
…
・

酵そ
の
緩
〓
て
す
ね
、
単
相
十
八
年
∴
捕
虜
交
換
が
成
イ
㌧
ま
し
て

真
上
は
世
良
ノ
＼
輿
年
叫
を
出
∴
言
∴
∵
・
責
た
ソ
ト
、
／
鳥
に
帰
る
こ

ｔと
に
左
ご
し
ん
で
す
が
空
ナ
ト
、
／
の
亘
珠
養
亀
は
そ
れ
て
終
り
で

Ｌ
一
二
わ
。
負
抹
産
祇
ビ
二
す
り
Ｃ
議
で
は
た
ｌ
∵
▼
左
左
せ
、
戦
争
で
す

か
ら
ね
∵
‥

裏
手
向
こ
う
の
瀦
雨
の
鬼
珠
艮
抹
鵜
や
養
殖
？
亘
を
加
っ
レ
一

る
の
は
・
鮎
の
年
代
の
大
で
嚢
懇
＼
・
し
チ
つ
や
乙
。
何
午
年
サ
朝
日

新
聞
に
．
私
ヒ
周
ビ
年
代
の
人
で
、
定
見
で
㌢
ｒ
．
ぺ
ー
与
や
Ｃ
ノ
二

い
た
人
が
・
与
も
木
曜
蝿
か
と
二
だ
定
差
千
ふ
竃
京
子
∴
∵

の
島
を
官
つ
て
∵
笑
レ
∴
う
童
か
戯
っ
て
∴
妄
′
し
．
「
午
よ
ぺ
享

の
人
に
鞍
も
左
の
か
ど
う
か
…
…
ト
い
デ
れ
∵
－
て
Ｌ
、
昔
の
こ
と

を
知
っ
て
い
る
首
長
∴
も
う
少
ケ
、
左
っ
イ
妄
丁
。

な
ん
の
か
′
札
の
菩
っ
て
一
つ
、
プ
ト
ン
は
い
い
島
だ
」
だ
て
ア
ヤ
ぇ

せ
．
工
一
▼
′
、
三
二
主
昌
㌧
Ｈ
か
写
し
－

！
∵
昔
定
言
∵
物
」
何
て
も
あ
な

．
1
一
、
あ
′
・
せ
′
＼
僻
′
、
二
と
ノ
ン
だ
い
．
．
ニ
ケ
．
の
∵
九
け
∴
∵
二
ｈ
、
ソ
ト
、
／

大
∵
ｕ
平
竹
子
す
主
上
私
も
憧
れ
て
上
し
た
・
聖
あ
ん
な
扶
∵
Ｌ
に
。
し

う
∵
性
、
プ
ト
ン
鳥
に
行
っ
て
み
た
い
で
す
な
あ
。

8

ヽ
ｌ
ノ

汲
プ
ト
ン
の
真
珠
養
殖
の
終
り

軍
誓
：
呈
二
二
日
、
愕
戦
に
よ
っ

て
平
体
さ
′
～
た
ら
∴
名
の
養
娘
環
亀
員

は
メ
1
二
人
ト
ラ
リ
ア
の
う
了
テ
ィ
取
害

か
了
新
富
さ
れ
ト
ー
養
殖
渇
は
放
置
さ

ｒ
ｌ
「
、
ま
え
で
ち
〕
∴
小
∴
　
仁
木
軍
が
ィ

、
し
一
′
二
・
㌢
与
こ
土
、
㌣
　
∴
　
繕
∵
い
某
ｌ
ｒ
ｒ
ｌ
・
ｌ
Ｉ

ゞ
∵
二
這
三
三
三
三
．
簿
　
五
†
蔚
叫
星

ｒ
ノ
　
：
∵
1
ト
二
∵
㍉
　
ｌ
「
奪
さ
れ
∴
ｉ
ｉ

つ
白
蝶
串
を
モ
ｌ
 
ｌ
・
ニ
∵
　
幸
甚
ｒ
・
∴
暗
む

㌧
「
し
　
ル
Ｈ
、
Ｊ
ｈ
∴
ｌ
一
ノ
　
ア
パ
∵
ト
ン
負

1
∵
‡
二
言
二
言
定
を
・
：
∵
㌫
二
　
人

「
∴
ｒ
Ｌ
里
表
し
て
∵
〔
皇
護
憲
六

要
望
し
ょ
っ
て
、
軍
Ｌ
有
意
き
れ
だ
が

′
Ｔ
の
複
の
行
く
先
は
不
明
の
よ
ま
て
あ

る
ｒ

フ
ト
ン
の
襲
珠
ｔ
ｌ
貫
首
は
．
昭
龍
一
ハ

耳
か
ら
↑
八
年
ま
で
の
十
二
笠
間
．
㌧

結
型
十
胃
が
生
産
さ
え
「

坂
戦
後
の
プ
ト
ン
島
で
の
真
珠
養
殖

戦
†
　
フ
ト
ン
芳
（
真
珠
養
殖
と
九

二
哨
義
軍
夫
子
ん
が
い
る
　
．
事

呈
∴
　
′
壬
夏
空
三
三
二
三
豊
㌣
つ

．
二
、
÷
．
プ
．
ｔ
　
ヌ
ト
ラ
リ
「

テ
〔
千
　
㌧
こ
Ｊ
Ｌ
喜
蔓
を
試
み
た
か
テ

賀
　
二
一
∴
～
　
・
・
、
／
誓
㌫
Ｌ
Ｃ
責
埠
こ
ノ

ー
¶
∵
　
Ｔ
〓
÷
′
∵
リ
ー
こ
　
ク
ｌ
・
騒
ぎ
の
∵
一

＿

て

う

ま

く

い

か

な

蒜

っ

た

よ

う

で

麦

る

子牛

（
－



中林さんとの出会い、その後…ニｉ・・あとがき

中
林
　
茂
さ
ん
の
プ
ト
ン
島
で
の
ダ
イ
バ
ー
の
体
験
談

は
、
東
南
ア
ジ
ア
の
庶
民
の
蛭
史
や
文
化
に
興
味
と
深
い

共
感
を
い
だ
か
れ
∴
バ
ナ
ナ
Ｌ
Ｃ
‖
日
本
人
㌔
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ

の
沼
地
で
Ｌ
　
な
ど
、
多
数
の
才
作
を
苫
し
て
お
ら
れ
る
彼

見
良
行
さ
ん
を
中
心
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
霞
業
結
滞
等

の
勉
強
し
て
い
る
福
音
洋
介
、
同
ど
く
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に

ほ
の
か
な
憧
れ
を
い
だ
い
て
い
る
樅
文
研
ｌ
り
森
本
孝
↓
．

人
が
、
世
田
谷
区
奥
沢
の
中
林
さ
ん
の
お
宅
・
で
訪
い
り
、
前

後
四
回
に
推
っ
て
お
聞
き
し
た
話
を
、
一
一
▲
と
め
た
一
と
り
．
で

あ
る
。札

た
ち
と
中
林
さ
ん
の
出
会
い
は
全
く
偶
然
で
あ
っ
左
′

今
か
ら
三
年
前
、
鶴
見
良
行
さ
ん
が
世
川
谷
市
民
大
学
で

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ア
ン
ボ
ン
烏
や
ブ
ト
ン
島
の
木
造
帆
船

な
ど
に
つ
い
て
の
講
演
を
さ
れ
た
が
、
そ
の
聴
衆
の
中
に
．

中
林
さ
ん
が
い
ら
し
た
の
で
あ
る
。
講
演
の
後
、
中
林
さ

ん
は
砥
兄
さ
ん
に
　
「
私
は
そ
の
ブ
ト
ン
島
で
昭
椰
五
年
か

ら
白
蝶
貝
を
採
る
ダ
イ
バ
ー
を
や
っ
て
い
た
Ｌ
と
話
し
か

け
、
怯
兄
さ
ん
を
び
っ
く
り
さ
せ
た
。
よ
♭
や
聴
衆
の
中

に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
辺
謝
な
島
験
の
ひ
と
つ
で
あ
る
プ

ト
ン
烏
ｌ
二
十
枚
年
間
も
暮
ら
し
た
こ
と
の
あ
る
人
が
混
ド
し

っ
て
い
よ
う
と
は
、
砥
兄
さ
ん
も
想
っ
て
ら
み
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。

そ
の
翌
年
、
中
林
さ
ん
と
の
出
会
い
が
刺
激
と
な
っ
て
、

培
兄
さ
ん
と
福
家
は
、
中
林
さ
ん
の
暮
ら
し
て
い
た
と
い

う
プ
ト
ン
島
に
堆
っ
て
み
た
。
し
か
し
、
そ
こ
「
㍍
高
も
は

や
、
中
林
さ
ん
ら
が
白
蝶
貝
を
採
り
、
鳥
珠
を
鐘
植
し
て

い
た
と
い
う
形
跡
は
何
ひ
と
つ
見
当
ら
な
か
っ
た
。

楯
国
後
、
私
た
ち
∵
人
は
再
び
中
林
さ
ん
に
お
会
い
し

た
も
‥
リ
本
人
で
ブ
ト
ン
島
の
兵
珠
養
韓
や
グ
ィ
、
バ
ー
の
暮

ら
し
を
知
る
人
は
少
な
い
。
放
っ
て
お
く
と
、
歴
史
の
中

で
埋
も
れ
て
し
ま
う
。
日
本
人
と
ブ
ト
ン
鳥
と
の
つ
な
が

り
を
、
ど
ん
な
形
で
あ
れ
成
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
．

と
思
え
た
か
ら
で
あ
る
。
お
会
い
し
て
そ
の
旨
を
伝
え
る

と
中
林
さ
ん
は
、
隊
え
て
い
る
限
り
は
何
で
も
お
話
し
い

た
し
ま
し
ょ
う
、
と
快
く
体
験
談
を
語
っ
て
く
れ
る
こ
と

を
承
諾
し
て
下
さ
っ
た
。

そ
こ
で
三
人
は
、
一
同
で
約
一
時
間
半
ず
つ
．
四
回
に

分
り
て
プ
ト
ン
島
で
の
ｕ
々
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
、
そ

れ
を
ま
と
め
た
も
の
が
．
本
号
の
特
集
で
あ
る
。
中
林
さ

′
仕
の
お
話
し
の
内
容
は
出
身
か
ら
太
平
汀
破
争
で
オ
ー
ス

ト
テ
リ
ア
に
抑
留
さ
れ
た
時
な
ど
幅
広
い
も
の
で
あ
二
∵
だ

が
、
そ
の
中
心
は
ダ
イ
バ
ー
と
し
て
の
体
験
で
あ
っ
た
。

す
で
に
喜
寿
を
過
ぎ
て
お
ら
れ
る
中
林
さ
ん
だ
が
、
そ
の

記
憶
は
す
ば
ら
し
く
、
私
た
ち
は
し
ば
し
ば
驚
か
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

中
林
さ
ん
の
語
り
は
ま
だ
終
っ
て
い
な
い
。
こ
の
先
、

い
つ
ま
で
続
く
か
わ
か
ら
な
い
。
そ
こ
で
．
あ
る
ま
と
ま

・
り
の
あ
る
部
分
だ
け
で
も
活
字
化
し
て
お
こ
う
と
考
え
て
、

今
回
は
ダ
イ
バ
ー
体
験
の
部
分
だ
け
を
ま
と
め
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。

さ
て
、
そ
の
後
の
中
林
さ
ん
の
話
で
あ
る
が
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
に
抑
留
さ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
十
八
年
に
円
本

軍
と
連
合
軍
と
の
問
に
捕
虜
交
換
協
定
が
収
立
し
、
ア
フ

リ
カ
の
ロ
レ
ン
ゾ
・
マ
ル
ケ
入
港
で
釈
放
さ
れ
て
か
ら
は
、

再
び
プ
ト
ン
島
に
戻
っ
て
い
る
。
ま
た
、
昭
和
十
九
年
に

一
時
日
本
へ
の
噌
国
を
果
た
す
が
、
次
に
は
ボ
ル
ネ
オ
島

の
バ
ン
ジ
ヤ
ル
マ
シ
ン
に
渡
り
、
そ
の
ま
ま
終
戦
を
迎
え

て
い
る
．
い
ず
れ
も
中
味
さ
ん
の
意
志
以
外
の
別
の
力
が

勧
き
、
号
フ
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
中
林

さ
ん
が
帰
国
を
果
た
し
た
の
は
昭
和
二
千
一
年
に
二
な
っ
て

か
・
㌧
で
あ
る
。
婦
同
棲
は
三
菱
社
‥
Ｒ
と
し
て
の
牛
活
に
戻

り
定
年
ま
で
勤
め
ら
れ
て
い
る
。

私
た
ち
に
こ
の
よ
う
な
お
話
し
を
間
か
せ
て
卜
さ
っ
た

中
林
さ
ん
は
今
年
で
Ｌ
十
九
歳
に
な
ら
れ
る
。
し
か
し

さ
す
が
、
ア
テ
フ
ラ
海
で
は
呵
ｌ
自
名
も
の
犠
牲
者
を
出
し

た
、
過
酷
な
ダ
イ
バ
ー
様
業
を
耐
え
抜
い
て
こ
ら
ね
た
人

だ
け
に
、
体
は
項
能
で
、
今
で
も
か
く
し
ゃ
く
と
し
て
い

ら
れ
る
。
地
元
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
先
頭
に
立
っ
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
社
会
奉
仕
活
動
に
参
加
し
て
も
お
ら
れ
る
。

私
た
ち
も
中
林
さ
ん
が
い
つ
ま
で
も
元
気
で
あ
ら
れ
る

こ
と
を
望
む
と
共
に
、
今
後
も
そ
の
深
い
人
生
の
話
を
お

聞
き
し
た
く
思
っ
て
い
る
。

尚
、
本
号
の
中
林
さ
ん
の
お
謡
は
、
福
家
洋
介
と
森
本

孝
が
共
同
で
埜
埋
し
、
文
老
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し

て
最
接
に
な
る
が
、
録
音
テ
ー
プ
起
し
の
労
を
救
っ
て
下

．
さ
っ
た
西
沢
忠
暗
・
北
原
「
鳴
子
・
石
坂
泉
・
粕
谷
三
素

子
さ
ん
、
中
林
さ
ん
の
お
い
写
炎
ア
ル
バ
ム
を
接
写
掻
影

し
て
卜
さ
っ
た
近
山
稚
大
さ
ん
た
ち
に
．
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
（
福
家
洋
介
・
森
本
孝
記
す
）
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慰霊祭のご案内

呉の大之木さんから下記のとおり慰霊祭のご案内がありました。

8月16日（日）10：00よりマネンボネンポの元山記念霊園にて、海上自衛隊練

習監隊との合同慰霊祭になります。会員の皆様のご参列をおねがいいたします。

拝啓　ご無沙汰して居ります。

その後お馨りございませんか．

平素何かとお鰯割こ相成り厚く御礼申し上げます。

揮、今年．ご存知と思いますが、8月マナドに斜、て蜃際観艦式が挙行されることに関

し、日本から海上自衛隊の練習篭隊が参加することになりました。

その折、大変ありがたい事ですが練習艦隊として、マネンポネンポの慰霊碑前で慰要撃

を行われることになりましたので、既に私たち元山戦闘極隊としてはすべての公式行事を

終了して居りましたが、日本国の辣習艦隊がマネンポネンポにお語り戴くということにな

ると、当方としても当然ご⊥緒に悪寒祭を行うことにした次第でも幸い当寿一行9名集

って戴きましたので、下記日稜でマナドへ参ります。

御多忙とは存じますが、慰霊祭の当日8月16日、会長はじめ役員その他の方々に是井

御参列敷きますよう心より勧掛一申し′上げます。

尚、雪憲射冬了後、ピトン日本人墓地に参拝の上、ピトン日本人会に表敬訪問を考えて

居りますので．宜敷御諒承下さいますよう。

敬具

書己

1、 スケジュ －／レ

2009年8月15日　12：50 マナド者

マナド市内

8月16日　10：00

11：20＼11：30

8月17日

午後

8日18日　　13：3着1

13：ＯＩ）

「－クオリティーホテル」泊

マネンボネン求合同慰霊額　　　　－

ピトン日本人墓地参拝

日本人会へ二華拶

ラシゴアン，トンダノ等愚答訪問

セナド、テ一一リンの丘で慰霊祭

練習艦隊訪問

マナドキ

チンパケー／レ者
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ヒ

入会挨拶と開業のお知らせ

日本人会の皆様はじめまして、′ト寺　典（みのる）です。私たち家族3名、かねてからの

計画どおり、三重県亀山からメナドに引っ越してきました。引っ越した当初はいろいろあ

っておそくなりましたが、ようやく旅行代理店の開業もなりましたので、遅ればせながら

ご挨拶申し上げます。店（自宅）は別添略図のとおりです。いつでもお気軽にお寄りくだ

さい。今後ともよろしくお願いいたします。

小寺　　典

、　ぐ4Ｊビｌレだ4
1ｂｕｒ多汁ａｖｃｌ
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ゞ

．タルシウ　ス

表紙についてのコメントです。

今年の4月に「縄文号」と「バークル号」2隻のアウトリガーの丸木帆舟が、スラウェ

シ島を出発し、一路、沖縄の那覇市にむかっています。

ｒ新グレートジャーニー」と銘を打ち、日本人のルーツを探るという謡動をしている閲

本吉晴さん（武蔵野美術大学教授・文化人類学）が、その一環として、海上ルートを検証

するための航海だそうです。

関野氏のホームページによると、ｒスラウェシ島ラムベを出発」となっています。レンベ

のことでしょうか？　もしそうなら、さらに親近感が沸いてきます。今後、調査してみま

す。

那覇到着の一報を待って、リポートしたいと思っています。

今回は航海の無事を祈りつつ、そのｒ縄文号」を表紙にしてみました。

では、またよろしくお願いいたしまう㌔

ヰ9

羽根井



編集後記

7月初旬発行の予定が編集の不手際で8月にずれこみました。

今号ははからずも真珠養殖の特集みたいになりました。「白蝶貝の海に潜る」は昭和61年

（1981）10月発行の旅行雑誌「あるく　みる　きく」（日本観光文化研究所発行）から抜

粋しました。元潜水夫・中林さんの語りは、戦前のインドネシア進出企業の様子をったえ

るものとして非常に価値のあるものといえます。このような貴重な記憶を拾い上げた鶴見

良行教授にあらためて敬意を表します。20年以上も前に発行された小冊子「あるく　みる

きく」は、前号の「インドネシア独立秘話」と同じく大岩さん宅で見つ．けました。

真珠養殖事業が成り立つための条件はいろいろ挙げられると思いますが、基本になるの

は、環境汚染のない穏やかな養殖海面がある、ということでしょう。気候的に比較的穏や

かで開発も進んでいないインドネシアの沿岸海域は、真珠養殖の適地としてオランダ植民

地時代から日本の業者に注目され、利用されてきました。本会の会員にも榎本さんはじめ

真珠養殖事業にたずさわる方が何名かおられます。真珠養殖というのは生きた貝を相手の、

繊細な神経を要する仕事ですから、どちらかというと日本人に適した仕事ともいえます。

失礼ながら何事にも大らかなインドネシア人には不向きな仕事でしょう。かくして養殖場

はインドネシア、技術は日本、という構図になっていますが、先に記したとおり「汚染さ

れていない沿岸海域」というのが大前提にあります。養殖場の環境チェックは関係者の重

要な役目のひとつであると思います。真珠養殖にかかわっている方々は「環境の監視人」

でもあります。インドネシアも経済の発展にともなって、地域によっては開発の波が打ち

寄せているようです。インドネシアの経済発展は望むところですが、少なくても真珠養殖

事業が成り立つような自然環境は維持したいところです。

茨城の坂本さんからミナハサ自転車旅行の原稿をいただきました。ご本人はまだ若いつ

もりでいるかも知れませんが、あのコースを1Ｉ」で走ろうというのはいい度胸ですね。坂

本さんが行き倒れになりかけた山越えの道は、私も車でとおったことがあります。大木が

うっそうと繁って、昼なお暗いジャングルの道という感じで、鹿か大蛇でも出るんじゃな

いかと気にしがら通ったのですが、あの道を日没間際に自転車で越えようというのはすご

いことです。タクシーの運転手は自転車があるから人間だと分かったと思いますが、驚い

たでしょうね。次回は年齢相応にトングノ湖一周のサイクリングをおすすめします。湖畔

の道は平坦、稲穂がゆれる田園風景はサイクリングにもってこいだと思います。カカスの

飛行場跡に近づいたら′ト休止して、「空の神兵」を歌いましょう。

表紙はいつものとおり羽根井さんです。コメントにもあるとおり、スラウェシから沖縄

向け縄文人をのせたカヌーが航海しているようです。これについては次号で羽根井さんの

レポートがあります。乞うご期待！

（長崎）
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会員名簿 

 

 

会報「タルシウス」電子版では不特定多数の方が閲覧するため、 

セキュリティ上の観点より会員名簿は非公開とすることとしました。 

（2014 年 04 月 20 日） 

 

 

上記理由により会員名簿が非公開になりましたことをご了承ください。 

●会報タルシウス（製本版）には従来通り名簿は掲載されます。 

●各会員に対しましての個別の、または、尋ね人などのお問い合わせは、 

直接日本人会へお問い合わせください。 

該当会員に連絡後、会員より直接連絡するか該当会員の同意のもとで、 

連絡先をお知らせすることといたします。 

 

 


